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 気あるコミュニティはJavaテクノロジーとJava言語にとって不可欠です。Java Magazineの役目は、読者のみなさんがJava

開発者としてのスキルを高め、より頼もしいコミュニティ・メンバーとなる手助けをすることです。 そこで、今号ではコミュニティにテーマを絞

り、コミュニティへの参加の第一歩から、先導的立場をとり、イベントの開催に至るまでの、Javaシチズンシップへの実践ガイドを提供します。

今号を計画するにあたって、私たちは、「by and for the Java community」というキャッチフレーズについて真剣に考えました。 強力なコ

ミュニティを築くという内容の記事を執筆するのにJavaコミュニティ・メンバー以上に適した存在がいるでしょうか。 まず編集チームは、初の

ゲスト編集者として、フランスのLyon JUGおよびDuchessのリーダーであるAgnès Crepet氏を指名しました。 彼女の企業家精神と冒険心、そ

してJavaコミュニティにかける情熱が私たちの心を動かしました。 Agnès氏は、特集記事"Java Is Community"のために積極的に参加し、ト

ピックの提案からJUGの再活性化に関する執筆や写真探しの手伝いまで、あらゆるピースを一つにまとめる素晴らしい能力の持ち主です。 

Agnès氏に多大なる感謝の意を表します。 Agnès氏について、詳しくはKevin FarnhamによるQ&Aを参照してください。

今号を成功させるため、他にも多くのコミュニティ・リーダーに協力していただきました。 Gail Anderson氏、Max Bonbhel氏、Tasha Carl氏、

Badr El Houari氏、Bert Ertman氏、Ben Evans氏、Trisha Gee氏、Ahmed Hashim氏、Nety Herawaty氏、Michael Hüttermann氏、Hildeberto 

Mendonça氏、Yara Senger氏、Bruno Souza氏、Martijn Verburg氏、Richard Warburton氏、Mila Yuliani氏に感謝を申し上げます。 そして、オ

ラクルのSharat Chander、Stephen Chin、Nichole Scottに敬意を表します。 編集者ビデオでのSharat氏も、ありがとうございました。

今回の記事がJavaを活用する上でのヒントとなることを願っています。 Javaコミュニティのおかげで私たちは、号を重ねるごとにより良い

Java Magazineを提供できるのです。 

編集長Caroline Kvitka BIO

活

写真：BOB ADLER

My local and global JUGs 
are great places to network
both for knowledge and work. 
My global JUG introduces 
me to Java developers all 
over the world.
Régina ten Bruggencate

JDuchess

FIND YOUR
JUG HERE

LEARN MORE

Caroline Kvitka （@oraclejavamag） 
2001年にオラクルに入社し、Oracle Magazine、Profit、Java 
Magazineの編集長を務める。 90年代の初めからテクノロジー
関連の記者を務め、複数のテクノロジーおよびEコマース事業
の立ち上げに参加した経験を持つ。 
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file:/Volumes/Design/Publishing/Macs%20Only/JAVA_MA13/ART/JAVA_MA13_VIDEOS/VIDEOS_edited/EdNote_MA13-021313.mov
http://www.java.net/jugs/java-user-groups
http://www.oraclejavamagazine-digital.com/javamagazine/20130304#pg4
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2013年1月14日～16日、Oracle User Group Leaders' Summitがオラクル本社で開催され、多くのJavaユー
ザー・グループ（JUG）リーダーが参加しました。International Oracle User Group Community（IOUC）は
世界中の Oracle ユーザー・グループを代表するリーダーのコミュニティです。Oracle User Group Leaders' 
Summit には 100 名を超えるユーザー・グループ・リーダーが参加し、オラクルの製品とテクノロジーにつ
いて学び、製品グループにフィードバックを提供し、ネットワークを作り、ベスト・プラクティスを共有しました。

Java 専用トラックでは、オラクルの Java 専門家が、Java SE、JavaFX、Java EE、Java ME、Oracle Java 
Embedded の現状とロードマップを示したプレゼンテーションを行いました。Java エバンジェリストの Arun 
Gupta は来たるべきJava EE 7リリースの機能について語り、 オラクルの製品管理担当 Senior Director であ

写真：MARGOT HARTFORD

ORACLE USER GROUP  

LEADERS' SUMMIT

左上から反時計回りに： Mike Lehmann（左）と
Arun Gupta、Ryan Cuprak 氏（左）とBen Evans
氏、Bruno Souza 氏、Stijn Van den Enden 氏（左）、
Johan Vos 氏、Bert Ertman 氏

//java nation /
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ORACLE.COM/JAVAMAGAZINE  ///////////////////////////// MARCH/APRIL 2013

CO
M
M
UN

IT
Y

04

JA
VA

 T
EC

H
AB

O
U
T 
U
S

JA
VA

 IN
 A

CT
IO

N

blog

//java nation /

るMike Lehmann は Oracle Java Cloud Service の概要につ
いてプレゼンテーションとデモを行いました。さらに、JUG お
よび Java Community Process（JCP）、Java 8、JavaFX、組
込み Java、Java.net、Oracle Technology Network、Java 
Magazine に関するセッションも開催されました。セッション全
体を通じて、JUGリーダーは意見を述べることが奨励され、臆
することなく機能やプロセス、プログラムに関する数多くの提
案を行いました。

JUG および JCP に関するセッションでは、JCP Executive 
Committee のメンバーである Bruno Souza 氏が Adopt-a-JSR
プログラムについて説明しました。「Adopt-a-JSR の最大の任
務は教育です。『お役に立ちたいのですが・・・、JCPとは何
ですか』といった声をよく聞きます」 小さな行動が大きな影響
を生む場合もあり、貢献を行うために専門家である必要はな
いのだとSouza 氏は言います。

ヒューストンJUG のリーダー、Jim Bethancourt 氏は初めて
このサミットに参加しました。Bethancourt 氏は次のように語
ります。「非常に素晴らしい体験でした。多くの優れた情報を
ヒューストン JUG やわが社へ持ち帰ることができます」 オラン
ダ JUG のリーダー、Bert Ertman 氏は、セッションのためだ
けでなくネットワーク作りのために参加しています。「素晴らし
いのは、各国の JUGリーダーとともに時間を過ごし、コミュニ
ティを発展させて参加を促すためのアイディアを共有できるこ
とです」とErtman 氏は言います。

̶Tori Wieldt

サミットについて語るSharat Chander

Geertjan Wielenga は Java.net の JFugue Music NotePad 
プロジェクトで開発リーダーを務めています。NetBeans Platformアプリケーションであるこのソフ
トウェアは、音楽プログラミング用のオープンソース Java API、JFugue のグラフィカル・ユーザー・
インタフェースです。JFugue API を使用するプロジェクトはいくつか存在しますが、JFugue Music 
NotePad はその 1 つです。

JFugue Music NotePad では、視覚化された楽譜を使用して音楽を作成し編集できます。
JFugue システムはシンプルであるため、正式に音楽を習ったことのない人でも、JFugue の分か
りやすい表記方式を使用して作曲を体験できます。MIDI によるハードウェアやソフトウェアの複雑
さに頭を悩ませることもありません。

この動画では、プロジェクトをダウンロードして開き、実行する方法から構造の理解まで、
JFugue Music NotePad の使用を開始するために必要なすべての情報が得られます。

JFugue Music NotePadプロジェクトへの貢献に関心がある場合は、Java.netのプロジェクト・ペー
ジを参照してください。

JFUGUE MUSIC NOTEPAD
注目のJAVA.NET プロジェクト 

http://www.oracle.com/javamagazine
mailto:JAVAMAG_US%40ORACLE.COM?subject=
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http://www.twitter.com/java
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http://home.java.net/
http://www.oracle.com/technetwork/index.html
http://www.oracle.com/technetwork/java/javamagazine/index.html
http://www.oracle.com/technetwork/java/javamagazine/index.html
http://java.net/projects/ljc-london-jug/pages/AdoptAJSRProgram
file:/Volumes/Design/Publishing/Macs%20Only/JAVA_MA13/3_ReadyToUpload/Supporting_files/Multimedia_files/Sharat%20Chander_MA13JavaNation.mov
http://java.net/projects/nbjfuguesupport/pages/Home
http://java.net/projects/nbjfuguesupport/pages/Home
http://www.jfugue.org/index.html
http://www.jfugue.org/links.html
http://youtu.be/m-ESqtMRcyE
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Harshad Oak氏は開
発の傍ら執筆活動も
行うJava Champion
で、IndicThreads
および Rightrix 
Solutions の創設者
でもあります。
Java Magazine： 初
めてコンピュータと
プログラミングに興
味を持ったのは、い
つ、どのようにして
ですか。
Oak： インターネッ
トの普及前にコン
ピュータに胸を躍ら
せた記憶はないので
すが、 インターネット
によってまったく新し
い世界が開かれまし
た。大学時代はイン
ターネットを探索し
たり、HTML で遊ん
だり、フリーランス

で主力雑誌や新聞に
技術記事を書いたり
していました。プロ
グラミングを学んだ
のはずっと後、コン
ピュータ専攻修士課
程在学中のことでし
た。
Java Magazine： 仕
事として最初に行っ
たプログラミング作
業を教えてください。
Oak： 大学の紹介で
i-flex Solutions に就
職し、最初に配属さ
れたプロジェクトが
Java EE ベースの電
子支払ソリューショ
ンでした。それ以来
ずっとJava EE に取り
組んでいます。不思
議なことに、私が辞
めた数年後に i-flex
はオラクルに買収さ
れ、現在は Oracle 
Financial Services 
Software Ltd になっ
ています。ですから、
私はある意味、元オ
ラクル社員であると
も言えます。
Java Magazine： お
休みの日はどんな

ふうに過ごされます
か。
Oak：4 歳の息子と
過ごす時間が一番多
いですね。科学へ
の貢献や市民参加を
促すような社会活動
に関わることも多い
です。ちょうど今は、
Sudhar.in での非営
利活動にも取り組ん
でいます。Sudharと
は、現地語で改革 /
改善を意味します。
その他に、技術的、
非技術的、社会的な
課題について話を聞
くことや議論するこ
とが好きです。特定
の考えや主義に人生
を捧げた人の話を聞
くことが、おそらく
は人生を豊かにする
ための一番の近道で
しょうから。
Java Magazine： 
Java Championと
なったことで、日々
の生活に何か変化は
ありましたか。
Oak： Java 
Champion の栄誉を
いただいて、さまざ

まな機会が確実に増
えています。また、
個人的なレベルで
は、Java Champion
という呼称は覚えや
すいので、おばやお
じまでが名前の代わ
りに『Java チャンピ
オン』と呼んで面白
がっています。
Java Magazine： 今
後 1 年はどのような
ものにしたいです
か。
Oak： 現在、4 冊目
となる書籍を執筆し
ています。Javaとク
ラウドに関する内容
で、年内に出版され
る予定です。ビジネ
スに関して言えば、
IndicThreadsブラン
ドを前進させ、イ
ンドの技術コミュニ
ティや技術事業を育
成し、推進するため
の活動を増やしたい
と考えています。

Oak 氏について、詳
しくは HarshadOak.
com を参照してくだ
さい。

JAVA CHAMPIONのご紹介

HARSHAD OAK氏

Kivaは、非先進諸国
の人々に力を与えるべ
く、個人への小口融
資（わずか 25 米ドル）
を通じて事業の立上
げと成長を支援してい
るグローバル・コミュ
ニティです。Java 開

発者たちは、Java Champion の Mattias 
Karlsson 氏（写真）が開始した「Java 
Users Around the World」Kiva Lending 
Team 活動を通じてKiva に参加していま
す。このチームは融資の理由を次のように
述べています。「私たちは、小さなことで
も世界を変えられると確信しています。『世
界を変えたければ、まず自分が変わりなさ
い！』 - ガンジー」

2009 年 5 月の創設以来、113 名のチー
ム・メンバーがアフリカ、アジア、南米、
旧ソ連諸国、モンゴルなどの起業家に対
して、合計 25,675 米ドルに上る920 口の
融資を行ってきました。貸し手が興味を
持つかぎり、どのような事業に対する融資
も可能です。参加してみたい方は、Kiva 
Lending Team への加入をご検討くださ
い。

Java 開発者に
よるKiva支援

http://www.oracle.com/javamagazine
mailto:JAVAMAG_US%40ORACLE.COM?subject=
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http://www.rightrix.com
http://www.rightrix.com
http://Sudhar.in
http://www.harshadoak.com
http://www.harshadoak.com
http://www.kiva.org/team/jug
http://www.kiva.org/team/jug
http://www.kiva.org/team/jug
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ブラジリアJava Users Group
（DFJUG）は、Java Champion
であるDaniel deOliveira 氏に
よって1998 年 2 月に創設され
ました。DFJUG はブラジルで
もっとも古くからあるJava ユー
ザー・グループ（JUG）です。
ブラジルでもっとも活発な 26
の JUG にはそれぞれ重点を置
く特定の分野があり、DFJUG は
初心者プログラマに Java を教

えています。
DFJUG は長年、大学から提

供された教室を利用して、無料
の Javaコースを開催してきまし
た。また、Javaプログラマを
目指す視覚障害者と聴覚障害
者の教育も行っています。ブラ
ジルでは、従業員が 100 名を
超える企業は少なくとも5% の
割合で障害者を雇用することが
法律で義務付けられています。

ソフトウェア企業や開発者は、
DFJUG が提供するトレーニング
を大いに歓迎しています。また、
DFJUG は、視覚障害者と聴覚
障害者とが携帯電話でコミュ
ニケーションできるようにする
Java モバイル・アプリRybena
を Java.net で作成しました。

DFJUG はまた、ポルトガル
語圏の開発者コミュニティにソ
フトウェア・エンジニアリング教
材を積極的に提供しており、22
冊のプログラミング書籍をポル
トガル語で出版しています。

2006 年 10 月、DFJUG は新
しい Brazilian Java Education 
and Development Initiative

（JEDI-BR）のリーダーになりま
した。多数のボランティアが 6
か月をかけてJava 教材をポル
トガル語に翻訳し、この教材を
使用したオンライン・トレーニ
ング・プログラムでは、ポルト
ガル語圏全体で数万名もの開
発者がJavaトレーニングを受講
しました。

 「私たちは人々の生活を変え
ています」と、deOliveira 氏は
言います。「41,000 名を超える
プログラマが無料でトレーニン
グを受講したのです」 

NetBeans IDE 7.3によ
るHTML5のサポート
現在提供中の NetBeans IDE 7.3 には、HTML5 機
能が搭載されています。これにより、Webアプリケー
ションやモバイル・アプリケーションの作成とデバッ
グに対応する一方、従来のデスクトップ・アプリケー
ション、モバイル・アプリケーション、エンタープラ
イズ・アプリケーションに対する実績ある開発サポー
トも引き続き提供されます。NetBeans IDE の新し
い HTML5 機能には、HTML5プロジェクト・タイプ、
HTML5 のサンプル・リスト、新しい HTML5 要素に
対応したコード補完機能を提供する改良型 HTML
エディタ、Nashorn JavaScriptプロジェクトに基づく
新しい JavaScript エディタおよびデバッガ、CSS ルー
ル・エディタ、WebKit オープンソース・ブラウザ・
エンジンをベースとした組込みブラウザが含まれて
います。

NetBeans IDE 7.3 には、NetBeans IDEとChrome
ブラウザとのスムーズな相互作用を提供する
Chrome 拡張機能がバンドルされており、NetBeans
とChrome の間で双方向の対話が可能になります。 

NetBeans IDE 7.3 には、Java API for RESTful Web 
Services（JAX-RS）の JavaScript Backbone.jsライ
ブラリに基づいてHTML5アプリケーションを開発
するためのツールが含まれており、IDE に登録した
データベースからアプリケーションを生成できます。
Java エディタはさまざまな点で改善されており、新
しいブレッドクラムのサポートやクリップボード履歴
に加えて、開発サイクルの早い段階でバグを特定
するために役立ついくつかの新たなヒントやコード
提案が含まれています。さらに、Java EE、JavaFX、
Groovy、PHP、C/C++ などの幅広いテクノロジー
に対するサポートも拡張されています。

ブラジリア
JAVA USERS 
GROUP（DFJUG）

JAVA ユーザー・グループの紹介

http://www.oracle.com/javamagazine
mailto:JAVAMAG_US%40ORACLE.COM?subject=
http://blogs.oracle.com/java
http://www.twitter.com/java
https://www.facebook.com/ilovejava
http://www.oracle.com/technetwork/java/index.html
http://java.net
http://www.dfjug.org
http://www.dfjug.org
http://java.net/projects/rybena
http://www.dfjug.org/livros.jsp
http://netbeans.org/
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Code Recommenders は、Eclipse Foundation のメンバーによって
開発中の新しいオープンソース・モジュールです。Marcel Bruch 氏
がリーダーを務めるこのプロジェクトは、グローバルな Java 開発
者コミュニティからEclipse Foundation に提供された膨大な Java
コードベースをデータベースとして活用し、開発者が次に入力する
可能性の高いキーストロークを予測します。言い換えると、Code 
Recommendersとは、データ・マイニングとソース・コード構文分
析に基づく新しい形のインテリジェント・コード補完機能です。

Bruch 氏は Amazon.com を例にその法則を説明します。「あなた
が本を何冊か買うと、 Amazon は同じ本を買った顧客を特定し、こ
れらの顧客がほかにどんな本を購入したのかを参考にして、あなた
の興味を引きそうな本を推薦します」
「これと同じことを、Code Recommenders は Javaコードに対して
実行します。現在入力されているコードを分析し、Eclipse Javaコード・
リポジトリから同じ構文パターンに従ったコードを探します。次に、
このコーディング・コンテキスト内で開発者が次に入力する頻度が
もっとも高いコードを分析し、分析結果に基づく提案を行います」

特定のコード・コンテキスト内で構文を完成させるために選択可
能なメソッドは、場合によっては数百にも上ります。このリストをア
ルファベット順に表示する代わりに、Code Recommenders では、
他の開発者がもっとも多く使用したメソッドから順に、各メソッドが
使用されたソース・コード行の割合に基づいてソートして表示しま
す。

Code Recommenders は、グローバルな Javaコミュニティから提
供された Javaソース・コードに基づく、インテリジェントなコード
補完機能です。

CODE RECOMMENDERS

写真上： コードから推奨への移行プロセスを示した概要図。
写真下： コード補完機能で SWT テキスト・ウィジェットに対す
る推奨を表示した画面。

http://www.oracle.com/javamagazine
mailto:JAVAMAG_US%40ORACLE.COM?subject=
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イベント
JavaOne Russia 4 月 23 ～ 24 日 
モスクワ（ロシア）

JavaOne Russia に参加して、Java ベースのコンテンツやトレーニングに
触れ、さまざまなコミュニティに出会う、密度の高い 2日間を過ごしましょ
う。毎年、何千名ものコミュニティの専門家が参加し、Java に関する見
識を共有しています。また、基調講演、技術セッション、ハンズオン・ラボ、
デモ、展示など多数の予定が組まれています。開催されるトラックには、
コアJavaプラットフォーム、JavaFX/リッチ・ユーザー・エクスペリエンス、
Java EE/Web サービス /クラウド、Java ME/Oracle Java Embedded/Java 
Card、Oracle Java Embedded for Business などがあります。

4月
Oracle CloudWorld
4 月 2 日、ムンバイ（インド） 
4 月 4 日、シンガポール 
4 月 9 日、東京（日本） 
イギリス、ドイツ、メキシコ、米国
での追加日程を計画中 
お近くの都市で Oracleクラウドを 1
日体験してください。モバイル、ソー
シャル、クラウドによって業務の遂行
方法は見直しを迫られています。こ
れらの新たな機会を活用して競争力
を獲得するための方法を発見しましょ
う。

JAX 2013
4 月 22 ～ 26 日 
マインツ（ドイツ） 
Javaとエンタープライズに関するこの
カンファレンスは、Web、Android、
ソフトウェア・アーキテクチャ、クラウ
ド、アジャイル管理手法、ビッグ・デー
タといった現在と将来のトレンドに焦
点を当てています。170 名を超える講
演者による200 のセッションと、トピッ
クを絞った 25 の終日セッションが 
開催されます。

QCon
4 月 25 ～ 27 日、北京（中国）
4 月28 ～ 29 日、成都（中国） 
QCon はリーム・リーダー、アーキテ
クト、プロジェクト・マネージャを対
象とした、コミュニティによるコミュ
ニティのためのエンタープライズ・ソ
フトウェア開発カンファレンスです。

5月
JavaOne India

5 月 8 ～ 9 日
ハイデラバード（インド）
JavaOne India に参加して、Java ベー
スのコンテンツやトレーニングに触
れ、さまざまなコミュニティに出会う
密度の高い 2日間を過ごしましょう。
詳しくは、JavaOne Russia の説明を
参照してください。

Great Indian Developer Summit
（GIDS）/Java
5 月 10 日
バンガロール（インド）
GIDS の Javaトラックでは、Clojure、
Groovy、JRuby、Scala など、Java
仮想マシン上で稼働するJava 以外の
言語にもJavaと同様の重点が置かれ
ています。オラクルの Arun Gupta が
講演を行います。

Geecon 2013
5 月 15 ～ 17 日 
クラクフ（ポーランド） 
「Java 界を動かそう」というスローガ
ンを掲げたこのカンファレンスでは、
Java ベースのテクノロジー、動的言
語、リッチ・インターネット・アプリ
ケーションのエンタープライズ・アー
キテクチャ、パターンなどに重点が置
かれています。

JEEConf
5 月 24 ～ 25 日
キエフ（ウクライナ）
カンファレンスは年に一度開催され、
Java テクノロジーを使用したアプリ
ケーションの開発者が一堂に会しま
す。テーマは、Java を使用したスケー
ラブルで高負荷の分散エンタープラ

写真：GETTY IMAGES

//java nation /
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JAVA 関連書籍

ORACLE CERTIFIED 
PROFESSIONAL JAVA SE 7 
PROGRAMMER EXAMS  
1Z0-804 AND 1Z0-805
著者：S G Ganesh および 
Tushar Sharma
Apress（2013 年 3月）
Oracle Certified Professional 
Java SE 7 Programmer 
Exams 1Z0-804 and 1Z0-
805 は、OCPJP SE 7 試験に
関する情報を 1 冊にまとめ
た簡潔かつ段階的な総合ガ
イドであり、OCPJP 認定を
目指すすべての学習者を対
象としています。オラクル
の設定している13 の試験ト
ピックを網羅し、章ごとに 1
つの試験トピックを扱いま
す。2 回の模擬試験や最重
要概念の簡単な見直しに加
えて、試験トピックに関連す
るもっとも重要なクラスとメ
ソッドをまとめた APIクイッ
ク・リファレンスが含まれて
います。

THE JAVA VIRTUAL MACHINE 
SPECIFICATION, JAVA SE 7 
EDITION
著者：Tim Lindholm、Frank 
Yellin、Gilad Bracha、Alex 
Buckley
InformIT（2013 年 2 月）
このリファレンス・ガイドは、
Java SE 7プラットフォーム
におけるJava 仮想マシンに
ついて正確かつ詳細に説明
した完全ガイドです。Java 
SE 7 で導入された invoke 
dynamic 命令とメソッド処
理メカニズムについて、ま
た、Java SE 6 で導入された
型チェック検証機能の正式
な Prolog 仕様について詳し
く説明されています。さらに、
Java SE 5.0 での総称型とア
ノテーションに対するクラ
ス・ファイル拡張機能も取り
上げ、命令セットは JSR 133
の Javaメモリ・モデルに従っ
ています。リンクと初期化の
多くの側面についても明確
に説明されています。

THE JAVA EE 6 TUTORIAL: 
ADVANCED TOPICS,  
FOURTH EDITION
著者：Eric Jendrock、Ricardo 
Cervera-Navarro、Ian Evans、
Devika Gollapudi、Kim Haase、
William Markito、Chinmayee 
Srivathsa
InformIT（2013 年 1 月）
Java EE 6 向けのエンター
プライズ・アプリケーショ
ン開発について、例を多用
し、タスクを中心としたこ
のガイドは、Javaプログラ
ミングの初心者から中級者
を対象に Java EE 6プラッ
トフォームの詳細な知識を
提供します。『The Java EE 
6 Tutorial: Basic Concepts, 
Fourth Edition』で紹介さ
れた概念をベースに、よ
り複雑なプラットフォーム
機能の詳細と、最新バー
ジョンの NetBeans IDE お
よび GlassFish Server Open 
Source Edition を使用する
ための手順が説明されてい
ます。

イズ・システム開発に対する最新手法、
技術革新と新しい方向性、Java テクノロ
ジーに基づく興味深いアーキテクチャ上
の決定、その他の言語 / ツール /ライブ
ラリとの統合による最新アプリケーショ
ン開発、そして、Java 開発における一
般的な方向性と傾向です。

6月
JAXConf 2013
6 月 3 ～ 5 日
カリフォルニア州サンタクララ
JAXConf 2013 は、最近の Java エコシ
ステムにおけるソフトウェアおよびエン
タープライズ開発の専門家を対象とし
た、包括的かつ詳細なイベントです。開
発者、アーキテクト、プロジェクト・リー
ダーは、ソフトウェア開発コミュニティを
推進する最新の技術や方法論の開発に
関する情報を入手する機会が得られま
す。

QCon New York 2013
6 月 10 ～ 14 日
ニューヨーク州ニューヨーク
QCon の目的は、エンタープライズ・ソ
フトウェア開発コミュニティにおける知
識と革新のスピードを上げることで、ソ
フトウェア開発に力を与えることです。
実践者主導型のこのカンファレンスは、
チーム・リーダー、アーキテクト、プロジェ
クト・マネージャ、エンジニアリング・ディ
レクターを対象としています。

http://www.oracle.com/javamagazine
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http://www.informit.com/title/9780133260441
http://www.informit.com/title/9780133260441
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http://www.informit.com/title/9780137081868
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http://qconnewyork.com/
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JAVA IS 
COMMUNITY

Java は、コミュニティ
と切り離して考える
ことはできません。

Javaコミュニティが強力
になればなるほど、Java
言語の質も向上します。
世界中の Java 開発者が
自分の考えを発信して、
初めてイノベーションが
可能になります。

Java の入門者や Java
コミュニティに初めて参
加する人にも、いろいろ
な参加の形があり、「小
さいこと」から始めら
れます。また、長い間
Javaに関わってきた人に
とっては、次のレベルに
ステップアップする時か
もしれません。Java ユー
ザー・グループ（JUG）
へ の 参 加 から、 次 の
Java ビッグ・イベント
の立上げといったものま
で、さまざまな参加の機
会があります。Javaコミュ
ニティの一員になるとい
うことは、意欲的な仲間
に出会い、自分の情熱
を共有できる場を手に
入れられる素晴らしい手
段なのです。
13 のトピックで構成さ

れるこの実践ガイドで
は、各方面の Javaコミュ
ニティ・リーダーが自分
の経験を伝え、皆さんに
アドバイスします。
 何をするにしても、と

にかく参加しましょう。
皆さんの参加によって、
Java は進化を続けます。

̶Caro l i ne  K v i t k a、
Agnès Crepet

01  JUGを始める

02  JUGに参加する

03  HACK DAYを運営する

04   JAVA普及の旅に出る

05  イベントを立ち上げる 

06   地域的なJUGを始める

07   JUGを再活性化させる

08  JAVAONEで講演する

09  ADOPT-A-JSRに参加

する

10   JAVA CHAMPIONになる

11  大規模なJUGを管理する

12  JUGをリードする

13  ADOPT OPENJDKに参

加する

JAV
Aコ

ミ
ュ

ニ
ティ

・メ
ンバーにな

る
た

め
の

実

践ガイド

画像：I-HUA CHEN 10

( community）

http://www.oracle.com/javamagazine
mailto:JAVAMAG_US%40ORACLE.COM?subject=
http://blogs.oracle.com/java
http://www.twitter.com/java
https://www.facebook.com/ilovejava
http://www.oracle.com/technetwork/java/index.html
http://java.net


ORACLE.COM/JAVAMAGAZINE  ///////////////////////////// 　　　　　　　　　

CO
M
M
UN

IT
Y

JA
VA

 T
EC

H
AB

O
U
T 
U
S

JA
VA

 IN
 A

CT
IO

N

Java Magazine 日本語版＜見本誌＞：第10号（2013年5月発刊）より抜粋

JUGを始めるための 
クイック・ヒント：

01 JUGの追加：JUGマップに
追加し、Java.netプロジェクトと
して登録します。

02 JUGリーダー・コミュニティ
への参加：メーリング・リスト
に登録し、月1 回の JUGリー
ダーの電話会議に参加します。

03 全メンバーに口コミ依頼：
立ち上げた新しいグループに
ついて口コミで広げてもらい
ます。

04 スポンサーを探す：大学
や地元の IT 企業にミーティン
グ会場の提供をお願いし、そ
この学生や社員に JUG への参
加を呼びかけます。

05 地元にオラクルのオフィス

がある場合：オラクルに JUG
の存在を知らせます。

06 定期ミーティングの日時の
設定：日時の設定のほか、コ
ミュニティ内の上級プログラマ
に、今関心のあるトピックにつ
いて発表してもらいます。

07 技術的コンテンツの活用：
Oracle Technology Networkと
Java Magazine で公開されて
いる技術的なコンテンツを活
用します。

08 地元のヘッドハンターの
招待：ヘッドハンターや人材
紹介会社をミーティングに招待
することを検討します。人材紹
介会社に軽食用の少額の寄付

（US$25 ～ US$50）をお願い
する代わりに、求人票の配布を
許可しているJUG もあります。

09 開催予定日の共有：
ミーティング やイベントの
開催日をJ a v a . n e tの J U G 
Communityページに投稿しま
す。現地に居住する、あるいは
現地に出張にきてくれるエンジ
ニアやエバンジェリストがいる
場合のことを考えて、こうしてオ
ラクルや講演者の候補にイベ
ントの情報を発信し続けます。

10 地元の大学への連絡：特
に、Javaコースのインストラク
タに対して、公共的な掲示板
にミーティング情報を貼り出し

てもらうよう依頼します。JUG
のメンバーとなる学生には教
育の支援を申し出ます。

11 Java 書籍の出版社への連
絡： 一部の出版社は、ミーティ
ングで配布するための献本を
行っています。書籍のレビュー
を JUG のサイト上で公開する
と良いでしょう。JUG スポン
サーシップ・プログラムの一覧
を確認してください。

12 優劣を付けない：スポン
サーやヘッドハンティング企業
間で優劣を付けず、 すべての
スポンサーに対して均等な機
会を提供します。

13 優れたWebサイトの構築： 
柔軟な CMS システムによって、
JUG サイトの魅力を高めること
ができます。

地元にJUGが必要であれば、
自分で立ち上げることを考え
てみましょう。JUGは、Javaユー
ザーが情報を得て、リソースや
ソリューションを共有し、交流
の機会を増やし、Javaテクノロ
ジーの専門知識を深め、そして
何よりもまず、楽しく過ごすため
の出会いの場となります。JUG
を創設する際には、自分のJUG
に特有の地理、教育、経済、文化
などの要素について考え、それ
らの要素に対応するように努め
てください。

Ben Evans氏が、JUGの立上げがいか
に容易であるかを説明します。

Mauritius Java User 
Groupは、今後活動開始す
るもっとも新しいJUGの1つ
です。モーリシャス共和国
は、インド洋に浮かぶ島国
です。

1JUGを始める

11

( community）
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のバージョンでテストすることで、コア
Java に還元するチャンスも得られます。

HACK DAY の運営を成功させるため
のヒント：

01 目標の設定： あなたや他のメンバーが
Hack Day に期待することは何ですか。教育
や情報提供、標準仕様の策定委員会への
フィードバック、バグの検出、バグの修正、
単純に楽しむなど、自由に選択できます。
スペック・リードやエキスパート・グループ
に相談して目標を計画すると良いでしょう。

02 会場と日時の設定：この種のイベント
の開催は、対面形式がもっとも適していま
す。またどのような場所も会場として利用で
きます。どのような場所でも会場として使用
できます。LJC ではこれまで、苦労せず企
業に場を提供していただきましたが、Hack 

Java の標準策定や OpenJDK に現場
の開発者を巻き込む最良の手段は、
開発者にコーディングしてもらうこと
で す。Hack Day は、Adopt-a-JSR
とAdopt OpenJDK の各プログラム
内で特に盛り上がりを見せている中
心的なイベントです。London Java 
Community（LJC）では、Hack Dayプログラムを
通じて Java の改善に貢献してきており、その過程
で私たちはたくさんのことを学びました。

Hack Day の運営に必要なのはただ 1 つ、意欲
だけです。最新の API を試すこと、OpenJDK を使
用してみることを目標にしています。

Adopt-a-JSR ま た は Adopt OpenJDK の プ ロ
グラムへの参加者は、参加地域における Hack 
Day の 運 営を検 討 することをお 勧 めします。 
 JUGはHack Dayの運営に適した場です。なぜなら、
JUG には開発者との直接のつながりがあり、より広
範囲の Javaコミュニティとも結び付いているからで
す。さらに、これらのプログラムの対象となってい
るテクノロジーについて、採用を検討している企業
やすでに利用している企業は、Hack Day を運営す
ることでそのテクノロジーを試すこともできます。
オープンソース・プロジェクトのコミュニティもま

た、Hack Day の運営に適したグループです。既
存のコードベースを整理したり、コミュニティのメ
ンバーを結集したりすることができます。また、現
段階のプロジェクトを OpenJDK や Java EE の今後

314 通知サービスの設定：JUG
メンバーに求人情報を通知し
ます。

15 オンライン状態の維持：
電子メール、ツイート、イン
スタント・メッセージにすぐに
対応します。

16 中心となる幹部チームは
小規模で構成：Java や JUG
への熱意がある 2 ～ 4 名で構
成します。

17 最大規模の Javaカンファ
レンスへの参加：JavaOne や
Devoxx のほか、Oracle User 
Group Leaders' Summit に 参
加します。他のJUGのリーダー
やオラクルのチームと出会い、
講演者の候補を探すことがで
きます。
̶Ahmed Hashim、Egyptian 
Java Users Group創設者

Caption goes here 
volutedi illutis essi

HACK DAYを運営する

Nichole Scott氏が、JUGへの参加
のメリットについて語っています。

2JUGに参加する
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Day は地元の交流用スペースやカフェ、リ
ビング・ルームでも運営できます。平日の
Hack イベントは小さな API の確認に向いて
います。一方、週末のイベントはより複雑
なトピックに適しています。

03 情報伝達： 参加者だけではなく、
テクノロジーの関係者にも情報を伝えま
しょう。Adopt-a-JSR Hack Day の場合
は、関連するJSR のエキスパート・グルー
プに連絡します。Adopt OpenJDK Hack 
Day の場合は、プロジェクト・スポンサー
検索のガイドラインに従って、GitHub
プロジェクトにパッチを送信します。ま
た、参加者に期待することを設定する
必要もあります。紹介用の短いプレゼン
テーションを行い、 参加すべき理由や参
加者に期待することを説明します。

04 さまざまな経験者を想定： Adopt-a-
JSR Hack Day を実現する場合、運営者
はさまざまな経験を持つ人々がその JSR
を利用することを念頭に置きます。グルー
プでもこの点をよく考える必要がありま
す。

05 練 習 問 題 の 作 成 ：Adopt-a-JSR 
Hack Day を実現する場合、運営者はさ
まざまな経験という形式の練習問題を
作成しました。参加者はこの単体テスト
を成功させる必要がありました。練習が
うまく構成されていれば、参加者は難し
い練習を楽しむことができます。
̶Richard Warburton、London Java 
Community

2012年10月、私たちはインドネシアのマランをバ
イクで旅をしながら、Javaのプロモーション活動や
Java Education Network Indonesia（JENI）の進捗
状況の確認を行いました。JENIは、Javaベース・ソ
リューションの学習、共有、開発を目指した、インド
ネシアの学生向け統合カリキュラムです。このカリ
キュラムはJUG Indonesiaによって作成され、2006
年にインドネシアの文部省によって公式に採用され
ました。私たちは、ソフトウェア・エンジニアリング専
攻学生に対してJavaの教育を行っているマランの
専門高校の数や、カリキュラム内でJENIを実践して

インドネシアのマランの旅で
Java について学生に教える
Nety Herawaty 氏（左）と
Mila Yuliani 氏。

4JAVA普及の旅に出る
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お住まいの国や地域でJavaイ
ベントを開催したいと思いませ
んか。新しいJavaカンファレン
スの立上げを検討している方
に、モロッコでJMaghrebカン
ファレンスを立ち上げた私の経
験に基づいて、成功の秘訣を紹
介します。

5イベントを立ち上げる

いる学校の数を調査したいと思っていました。
ジャカルタに、Javaとオープンソースに焦点を絞っ

たMeruvianという非営利団体があり、私たちの移動
費用についてはこの団体に援助していただきました。
また、このJava普及の旅は、Duchess Indonesiaのイベ
ントでもありました。

私たちはこのJava普及の旅で、マランにある32の
専門高校を訪れました。Javaの教育を行っていない
学校の場合は、教師に会って、学校のカリキュラムに
JavaやJENIを組み込むことに関心があるかについて
調査しました。また、関心がある学校には、1日間の
Java無料トレーニングを実施しました。オラクルも、
Java Magazineのポストカード、Java 7 Tシャツ、Duke
人形を提供して私たちの取組みを支援しました。
さらに、学生達には、MeruvianのjTechnopreneur

プログラム（技術系の起業家育成プログラム）を紹介
しました。このプログラムに参加する専門高校生は、

1年間のインターンシップ経験を経て、卒業後はプロ
フェッショナルまたは起業家としてjTechnopreneur
プログラムを継続できます。

訪れた32の高校のうち、22の高校にはIT分野の専
攻があり、9つの高校にはソフトウェア・エンジニアリ
ング分野の専攻がありました。さらに、そのうち5つの
高校はすでに学生にJavaの教育を行っており、2つの
高校はJENIを導入していました。

今後は、Java普及を目的として、インドネシアのジェ
パラやその他の市の専門高校も訪れる予定です。ま
た、Greenfootを使用して、中学生にJavaを紹介する
予定もあります。Greenfootでゲームをプレイすれば、
中学生のJavaへの関心が高まるでしょう。

̶Nety Herawaty/Mila Yuliani、Duchess Indonesia

Stephen Chin が Java 普及の旅に関するヒ
ントを語っています。

03 開催日の設定：Javaカンファレン
ス・カレンダーで空いている、数か月
先の日を設定します。

04 会場の選択：予想される参加者
数を収容できる会場を選択します。資
金面の問題がある場合は、大学や企
業などの無料で借りられる会場を探
します。

05 適切な連絡先の把握：各スポン
サーで適切な連絡先を確認します。

06  綿密なパートナーシップ・パッ
ケージの準備：その後、スポンサーに
対して早期にパッケージを送信し、
フォローを続けます。

07 中立の立場の維持：すべてのス
ポンサーに対して均等な機会を提供
します。

08 イベント運営委員会の結成：Javaに
対して熱意のある委員で構成します。

09  カンファレンスのWebサイト作
成：魅力的なコンテンツや連絡先を
掲載します。

10 「Call for Papers(発表者の公募)」
を行い、情報を広めます。

11 分かりやすい登録フォームや登録
プロセスを作成します。

01 大規模なJavaカンファレンスへ
の参加：Devoxx、JavaOne、Jfokusな
どに参加し、イベントの仕組みを学び
交流を行います。

02 現実的な期待の設定 ：初開催の
イベントを大きなイベントにしようと
すると、失敗につながります。
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12 ソーシャル・メディアの利用：新し
いスポンサーが追加された場合や、講
演者情報、コンテンツ等が確定した時
点で、フォロワーに対して継続的に最
新情報を伝えます。

13 オンライン状態の維持 ：電子メー
ル、もしくはソーシャル・メディア経由
で参加者の質問に対して迅速に対応
します。

14  カンファレンス情報の情報発信：
Java.netやLanyrd.comなどのWebサイ
トや、Java Magazine、オラクルのJava 
Developer Newsletterなどの発行物な
どに投稿し、講演者の候補や参加者に
対してカンファレンスの情報を発信し
続けます。

15 リマインダの送信：登録済みの参
加者に対して、カンファレンス開催日前
に通知します。

16 特別なイベントにするために： 地
元の特色を織り交ぜ、何らかのサプラ
イズを用意します。

17 イベントの開催後：参加者にアン
ケートを送信し、講演者やスポンサーか
らのフィードバックを受け取ります。ス
ポンサーには、写真や「厳選」ビデオ集、
セッションのアンケート・フォーム、参加
者の連絡先リスト（情報提供について事
前に同意している場合）を送信します。

̶Badr El Houari、MoroccoJUGリー
ダー/JMaghrebマネージャー

地域的なJUGの立上げを目標としている方に、JUG-AFRICAの立上げ
での私の経験談をお伝えします。JUG-AFRICAは、アフリカ大陸全体を
対象とした統括的なJUGであり、個々のJUGと提携しています。提携先
のJUGはすでに20を超え、合計で18か国6,000人のメンバーが所属し
ています。

JUG-AFRICAは、アフリカにあるJUG同士のコミュニケーションを促
進しており、最終的には各地のJava開発者にとってメリットとなるよう
な手段で、JUG同士がグローバルに協力できるようにしていきます。
個々のJUGは提携後も正常に機能し続けています。この提携は、各地
の個々のJUGよりも優先されるものではありません。JUG-AFRICAは、
提携先のJUGを支援するためだけに存在します。そのために、提携
先のJUGメンバー同士のつながりを作り、異文化のコミュニケーショ
ンや調整、講演者やスポンサーの獲得、技術リソースへのアクセスと
いった、この地域独特の難しい問題を緩和するようなサービスを提供
しています。

JUG-AFRICAは、同時開催イベント、カンファ
レンス、Developer Challenge、トレーニング
を通じて、提携先のJUGを支援しています。

6地域的な
JUGを始
める

15

( community）

http://www.oracle.com/javamagazine
mailto:JAVAMAG_US%40ORACLE.COM?subject=
http://blogs.oracle.com/java
http://www.twitter.com/java
https://www.facebook.com/ilovejava
http://www.oracle.com/technetwork/java/index.html
http://java.net
http://java.net/projects/jug-africa


ORACLE.COM/JAVAMAGAZINE  ///////////////////////////// 　　　　　　　　　

CO
M
M
UN

IT
Y

JA
VA

 T
EC

H
AB

O
U
T 
U
S

JA
VA

 IN
 A

CT
IO

N

Java Magazine 日本語版＜見本誌＞：第10号（2013年5月発刊）より抜粋

JUG-AFRICAの使命は、アフリカ大陸全体に影響を及ぼ
すような、JavaやJavaエコシステムに焦点を当てた大規模
なプログラムを企画することです。このようなプログラムと
しては、同時開催イベント、地域カンファレンス、Developer 
Challenge、オンライン・トレーニングなどが挙げられます。

アフリカ中の数千もの開発者が、まったく同じ時期に同じ
目的を持って集まる様子を思い描いてください。これこそが
同時開催イベントです。JUG-AFRICAは、スポンサー獲得の
ための連絡窓口を務め、さらに特定のテーマに関連する各
地のイベントを運営している個々のJUG間の協力を促してい
ます。このようなイベントを開催することで、各地の参加者が
アフリカ地域の取組みに参加できます。また、各地の講演者
にスポットライトをあてる、またとないチャンスです。たとえ
ば、Java 7発表に関するイベントは、11の都市で1週間開催
されました。
地域限定カンファレンスは、JUGのメンバーが一堂に会し、

個人的なネットワークを作るための好機となります。このよ
うなイベントには、世界中から参加者や講演者が集まるよ
うな国際色豊かなイベントとはまた違う利点があります。た
とえば、コンゴ共和国ブラザビルで開催されたJCertif 2012
では、アメリカ、カナダ、フランス、イギリス、トーゴ、コンゴ民

主共和国、カメルーン、ブ
ルキナファソから講演者
を招きました。地域限定カ
ンファレンスは、経営者、
ジャーナリスト、学生、研究
者まで幅広い人材が参加
するため、活気あるアフリ
カの Java コミュニティを
紹介するのにふさわしい
場となります。

ローカルによるローカ
ルのためのコンテンツを
準備し、革新的なアプリ
ケーションを作成する事
でアフリカの開発者のや
る気を引き出す事と、開発
者の進展を促すように設

計されています。JUG-AFRICAの役割は、スポンサーやイベ
ントの賞品を取得し、国際舞台のイベントにおける参加者
のコミュニケーションやスポンサー広告などを管理すること
です。JUG-AFRICA に参加する各国の地元のJUGでは、より
多くの発表者を募るために Developer Challenge のイベン
トを宣伝し、発表内容の選択、ハッカーソンや賞品を授与す
る催しなどのイベントを企画します。Developer Challengeも
また、アフリカの優れた人材を紹介する格好の場となってお
り、出場者の名がアフリカ大陸中やアフリカ以外の国々に広
く知れ渡っています。

JUG-AFRICAは、Javaのオンライン・トレーニング・セッショ
ンも運営しています。1年に2回、約50人が10週間のトレーニ
ング・プログラムを受講します。このプログラムにより、Javaの
初学者がJava開発を始め、経験のある開発者はスキルに磨
きをかけることができます。各トレーニング・コースは常に、
最新の更新プログラムやバージョンに対応します。たとえば、
2013年5月から開始されるセッションではJava 8が使用され
ます。そのため、JUGのメンバーは技術的イノベーションに
接することができます。

̶Max Bonbhel、JUG-AFRICA創設者/代表者

ご存じですか?
Dukeはオープンソースで
す。Dukeのファンは誰で
も、このオリジナルのJava
マスコットに自分で手を
加えることができます。
2006年11月13日のSun
の発表により、Java MEと
Java SEの実装が無料ソ
フトウェアになったのと
同様に、Dukeも無料のグ
ラフィックとなりました。
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私はフランスで 2 つの JUG のリーダーを務めています。Lyon JUGと
Duchess France（女性向けの Javaグローバル・ネットワーク）です。長
い間、Lyon JUG のおもな活動はカンファレンスの運営であり、 1 か月に
一度、講演者を招きました。しかし、これらのイベント開催期間中に JUG
メンバーが積極的に参加することはあまりありませんでした。最近になっ
て、地元の Javaコミュニティから参加者を募ることで、イベントを再活性
化させることに成功しました。発表を行う人をトレーニングする、「講演者
アカデミー」を立ち上げたのです。現在は、講演者アカデミーの参加者
が、その次のミーティングで短いプレゼンテーションを行うことを提言して
います。JUGリーダーやコミュニティ内の経験豊かな講演者が、講演者の
候補にコーチングを行います。短いプレゼンテーションを最初に行う際に
は少しストレスを感じるかもしれませんが、一度追い込まれることで、もっ
と大きなイベントでも講演できるようになります。

ユーザー・グループを再活性化させるために、地元の Javaコミュニティ・
メンバーを招待し、実演セッションを行ってもらっています。参加者は助
け合い、そして知識を共有しています。

JUGを活発化するには、ポッドキャストを作成するという方法もあります。
私たちは昨年、Lyon JUG チームと共に、お気に入りのフレームワークや
ツールについて話したい人向けの Cast-ITというポッドキャストを開始しま
した。多くの人にとって、ステージ上で話すよりも、マイクの前で話す方
が心地良いようです。このポッドキャストも、ソフトウェアの職人技に関す
る熱意を共有する手段となっています。

̶Agnès Crepet、Lyon JUG/Duchess France

Lyon JUGは、講演者アカデミーや、アジャイルと
Javaに特化した独自のイベントであるMIX-ITの
開催を通じて、メンバーの参加を継続的に促し
ています。

写真：MAXIME COUTURIER

7
JUGを再活性化
させる
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Trisha Gee 氏が、JUGミーティングから
JavaOneまで、イベントでの講演の始め方
を説明します。

Algeria JUGは初
回のミーティングを
Software Freedom 
Day 2011で開催し
ました。

Gail Anderson氏（右上）と
Paul Anderson氏（右下）。
ブラジルのJavaOneにて。

8JAVAONEで講演する

私は現在、PAUL ANDERSON氏と共
に、JAVAFX用講演資料の作成と、
NETBEANSプラットフォームを使用した
JAVAFXに関する書籍の執筆を行ってい
ます。私たちは、このトピックが技術的
に価値あるものであると考えていたた
め、JAVAONE 事務局に JAVAONE で発

表するための企画案を提
出し、期待する参加者やカ
ンファレンスにおけるセッ
ションの選定委員に向けて
アピールしました。
タイトル、要約、注目する

点（セッションの学習目標）
は、参加者が講演に申し込
むかどうかを決める3大要
素と言えます。万人に通じ
る魔法の常とう句などは
ありませんが、人の心を掴
むタイトルを選びましょう。
タイトルは、セッションへ
の参加を促すためのチャ
ンスです。私たちが考え

たJUGのタイトル「Make Your Clients 
Richer:JavaFX and the NetBeans 
Platform」（クライアントをより豊かに：
JavaFXとNetBeansプラットフォーム）
は、人の心を捉えただけでなく、その内
容を正確に表しています。要約は、セッ
ション内容を参加者が十分に理解で

きる程度の情報量にする必要がありま
す。学習目標は、参加者が自らの仕事に
適用できる具体的なスキルやハウツー
を記述するべきです。
これらのフィールドには、できる限り

明瞭で関心を引く内容を記述します。
そのための最良の方法の1 つは、タイ
トルや内容について他の人と共にブレ
インストーミングしておくことです。タ
イトルはクリアになっていますか？それ
は関心をかき立てるものになっていま
すか？要約を読みたいと思わせるよう
なタイトルですか？要約を読んだ人を
セッションの申し込みに導けますか？
学習目標は、仕事に利用できるスキル
でしょうか？

JavaOneセッションの企画申請プロ
セスには、事務局が申請内容を評価す
るフィールドもあります。これは、題材
の技術的なメリットや、提出したコンテ
ンツがコミュニティに価値をもたらす
理由、また、なぜ参加者が申し込む気に
なるかについて、事務局に対して説明
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Java Championsは、熱意のあるJavaテクノロジー・リー
ダーおよびコミュニティ・リーダー限定のグループであ
り、Java Championコミュニティによって候補が推薦され
た上で選出されます。

メンバーはJavaコミュニティのさまざまな部門に属す
る人たちです。Javaの分野で高い評価を受けている技術
者や上級開発者、アーキテクト、コンサルタント、研究者、
Java関連コンテンツの作成者、業界カンファレンスの講
演者、JUGリーダー、Java関連ポータルの管理者などで構
成されます。
Java Championsプログラムの目的は、Javaエコシステ

ムへの多大な貢献者や、Javaエコシステムの健全性の

保護に努めている人、拡大するJavaコミュニティへの支
援の窓口となっている人などを評価することです。Java 
Championsグループは、オープン性、妥当性、楽しさをでき
る限り維持するようにJavaエコシステムを先導しています。
Java Championにふさわしい候補とはどのような人で

しょうか。Java Championはリーダーであり、技術的に高
い評価を受けている人です。独立心が高く、信頼のおけ
る人です。Java Championは、Javaテクノロジーを利用し
た優れたアプリケーションの開発や、人道支援、教育活
動などに関わっています。アプリケーションはJavaコミュ
ニティに対してオープンに公開しなければなりません。
他の開発者に Java の良さを伝えるエバンジェリストとし

10JAVA CHAMPIONになる

するチャンスの場となります。
企画案が承認されたなら、

私からの次のステップに対す
るアドバイスはとても簡単で
す。とにかく練習を積み重ねて
ください。練習を繰り返す中
で、セッションに割り当てられ
た時間内で収まるようにまと
めたり、デモの操作にも慣れ
ておきましょう。また、セッショ
ンの体系や流れがうまく行く
かも確認してください。スライ
ドと実演を切り替えていくこと
によって、参加者を引き付けて
おくことができます。

私たちがJavaOne Latin 
Americaで発表を行った際に
は、ポルトガル語への同時通
訳が行われました。同時通訳
が行われる場合は、明快に話
すこと、早口になりすぎないこ
とがさらに重要です。

カンファレンスでは、Javaコ
ミュニティの中心メンバーと
の出会いがあります。Javaコ
ミュニティのミーティングに
参加しながら、同僚と連絡を
取り、新たな交流を図ってくだ
さい。ブログや電子メール、オ
ンライン・フォーラム、Twitter
などに投稿して、そうした人た
ちと連絡を取り合いましょう。

̶Gail Anderson、Anderson 
Software Group共同創設者

1 つ の J S R か ら 1 つ
ず つ 世 界 を 変 え よ
う。L o n d o n  J a v a 
CommunityのMartijn 
Verburg氏が、Adopt-
a-JSRプログラムへの参
加方法を説明します。す
べてのJava開発者が、
スキルと情熱を手に、こ
のグローバルな取組み
に参加できます。

9ADOPT-A-JSR
に参加するJSR 346での JUG 

Cologne の議席獲得
によって、Adopt-a-
JSRプログラムに参加
するJUG の数は13
にまで増加しました。 
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Yara Senger 氏が Java Champion になるま
での道のりについて語ります。

ての役割など、他の開発者に対して影響を与える事が
できます。

Java Championの候補者の指名と選出は、ピア・レ
ビュー・プロセスを通じて実施されます。候補者のJavaコ
ミュニティに対する貢献度については、オンラインまたは
容易に入手できる印刷物を通じて、コミュニティのメンバー
に提供する必要があります。推薦の際には、候補者が選出
委員会で検討されるように、候補者の直接的な貢献に関す
る具体的な例（URL、書籍タイトル、プレゼンテーションな
ど）を引用する必要があります。候補者の推薦方法につい
ては、Java Championsのページのガイドラインに従ってく
ださい。

Java Championsは、新しいメンバーの選出にピア・レ
ビュー・プロセスを利用する独立したグループです。Java 
Championsの委員会は、要件を満たした推薦状を確認
し、グループに対して候補を示します。推薦の承認には
グループ内の意見が一致しなければなりません。

グローバルなJavaエコシステムに関心がある場合
は、リーダーにふさわしいと思う人をぜひ推薦してくだ
さい。

̶Mart i jn  Verburg（「悪魔の開発者（Diabol ica l 
Developer）」の異名を持つ）、Java Championsコミュニ
ティを代表して

合同イベントに集まったBelgium 
JUGとBrussels JUG のメンバー

11大規模な
JUGを管
理する

数百人のメンバーが集まるJUGコミュニティの管理は非常
に難しく、組織活動の実務的な作業と、 「コミュニティ心
理」という課題があります。
実際の業務上の課題としては、講演者の募集、カンファ

レンス会場の決定、そして最終的にはスポンサーの募集
が挙げられます。講演者を引きつけるには、良好なネット
ワークを作ると良いでしょう。一番重要なルールは、たとえ
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BRUNO SOUZA氏（撮影：BOB ADLER）、HILDEBERTO MENDONÇA氏（撮影：TON HENDRIKS）

Bert Ertman 氏が、大規模な JUG の管
理方法についてアドバイスします。

Java Magazineは、JUGの立上げ、
成 長、指 揮 に 関 する体 験 談 に つ
いて、 SouJavaリーダーのBruno 
Souza氏、JUG Cologneリーダーの
Michael Hüttermann氏、CEJUG（The 
Ceará Java User Group）リーダーの
Hildeberto Mendonça氏の3名の
JUGリーダーに話を伺いました。
Java Magazine： JUGの立上げ/参加
/指揮を行うことを決めた理由は何で
すか。

Souza： 1998年のことになりますが、
開発者たちが集まり、2年間にわたり
月1回のミーティングを行いJavaに関
する討論や学習を行ってきました。他
の開発者を招待できるのではないか
と考えたことから、公式のJUGを結成
することを決め、SouJavaが誕生しま
した。
Hüttermann：10年以上前のことです。
私はドイツのケルンに転勤し、多くの
IT企業や開発者が集まるこのような大

講演者がロック・スターだとしても、遠慮せず依頼す
ることです。これで名前が知られるようになります。

最適なカンファレンス会場を探すこととスポン
サーを探すことは、互いに関連しています。適した場
所を見つけるためには、業界からの支援が必要で
す。コミュニティでの認知度向上に関心のある企業を
探しましょう。コストと短期的、長期的なメリットを提
示した資料をプロフェッショナル・スポンサー向けに
作成してください。
実務作業は管理できますが、コミュニティ自体には

もっと多くの課題があります。たとえば、適切なカン
ファレンス・トピックの選出は難しい作業と言えます。
特定の分野のトピックに興味を示すコミュニティ・メ
ンバーは少ないかもしれませんが、主流のトピックを

選択すると、マンネリ化することは避けられません。仕
事の後に活動を計画している場合は、メンバーの家
族の負担、疲労、空腹についても考慮してください。

コミュニティにとって一番重要なのは、立ち上がって
「実行する」指揮者です。起業家のDerek Sivers氏の
言葉によると「最初の支持者は、孤独な愛好者をリー
ダーに変える者」です。その支持者は、孤独な愛好者
が舞台に登場したときに現れます。どうか恐れずに、
舞台に飛び込んでください。

̶Tasha Carl、Brussels JUG

12JUGをリードする

Bruno Souza Michael Hüttermann Hildeberto Mendonça
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ADOPT 
OPENJDK

London Java CommunityのBen Evans氏
が、Adopt OpenJDKプロジェクトへの参加
方法を説明します。

13
Dukeは当初、Sun 
MicrosystemsのGreen 
Projectの「エージェント」
として、Joe Palrang氏に
より創作されました。その
後、Javaテクノロジーの
最初の発表時にDukeが
Javaのマスコットとなり、
同じ頃、最初のJava Cup
のロゴにもなりました。

都市に、アクティブで組織だったJUG
がないことを不思議に思いました。
これがきっかけとなり、小さなJUGを
自分で立ち上げることしました。この
JUGが今、非常に重要なコミュニティと
なっています。
Mendonça： 1998年のことですが、
Javaアプレットの可能性を最初に見
たときに、私はグラフの開発にのめり
込みました。それ以降、Javaは私の仕
事上のプログラミング言語となりまし
た。Javaを学び、教えたいと常に思っ
ていた私は、それが現実となり多数の
人にJavaを教えています。私にとって
JUGのリーダーになることは、自然な
ステップだったのです。
Java Magazine： JUGを立ち上げた際
に直面する可能性がある障害は何で
すか。
Souza： メンバーがどれほど熱心であ
るかにかかわらず、人の出入りが激し
いことです。JUGが絶えず新しいリー
ダーやまとめ役を形成していなけれ
ば、グループは消失してしまいます。メ
ンバーに働きかけ、力を与えることで、
時機が来たらそのメンバーが新しい
リーダーとなります。積極的な参加を
促しましょう。
Hüttermann：JUGを立ち上げる場合
は、本当に多くのスタミナが必要です。
すぐには開始できないかもしれませ
ん。しかし、その状況は今後の成長の
ための過程であるため、諦めないでく
ださい。また、JUGの組織化にはかなり
の時間を必要とします。JUG Cologne
では、積極的にグループを支援したい
と思っていても、十分な時間をあてる

ことができない人が多くいました。
Mendonça： もっとも難しいのは、モ
チベーションと情熱を持続させること
です。私たちはそのために、できるだ
け多くのメンバーに、複数の活動に参
加してもらっています。また、関連する
すべての決定について、メンバーに関
わってもらうことも非常に重要です。
Java Magazine： JUGの立上げ後は、
中心的なメンバーを集める必要があ
ります。さらに、企業によるスポンサー
シップも非常に有益です。これらの点
について、どのようにJUGを維持し、成
長させていますか。
Souza： 自分が携わる領域でニーズ
を満たせば、それがメンバーとスポン
サーをもたらします。開発者と企業が
直面する地元の問題を解決します。

JUGリーダーとしての名声と影響力を
利用して、地元のエコシステムの改善
に貢献します。グループは、ソフトウェ
ア・ベンダーから資金提供を得ます
が、ソフトウェア・ベンダー以外で地元
のエコシステムに関わる企業にも目
を向けます。たとえば、トレーニング企
業、英語スクール、人材紹介企業など
です。私たちは、あるJUGイベントでパ
ン屋さんがコーヒー・ブレークのスポ
ンサーとなっているのを見たことがあ
ります。創造性を発揮しましょう。
Hüttermann： Cologneは実際のとこ
ろ、緩いつながりを持つ軽量なグルー
プです。企業は会場やケータリングを
無料で提供して、私たちを支援してい
ます。メンバーに関して言えば、 中心
メンバーがいて、さらに専門の作業
グループがそれぞれ専任の担当者に
よって編成されています。コミュニティ
はほとんどギブ・アンド・テイクであり、
通常は、自分が得られる以上のことを
提供します。
Mendonça： 私たちが学んできたこと
は、知識を多く共有するほど、グルー
プの成熟度や安定度が増すというこ
とです。メンバーが皆で集まって問題
を解決すれば、グループへの帰属意識
が高まります。私たちはスポンサーに
対して、知識の共有に投資することが、
スポンサーが得ることのできる最速の
ROIの1つであると明言します。 22
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写真：TON HENDRIKS

著者：KEVIN FARNHAM

AGNÈS 
CREPET 

へのQ&A 

Agnès Crepet氏は企業家精神
にあふれたJavaエンタープ
ライズ・アーキテクトかつ

Javaチャンピオンであり、Duchess 
F r anceおよびLyon  J ava  U se r 
G r oupのリーダーでもあります。 
Java Magazineの編集者たちは、コ
ミュニティ特集号のゲスト編集者と
して、現代の指導力のあるJavaコ
ミュニティ・リーダーの精神を体現し
ているCrepet氏を選びました。編集
者たちの心を動かしたのは、コミュ
ニティ形成へのCrepet氏の情熱、冒
険心、そしてJava学習者を支援しよ
うとする熱意でした。Crepet氏はゲ
スト編集者として、コミュニティのハ
ウツー特集記事の作成に見識を加
えただけでなく、Javaユーザー・グ
ループ（JUG）の再活性化に関する
記事を執筆しました。
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Java Magazine：最近、長期休暇を取得さ
れたそうですが、その時の話をしていただ
けますか。
Crepet氏：フランスで10年間働いた後、
2011年に、Javaのシニア開発者のパート
ナーと一緒に長期休暇を取ることに決めま
した。美しい景色を見るだけでなく、世界中
のJavaコミュニティ・メンバーに会いたいと
考えたのです。私たち2人ともJavaコミュニ
ティに積極的に参加しており、Javaコミュニ
ティの活動に情熱をもって取り組んでいる
からです。 
私たちの世界ツアーの最初の訪問地はア

フリカでしたが、ホテルに滞在している観光
客にはなりたくありませんでした。アフリカ
の人々と知り合いになりたかったのです。友
人の一人から、西アフリカで青年エンジニア
養成への投資を模索しているコンサルティ
ング会社に関する話を聞き、これが、アフリ
カで働く機会へと繋がったのです。ボラン
ティアとして、トーゴでJavaを学ぶ学生に5週
間にわたってトレーニングを行いました。

多くのアフリカの若者がヨーロッパやア
メリカなどの経済的先進国へ渡ることを夢

見ているのだと、その会社の社長は説明し
てくれました。彼らが誇りを持って祖国にと
どまりたいと思えるようにするため、社長は
アフリカの開発者に対して新たな機会を
創出するプロジェクトを考案し、このプロ
ジェクトが私たちの旅の目的と完全に一致
したのです。
アジアへの訪問でも、同じように、ホテル

を避けて現地の人々と出会うという体験を
探し求めました。求めたのは、Javaに関連す
る教育プロジェクトにすでに従事している
実験的な組織とのつながりです。マレーシ
アを横断し、クアラルンプールでJUGと会っ
た後、インドネシアの養成学校である
Meruvianへ連絡を取りました。Meruvianは
Javaおよびオープンソースに注目したジャ
カルタの非営利組織であり、主催者は16才
から21才までの若者にコンピュータ科学と
Javaを教えています。これは素晴らしい体験
でした。私たちは特に、後でDuche s s 
Indonesiaを立ち上げることになる素晴らし
い若い女性たちに出会いました。
Java Magazine：旅行中に、Javaテクノロ
ジーに携わる女性を結びつけるグローバ

ル・ネットワーク、Duchessの支部として、
Duchess AfricaとDuchess Indonesiaの立上
げに関与したそうですが、これらのグループ
の設立にあたって、どのような困難に遭遇し
ましたか。
Crepet氏： アフリカでのDuchessグループ
の立上げはそれほど簡単ではありませんで
した。女性の受講者がわずか2名と少なかっ
たためですが、彼女たちには意欲がありま
した。アフリカでは学校に通う女子自体が非
常に少なく、科学的研究に関しては言うに
及びません。このため、女性のコンピュー
タ・エンジニアはほとんどいません。その上、
彼女たちはJavaの初心者であったため、
Java開発専門グループの立上げには多少の
ストレスを感じたようでした。しかし、数週間
後、彼女たちの中に確信が生まれ、そして私
たちはDuchess Africaを立ち上げました。

インドネシアでは、Meruvianスクールに
参加する女性が数多くいたため、比較的簡
単でした。はじめに、Duchess Indonesiaグ
ループの設立に非常に意欲的な、Meruvian
に通う数名の女性と連絡を取り合いまし
た。彼女たちはWebサイトの構築やビデオ

アジャイル・ソフトウェア
手法の反復サイクルにつ
いて説明するCrepet氏。
Boiron（ホメオパシーに
特化したフランス製薬企
業）のJavaアーキテクトと
しての本業でこの手法を
使用。 
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制作から、グナダルマ大
学での約200名が参加し
たDuchess Indonesiaの
立上げイベントまで、すべ
てを効率的に取り仕切り
ました。
Java Magazine：その後
の進展はいかがですか。
C r epe t氏：Duche s s 
Africaは小規模ながらも

意欲的なグループです。Duchess Indonesia
のリーダーであるNety HerawatyとMila 
Yulianiは、昨年10月にマラン（インドネシ
ア、東ジャワ）でJava振興のためのロード・
ショー・プロジェクトを開催し、オートバイで
32の高等専門学校を1校ずつ訪れてJavaを
教えました。本当に素晴らしい女性たちで
す。
Java Magazine：アフリカのJUGを数多く訪
れていますが、そこでは何が起きているの
でしょうか。
Crepet氏：JUGと、JUGが支援するJavaカン
ファレンスは、アフリカ諸国におけるテクノ
ロジー分野の成長にとって重要な要素で
す。アフリカの開発者は、おそらく私たちより
熱心にこれらのコミュニティに参加してお
り、その熱意ある姿勢から活力を生み出し
ています。
Java Magazine：ではここからは少し個人
的な質問をさせてください。ご出身はどちら
ですか。
Crepet氏：フランス、リヨン近くのセント・エ
ティエンヌで育ちました。セント・エティエン
ヌは労働者階級が住む古びた時代遅れの
都市という世評を課せられていますが、私
はこの由緒正しい街が好きです。
Java Magazine：いつ、どのように、コン
ピュータとプログラミングに興味を持った

のですか。
Crepet氏：家庭にコンピュータはありませ
んでしたが、小学校時代にBASICを知りまし
た。その後、友人からLinuxと無数の無償ソ
フトウェアを紹介されました。
Java Magazine：最初のコンピュータと、最
初に習得したプログラミング言語を教えて
ください。
Crepet氏：初めてのコンピュータは安物

（Debian OSを搭載したインテル）で、最初
のプログラミング言語はCでした（コン
ピュータ科学を学び始めたのは人工知能領
域からでした）。
Java Magazine：仕事として最初に行った
プログラミング作業を教えてください。
Crepet氏：金融系出版社のJava開発者とし
ての仕事です。
Java Magazine：趣味は何ですか。また、リ
ラックスするためにどんなことをしています
か。
Crepet氏： 私の団体であるAvatariaを介し
てギグや文化イベントを開催することです。 
Java Magazine：Javaチャンピオンとなった
ことで、日々の生活に何か変化はありました
か。
Crepet氏：世界中からJavaのトレーニング
を行ってほしいという声が寄せられていま
す。
Java Magazine：今後の数年間はどのよう
なものにしたいですか。
Crepet氏： 世界ツアーによって物の見方が
変わりました。アフリカやアジアでは、非常
に意欲の高い人々に出会いました。これらの
コミュニティは今後数年間で成長を遂げ、そ
の活力は私たちに刺激を与えるでしょう。コ
ンピューティング分野の女性に関しても同じ
ようなことが起きるでしょう。インドネシアに
ついて話しましたが、参加者の50%以上が

女性だったことには驚きました。ヨーロッパ
では、Devoxxなどのカンファレンスの出席
者のうち、女性は5～10%にすぎません。私
たちはインドネシアの例に倣うべきです。

Agnès Crepet氏について、詳しくはNinja 
Squad（ソフトウェアに技能を発展させるた
めにCrepet氏が設立した企業）、Mix-ITカン
ファレンス（Crepet氏が創設したJava/ア
ジャイル・カンファレンス）、Cast-IT（ポッド
キャスト・サイト）を参照してください。
Twitterのアカウントは@agnes_crepetで
す。</article>

現地とのつながり
“ ホテルを避けて現地の人 と々出会う

（ことを求めていました）。. . 求めたの

は、Javaに関連する教育プロジェクト

にすでに従事している実験的な組織

とのつながりです。

AGNÈS CREPET氏についての 
追加情報

• Ninja Squad
• Mix-ITカンファレンス
• Cast-ITポッドキャスト
• Twitter

Kevin Farnham 
Java.netの編集者であり、Java Magazineの
Java Nationセクションの定期的寄稿者。 
コンサルティングと出版を行う小規模企業
であるLyra Technical Systemsのオーナーで
もある。同社では、数学モデリングおよびシ
ミュレーション、科学的データ分析を含むソ
フトウェア・エンジニアリング・プロジェクト
に従事。 
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JCP Executiveシリーズ

Steve Harris氏に 
聞く

CloudBeesのSteve Harris氏、オープンソースおよびクラウドに適応す
る、JCPの必要性への取り組みについて語る。JANICE J. HEISS

Java Community Process（JCP）か
ら選ばれたExecutive Committee
のメンバーにインタビューするシ

リーズの続編です。今回は、CloudBees
の製品担当シニア・バイス・プレジデン
トであるSteve Harris氏にお話をうか
がいます。Harris氏には、長い間最前線
でJavaを使用してきた経歴があります。
Harris氏は、当初率いたSmalltalkベース
の新規事業がParcPlace-Digitalkによっ
て買収され、同社でエンジニアリング
担当のバイス・プレジデントを務めたの
ち、1998年にオラクルに入社し、Oracle
データベース内にネイティブJavaサ
ポートを提供するチームの管理を担当
しました。オラクルでは最終的にアプリ
ケーション・サーバー開発担当Senior 
Vice Presidentとなり、Java EE向けの製
品開発を担当したのち、2011年9月に
CloudBeesに入社しました。

Java Platform as a Service（PaaS）企
業と自称するCloudBeesは、クラウドが
新たなプラットフォームとなるよう取り
組んでおり、"開発者をインフラストラク
チャ保守作業から解放し、優れたアプリ
ケーションの開発に100％集中できるよ
うにする"ことを目指しています。クラウ
ドはJavaプラットフォームと開発者の作
業のあり方を変えるものです。これにつ
いてはHarris氏と話をしながら、これら
の変化をどのようにJCPに反映すべきか
について氏の意見をうかがっていきま
す。

CloudBeesは最近JCPのExecutive 
Committeeに選ばれ、Harris氏が代表者
となっています。
Java Magazine： JCPのポジション・ス写真：PHIL SALTONSTALL
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テートメントでは、「JCPをコミュニティによ
る価値の提供を支援するas-a-serviceモデ
ルに近づけて、プロセスに縛られたオラク
ルの従属物から脱却しよう」と述べていま
すが、 これを達成するには、具体的にどの
ような変化が必要だとお考えですか。
Harris：  従来よりJCPおよびExecutive 
Committeeは発展への入り口として機能
しており、特定の開発方針を承認していま
す。JCPは今後の活動の入り口という役割
ではなく、コミュニティとしてJavaおよび
Java開発者の発展を支援する組織となる
ための方法を見いだす必要があります。
CloudBees自体は、要求に応じて分単位
での支払ができるJava開発者向けのホス
テッド・サービスであるPaaSを提供してい
ます。JCPは組織として、Javaコミュニティ
を支援するような形で機能する必要があ
ります。原則的には開発者によって推進さ
れるべきだと思います。
Java Magazine： 「私の目標は、Executive 
Committee内での活動を通じて制限を緩

和し、参加やコミュニティへの貢献を妨げ
る障壁を軽減することで、JCPがJavaプラッ
トフォームを前進させるための進行役に
なることです」という発言が引用されてい
ますが、 具体的にどのような制限を緩和
すべきだとお考えですか。
Harris ： 昨年、JCPをもっとオープンで透
明性の高い組織にするための取組みが数
多く行われました。しかし、この取組みは
JCP自体の正式な運営上の規則は変わら
ないまま現在に至っています。JCPはJava 
Specification Participation Agreement

（JSPA）という規則に従って機能していま
す。個人や企業がJCPに参加するにはJSPA
に署名する必要があります。JSPAは長文の
ドキュメントであり、弁護士に相談したく
なるほど複雑です。

つまり、Executive Committeeでの課題
の一部は、JCPの仕組みを改定することで
参加を容易にすることです。現在検討され
ている事項の1つは、雇用主の同意を得て
5ページの法的合意書に署名しなくても、

個々の開発者がドキュメントをレビュー
し、意見を述べられるようにするために、
もっと容易な規則の下に個人を参加させ
ることです。この取組みはJSR 358として進
行中であり、Executive Committee全員が
メンバーとなっています。
Java Magazine： CloudBeesはJavaプラッ
トフォームを変える必要性に関して強い切
迫感を持っているように思われますが、 な
ぜそんなに急を要するのでしょうか。
Harris：CloudBeesはホスト型Java PaaSを
提供している企業です。ホスト型Java PaaS
とはつまり、新規アプリケーションを構築
し、テストし、ステージングし、本番環境へ
デプロイする前に適切に動作するかを確
認するといった、Java開発者が必要とする
要素のすべてです。開発者と開発を実現す
る要素の間に営業担当者はいません。ソフ
トウェアをインストールする必要もありま
せん。すべてはクラウド内に用意されてい
ます。

Javaプラットフォームは、従来から、特定

左： CloudBees
の製品管理担当
シニア・ディレク
ターであるMark 
Prichard氏から
進捗報告を受ける
Steve Harris氏。
右： プレゼンテー
ションを準備する
Harris氏。 

http://java.net/projects/jsr358/pages/Home
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のマシンで実行されるソフト
ウェアを作成するために、開発
者がそのマシンと関わる方法
を提供するものです。クラウド
を使用した場合、特定のマシ
ンとのやり取りでこのマシン上
で稼働するソフトウェアを作
成するのではなく、実際には、
多種多様なプロセッサに対し
てスケールアウトできる、ある
種のホスト型環境であるクラ
ウドとやり取りします。Javaプ
ラットフォームはこの新しいク
ラウド・モデルに適応する必
要があります。歴史的に見て、
Javaプラットフォームはさまざまなモデル
への適応を実現してきました。たとえば、
Javaプラットフォームは今でもサービス指
向アプリケーションの構築に最適なプラッ
トフォームです。Javaプラットフォームは時
間とともに発展を続けてきましたが、 クラ
ウドと、クラウド・ベースのリソースを使用
した開発方法に対応するという難題に直
面しています。

切迫感が生じているのは、この問題が
まさに今起きているからです。CloudBees
は一企業として、Java開発者のクラウドと
の関わり方について取り組んでいます。
しかし、最終的には、それには何らかの標
準化された方法が必要です。したがって、
CloudBeesで行われている活動への投資
は、オラクルや従来の大手ベンダーだけ
でなくその他の新興企業も含めた、クラウ
ドにおけるほかの選択肢へとつながりま
す。これは、一度書けばどこででも実行で
きるというJavaの原点を反映しています。
私たちは、"クラウド内のどこででも継続し

て開発し、デプロイできる"こと
が、進めるべきモデルである
と信じています。Javaプラット
フォームはJCPを通じてこの課
題に取り組む必要があります。
Java Magazine： JCPは現在
開発者が行っている方法にそ
の付加価値を合わせる方法を
見つけなければならず、その
逆であってはならないとおっ
しゃいましたが、 現在開発者
らが行っている方法に関して
JCPに足りない点とは何です
か。
Harris： すべてとは言いませ

んが、Javaに関するほとんどの技術革新は
オープンソース・コミュニティで行われて
います。たとえば、Eclipse Foundationや、
ソース・コードを共有する特別なソーシャ
ル・コーディング・フォーラムです。GitHub
がその良い例でしょう。このようなオープン
ソース・コミュニティでの取り組みこそが、
現在の開発方法です。開発者はJCP創設当
初のモデルのように、委員会に腰を落ち着
けて、次のテクノロジーやそれを標準化す
る方法について決定しているわけではあ
りません。JCPはオープンソース・コミュニ
ティの重要性を反映する必要があり、 いく
つか見直せば、私はそれが可能だと信じて
います。例を挙げると、リファレンス実装や
仕様、テストの作成に対してJCPが課してい
る制限は、オープンソース・コミュニティで
の開発方法にもっと合わせる必要がありま
す。

Java開発者コミュニティでは、「了解。こ
れらをまとめてライセンス供与しておきま
すね」などど、簡単に言うことができます。

クラウドに 
ついて
“ （Javaプラット
フォームは）ク
ラウドと、クラウ
ド・ベースのリ
ソースを使用し
た開発方法に
対応するという
大きな課題に直
面しています。

最新プロジェクトに関してHarris氏に報告を行うCloudBeesの
製品管理担当シニア・ディレクター、Harpreet Singh氏。
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または、数多くのライセンスから好みのも
のを選ぶことができます。そして、このライ
センスには、たとえば、作成物を使用する
場合、その作成物に含まれる特許権を有
する知的財産に関する訴訟は起こせない
ことが規定されています。このような内容
はオープンソース・ライセンスですでに形
式化されていますが、 オープンソース・ラ
イセンスとJCPは適切に対応しておらず、
JCPはこれとは異なります。JCPのExecutive 
CommitteeはJSPAを改定することで、この
相違を変革しようとしています。おそらく、
Java開発者はライセンスさえ保有しておけ
ば、あとは手を付けなくて良い方を好むで
しょう。

私が考えるに、JCPに参画している人々
には、何らかの方法で知的財産を共有す
るために活動しているという期待があり
ます。自分たちがまとめた仕様やリファレ
ンス実装、テストを人々に使用してほしい
と考えており、 コンプライアンスを促進す
る形で共有を実現したいと望んでいます。
これがJCPに参加する人々の抱く期待であ
り、企業も同様です。たとえば、IBMはJava
でのバッチ・プロセスのスケジュール方法
を標準化するため、バッチJSRのリードを
務めています。その目的は、人々に使用し
てもらうことであり、 知的財産を提供する
ことで、幅広い取込みを目指しているので
す。つまり、本質的には、参加者は知的財産
が広く使用されることを期待しているのだ
と思います。

しかし、現実的な知的財産の問題が企
業に降りかかる可能性もあります。たとえ
ば、デバイス上でのマルチタッチ機能をサ
ポートする要素を次のJavaバージョンに
含めたいとしましょう。マルチタッチを実
現するコードはJavaで記述できるはずで

す。ご存じのとおり、この領域を対象とした
特許はAppleが保有しています。しかし、正
しく動作し、マルチタッチも機能するが、
Java標準に準拠していないものを開発し
たい場合、 この行為は訴えられるでしょう
か。これは、難しい形でベンダーの利益と
JCPが相反する一例です。JCPは知的財産
の問題とその流れ、そして誰が何の権利を
有しているか、などに十分な注意を払う義
務があります。

Java Magazine： CloudBeesはOpenJDK
のマイルストーン・ビルドを公開し、FOSS

（Free and Open Source Software）プロジェ
クトをサポートすることで、Javaコミュニ
ティに貢献していますが、 これについてお
聞かせください。
H a r r i s：  2つの要素がありますが、 
OpenJDKはオープンソース・プロジェクト
として大変成功しており、 これはJCPを介
して定義された標準に反映されています。
OpenJDKはOracle、IBM、Red Hatやその
他多くの企業が関わるオープンソース・プ
ロジェクトとして運営されています。Javaプ
ラットフォームは、このオープンソース・プ
ロジェクトを介して発展中の未完成品であ
り、 進行に従って、マイルストーン・ビルド

が構築されます。多くの人がこのビルドを
試用し、問題があればそれを報告すること
が期待されています。マイルストーン・ビル
ドが開発者によって幅広く使用されること
で、広範な理解が得られ、最終製品の品質
が向上します。

CloudBeesは、Javaを使用した新規アプ
リケーションの開発が可能な無料のホス
テッド・サービスを提供しており、ここでマ
イルストーン・ビルドを試用できるように
しています。このため、構築したJavaアプ
リケーションを、公開されたばかりの新し
いOpenJDKマイルストーンで試してみた
い場合、 開発者が構築したアプリケーショ
ンに対して、非常に簡単にOpenJDKを試
用できます。問題が発生した場合は、JDK
プロジェクトのメンバーに報告できます。
OpenJDKの進行の段階で、開発者が簡単
にフィードバックを提供できるようになっ
ています。CloudBeesが提供するプログラ
ムでは、開発者が無料のオープンソース・
プロジェクトを作成している場合、一定の
範囲まで無償で使用できるCloudBeesリ
ソースを提供しています。この取り組みは、
私たちがオープンソース・コミュニティと
の関わりを強化するために行っています。
Java Magazine： オープンソース・プロセ
スとJCPの標準プロセスとの違いについ
て、 またクラウドがどのように適合するの
かについてお聞かせください。
Harris： 標準プロセスとオープンソース開
発プロセスの間には、インピーダンス不整
合があります。オープンソースの開発では、
ソフトウェアを構築しながら、それに変更
を加えていきます。そして人々がそのソフ
トウェアを試すことができます。より本番の
品質に近づけるために、リビジョンを複数
回行います。ソフトウェアは、リリース後で

コミュニティについて
“ JCPは、コミュニティとして
JavaおよびJava 開発者の発
展を支援する組織となるため
の方法を見いだす必要があり
ます。
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あっても常に変更を加えるこ
とで改善され、 何らかの方法
で絶えず人々に使用されて
います。

JCPの本質である標準プロ
セスは、テクノロジーの機能
を捉えた仕様と、リファレン
ス実装、すなわち仕様を実
際に実装したもの、作成され
た実装が仕様に沿っている
かを検証する一連のテスト
を作り出すことに終始してい
ます。3つの要素をまとめるのは専門家グ
ループの仕事ですが、これには長い時間と 
多大な労力が必要です。オープンソース・
プロジェクトで即座に得られる満足感と
JCP内の委員会プロセスとの間には、ずれ
があります。
クラウド・モデルでは、アプリケーション

はクラウド内にホストされているサービス
を使用し、消費し、公開します。たとえば、
CloudBeesがクラウド内にホストしている
Javaプラットフォームはどの開発者でも
使用できます。また、パートナー・エコシス
テムと呼ばれるものを介して、CloudBees
上のアプリケーションで別のホステッド・
サービスを使用することもできます。クラウ
ドの世界では、誰もパッケージ・ソフトウェ
アを提供していません。ホステッド・サー
ビスのみが提供されています。パートナー
が提供するのは、テスト・サービス、コード
品質サービス、監視サービスなどであり、 
これらのサービスはクラウド内のホステッ
ド・サービスです。アプリケーションを監
視するためのソフトウェアをマシンにイン
ストールする代わりに、「アプリケーション
を監視するサービスを使用しよう」などと
言って、ボタンをクリックするだけで良い

のです。このモデルは、JCPが
創設された目的とは異なりま
す。このような新しいホステッ
ド・サービス・モデルに合わ
せるため、従来型のJCPの仕
様、リファレンス実装、コンプ
ライアンス・テスト・スイート
をどのように変えるべきか、
私たちは自問する必要があり
ます。
Java Magazine： JCPでの最
近の変化をどう評価します

か。
Harris： はじめに、透明性のある運営を
委員会に義務付けるJCP規則の変更は有
効でした。人々は、委員会会合に登録し出
席しなくても、何が起きているのかを確認
し、意見を述べることができるようになり
ました。また、Javaユーザー・グループが
Executive Committeeのメンバーになった
ことも非常に有益でした。ロンドンJUGは
素晴らしい働きをしており、 Adopt a JSRな
どのプログラムを作成し、専門家グループ
で実施されていることを開発者が読み、参
加できるようにしました。その結果、JCP活
動への個人開発者の関与が強まるととも
に、発言権が与えられました。

最近では、JCPで持ち上がった事項を個
人や企業が試し、テストできるように促す
取り組みがより活発に行われています。こ
のようなすべての取り組みによって、開発
者の参加が増えています。たとえ明日JCP
の存在がなくなっても、ほとんどのJava開
発者は気にとめないでしょう。しかし、やが
て、 Javaテクノロジーの特定の部分にフラ
グメンテーションがあることが見つかった
ときに、JCPの存在に気づくどころか、かな
り重要であることがわかるのではないで

しょうか。正直に言って、JCP内でどのよう
に物事が遂行されるかという仕組みに対
して、ほとんどの開発者は関心を持ってい
ません。本当に重要なのは、Javaプラット
フォームの定義と方向性を実際に作り上
げるプロセスへの開発者の関わりを強化
することです。</article>

LEARN MORE 
• Java Community Process
• CloudBees

Janice J. Heiss：オラクルのJava 
Acquisitions編集者であり、Java 
Magazineのテクノロジー編集者

プロセスについて
「 オープンソース・

プロジェクトで
即座に得られる
満足感とJCP内
の委員会プロセ
スとの間には、
ずれがありま
す」

http://www.jcp.org/en/home/index
http://www.cloudbees.com/
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写真：DAVID DEAL

ロボット工学でのJAVA JavaパイオニアのPaul Perrone氏
は、センシング、測定、制御向けの
リアルタイム・フレームワークを作
成しています。著者：DAVID BAUM

DARPA Urban Challenge
で準決勝に進んだ完全自
律型の自動運転ロボット・
カー"Tommy Jr."の知能が
つまったトランクを見せる
Paul Perrone氏。
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企業概要
PERRONE ROBOTICS
perronerobotics.com

本社所在地： 
バージニア州 
シャーロッツビル
業界： 
ハイテク
従業員数： 
15‒20
使用しているJavaテクノ
ロジー： 
Java Platform, Standard 
Edition 1.6および1.7、Java 
ME Connected Limited 
Device Configuration

（CLDC）プロファイル（近々
使用予定） 

バージニア州シャーロッツビルにあるPerrone Roboticsの新本社で、
荷ほどきしたばかりの箱に囲まれる創設者兼CEOのPaul Perrone氏

画廊、靴販売店、1959年製リン
カーン・コンチネンタルの共通
点はなんでしょうか。これらはす

べて、Javaベースのロボット・システム界
の企業家、Paul Perrone氏による急成長
分野の影響を受けています。
Perrone氏はJava、Java EE、XMLに関

するアーキテクト、ライター、講演者とし
てJavaコミュニティでよく知られていま
す。組込みJavaを使用しているPerrone
氏は、あらゆる要素に対してレーザーを
はじめとする先進的センサー技術を利
用しています。たとえば、店内広告の作動
や芸術作品の保護、LincVolt（ロック・ス
ターのNeil Young氏が陣頭指揮を執っ
て改造したリンカーン・コンチネンタル）
などの車両の操縦にいたるまで、さまざ
まです。

Pe r rone氏は1998年にAssu r ed 
Technologiesを立ち上げた後、Perrone 

Roboticsを設立しました。Perrone Robotics
はロボット工学および自動化向けのソフト
ウェア・プロバイダであり、現在、Perrone氏が
CEOを務めています。Perrone氏はJavaチャ
ンピオンであり、Golden DukeやLifetime 
Achievement Awardも含め、Duke's Choice 
Awardsを3回受賞しています。JavaOneカン
ファレンスでの講演も頻繁に行っており、以
前はJavaユーザー・グループのリーダーを務
めていました。また、執筆活動も行っており、
エンタープライズ・ソフトウェア・テクノロジー
に関する著作に、『Building Java Enterprise 
Systems with J2EE』（Sams、2000年）や『J2EE 
Developer’s Handbook』（Sams、2003年）など
があります。
2001年、Perrone氏はロボット産業向けの大

規模分散通信フレームワークの開発を開始し
ました。MAXと呼ばれるこのフレームワーク
は、商用、軍用、消費者向け、専門的なロボッ
ト工学および自動化の各種アプリケーション
を対象とした汎用プラットフォームです。それ
以来、Perrone Roboticsは自動運転ロボット・
カー、無人航空機、ファクトリ・オートメーショ
ンおよびロードサイド・オートメーション用ア
プリケーション、および幅広い先進セキュリ
ティ・アプリケーションの開発にMAXを使用し
てきました。
「私たちは、ロボット工学がどこへ向かって

いるのかをより深く理解するために調査を行
いました。そこで、市場での急増を示唆する興
味深い予測や傾向を数多く確認しました」と、
Perrone氏は記憶をたどり、こう述べました。

「以前のロボット・アプリケーションはストーブ
パイプ・アーキテクチャを利用しており、すべて
がゼロから作られていました。いくつかの大学
プログラムはオープンソース・プロジェクトに
基づいていましたが、明らかに標準を欠いて

いたため、実際に使用できる堅牢なロボット・
フレームワークは存在しませんでした」

その結果、やや複雑なロボット・ソリュー
ションや自動化ソリューションを実装するだけ
でも、非常に多くのコストがこれまでにかけら
れてきました。開発者は新しいプロジェクトの
たびにゼロから開始しなければなりません。
ほとんどの場合、専用のハードウェアとソフト
ウェアが使用され、拡張が困難でデプロイ・コ
ストの高い一体型アプリケーションが作成さ
れています。
Perrone氏はMAXの構築を通じてこの問題

を取り除くことに決めました。新しいロジック
とコードが作成された場合にロボットを動的
にアップロード/更新を行うことができるJavaは、このタ
スクに好都合でした。
「その基盤が高水準なプログラミング言

語であるJavaはうってつけの存在でした」と
Perrone氏は説明します。「オブジェクト指向
で、多くのビルトインAPIを備え、多数のサー
ド・パーティ・ツールを使用でき、大規模な開
発者ネットワークに支えられた Javaは、現在
も発展を続けており、世界でもっとも人気の高
いプログラミング言語です」 

Perrone氏とそのチームが各種のタスク向
けにフレームワークを構築するのと並行し
て、MAXも発展しています。あるMAX拡張機
能には、レーザー・データの読取り、処理、制
御を行うソフトウェア・ドライバが含まれてい
ます。別のMAXフレームワークは、Vehicle、
Motorcycle、Tractor Trailerなどの汎用オブ
ジェクト・ライブラリを使用して車両計測を行
います。このライブラリを使用することで、アプ
リケーションはセンサー・データを使用して、
高さ、重量、全長、速度などの車両特性を計測
できるようになります。これらの高度な計測シ
ステムに、異なるタイプのセンサーの統合を 32
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簡単にしているのがJavaです。
「ロボット界には複数の
オープンソース・プラット
フォームが存在しており、人々
はこれらが自然に広がるこ
とを期待していますが、 こ
れはロボットには不適切な
アプローチだと思います。腕
や脚、または車輪を持ち、現
実的な脅威となる可能性の
あるロボットには、正式なプ
ラットフォームが必要です」と
Perrone氏は指摘します。

Perrone氏は鉄道や列車向けの制御シス
テムを構築・テストした際、安全性のために、
言わば"健全なパラノイア"を開発しました。

「これは私たちがJavaを意識し始めた頃のこ
とで、このシステムにJavaを使い始めました。
私たちは何かを作成してオープンソース形式
で放っておき、後から、ロボット工学を10年も
後退させるような不幸な出来事に責任を感
じるようなことはしたくなかったのです。1980
年代にあったAI（人工知能）の衰退期のよう
な事態を再度招くことは避けたいのです」と
Perrone氏は述べています。

ロボット工学への道
Perrone氏はラトガース大学の学部生とし
てコンピュータ・エンジニアリングを学ん

だ後、バージニア大学の博士課程プログラ
ムに進みました。大学で研究活動を終えた
後、のちにGeneral Electricとの合弁事業に
なるHarris Corporationに勤務しました。 
Perrone氏は、複雑な問題を解決する、AI、エ
キスパート・システム、ルールベース・プログラ
ミングにすぐに興味を持つようになりました。 

2005年、Per rone氏は、
モハーベ砂漠を横断する歴
史的な自動運転車両レース
であるDefense Advanced 
Research Projects Agency

（DARPA） Grand Challenge
で躍進したチームのリー
ダ ー を 務 め ていました 。 
 約6万ドルと10人月の労力を
投じたこのチームは、数年に
わたって数百万ドルを投じた
プロジェクトに対して有利に

張り合いました。「私たちの目標は、MAXプラッ
トフォームを使用することで、物事をどれだけ
迅速かつ低コストにできるのかを証明するこ
とでした」とPerrone氏は言います。

Perrone氏のチームは、別の自律型自動運
転車両を使用して2007年のDARPA Urban 
Challengeに再参戦し、今回は市街地を通り
抜けました。チーム車両はレーザー・テクノロ
ジーを使用して、周囲の環境の仮想地図を作
成しながら付近の物体との距離を測定しまし
た。

Perrone Roboticsは、ペンシルバニア・ター
ンパイクでの移動中の車両の測定において、
類似したテクノロジーであるJava Real-Time 
System（Java RTS）を使用しました。車道の上
方に設置された、レーザーによって起動され
るカメラが、オートバイ、自動車、トラック、貨
物トレーラーを識別し、車両タイプ、高さ、幅、
全長、速度に関するデータを収集します。この
データは車線制御データと一緒にイーサネッ

写真上： ARMベースのセキュリティ
ボット車両Rumbles、写真下： 初の
MAXベース・ロボットBeakerの内部
構造

必要とされるプラット
フォーム
「 ロボット界にはオー

プンソース・プラット
フォームが存在してお
り、人々はこれらが自
然に広がることを期待
していますが、 これ
はロボットには不適切
なアプローチだと思い
ます」

33

http://www.twitter.com/java
mailto:JAVAMAG_US%40ORACLE.COM?subject=
http://blogs.oracle.com/java
https://www.facebook.com/ilovejava
http://www.oracle.com/technetwork/java/index.html
http://java.net
http://www.oracle.com/javamagazine
http://www.darpa.mil/
http://www.darpa.mil/
http://www.darpa.mil/


JA
VA

 T
EC

H
CO

M
M
U
N
IT
Y

AB
O
U
T 
U
S

JA
VA

 IN
 A
CT

IO
N

ORACLE.COM/JAVAMAGAZINE  ///////////////////////////// 　　　　　　　　　Java Magazine 日本語版＜見本誌＞：第10号（2013年5月発刊）より抜粋

ト経由で車両スキャン拠点のサーバーに送
られ、法的措置から通行量制御までのあらゆ
る処理に利用されます。地中に埋められた重
量計とこのシステムを組み合わせることで、ト
ラックは道路から計量拠点まで移動しなくて
も済むようになりました。
Perrone氏は相互に関連するこれらのプロ

ジェクトを思い出しながら、次のように述べて
います。「私たちが気に入っていたのはJava言
語の単純さと、高水準なツールを使用して速
やかにコードを生成できることです。Javaのオ
ブジェクト指向性とサード・パーティ・ツール
に対するサポートもまた然りです。そのすべて
が魅力的で、私は魅了されたのです。」

Perrone氏が特に気に入っていたのは、Java
特有の移植性でした。Javaプラットフォームは
インターネットを念頭に設計され、アプレット
を使用して中間コードの形でデータとロジッ
クを送信します。「新しくコードを書かなくても
構成ファイルに指定するだけで多数の振る舞
いを実現できるので、これはロボット工学でも
使えると思ったのです」と、Perrone氏は述べ、 
また、次のように続けました。「Javaは、比較的
シンプルで、ハードウェアにもOSにも依存しま

せん。さまざまな組込みツールや商用ツール、
オープンソース・ツールが簡単に（開発者の）
手に入るため、低コストで魅力的なロボット・
アプリケーション開発用プラットフォームにな
ります」

セキュリティやマーケティングからファクトリ・
オートメーションまで
DARPAへの挑戦後、Perrone氏はMAXをセ
キュリティ分野に適用する方法を試し始め
ました。Perrone氏は、遮断されると反応する
レーザーを使用して見えない領域を作り出
すことで、"セキュリティの壁"という概念を考
案しました。たとえば、美術館では、誰かが絵
画に触れようと手を伸ばすと警報音の鳴るセ
キュリティの壁を作成できます。小売店では
人々が倉庫に入ろうとしたり、レジに近づこう
としたりすることを防止するためにこの壁を
使用できます。工場では、立入り禁止区域や
危険な場所への立入りを防止できます。Laser 
Tagの異名をとる派生アプリケーションでは、
セキュリティ・ゾーンをRFIDタグと一緒に使用
することで、認可された人員であれば警報を
作動させることなくこれらの区域に入れるよう
にしています。
このテクノロジーは広告やマーケティング

にも使用できます。たとえば、靴販売店ではラ
ンニング・シューズの上方にテレビを設置して
おき、顧客が商品を取り上げるとその製品の
長所を説明する短いビデオを流すことができ
ます。
「これらのアプリケーションにはどれも、簡
単にプログラムできる一連の規則や条件に
従ってレーザー光線からパターンを分析し、
検出するという類似点があります」と、Perrone
氏は説明します。「ありとあらゆる種類のデー
タを収集して、イベント起動に使用すること
ができます。対象が道路上の車両であろうと、

美術館の見物客であろうと、ロボット・アプリ
ケーションはレーザーを使用してこれらの物
理的対象物を識別します」

2008年以来、Perrone氏は、高度な遠隔測
定およびロボット制御機能を備えたEREV(航
続距離延長型電気自動車)、LincVoltのチー
フ・ソフトウェア・エンジニアを務めています。
MAXは重要なシステム・コンポーネントの
パフォーマンスを監視し、分析のためにサー
バーに情報を送信します。

オラクルのJavaセールス・チームのマス
ター・プリンシパル・セールス・コンサルタン
トであるDavid Clackはこの数年間、Perrone
氏とともに働いています。Clackはまた、オラク
ルのARM/Powerアーキテクチャ向けのJava 
Embeddedチームとともに、Java仮想マシンを
作成した経験があります。このJava仮想マシン
によって、最大規模のマルチコアCPUから最小
規模のマイクロコントロール・ユニットにいた
るまで、Javaプログラムの開発と移行が可能に
なります。
「Javaでは、デバイスごとにカスタム・コー

ドを作成する代わりに、ネット経由でのダウ
ンロードと更新が可能な汎用アプレットを作
成できます」とClackは言います。「Javaはハー
ドウェア、OS、開発環境を結びつけ、再利用
可能なコンポーネントを作り出し、 組込みコ
ントローラやタブレット、ありとあらゆるコン
ピュータ機器での実行を可能にします」

生涯を通じた功績
Perrone氏はMAXを通じて、ハードウェア間の
移植性を高め、既存ツールを活用でき、ロボッ
ト・アプリケーション開発のコストを削減する
環境の構築に着手しました。Javaコミュニティ
はPerrone氏の進展を熱心に見守っており、5
回行われたJavaOne基調講演は観客でいっぱ
いになりました。

Paul Perrone氏の部屋を走り回る 
Rumbles 
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P e r r o n e氏は最近、SA E  O n - R o a d 
Autonomous Vehicle Standards Committee
の委員長に就任しました。この地位は、
Perrone氏がJavaベースの新たなロボット・シ
ステムを開発し、この急成長産業を導く機会
をもたらすでしょう。
「簡単なデモなら誰にでもできます」と

Perrone氏は言います。「しかし、ロボットを
動かすには堅牢なシステムと堅牢なルール・
セットが必要になります。Grand Challengeと
Urban Challengeでデモは実施済みですか
ら、 次のデビューはずっと劇的なものになる
でしょう」 この新技術を最近の新聞記事で垣
間見ることができます。記事によると、Perrone 
Roboticsが開発した車両用の完全自律型車両
キットには先進的な衝突回避・自動化システム
が搭載されており、完全自立型ソフトが、衝突

しうる車両やその他の対象物を回避します。
Insurance Institute for Highway Safety

（IIHS）とともに開発されたこのプロジェクトは、
市場に出る自動化車両の性能と安全性をテス
トする目的で使用される予定です。Perrone氏
はこう結びます。「この自律型車両技術は、最先
端の自律型車両技術の安全性を検査および立
証するため、そして最終的には万人の利益の
ために自律型車両技術を進歩させることに使
用されようとしています。消費者、OEM、研究開
発組織、政府規格、安全機関は一様に、IIHSが
先頭に立って推進したこの具体的でリアルな
テクノロジーによる恩恵を受けるでしょう。半
自動化車両や完全自動化車両の安全性を証明
する上で、社会的に有益な影響を直接与えるこ
とができて、非常に光栄です」 </article>

David Baum
カリフォルニア州サンタバーバラを拠点と
し、革新的なビジネス、最新テクノロジー、
魅力的なライフスタイルについて執筆 
活動中。

MAXプラットフォームに
接続可能なWowWee 
Robotics製のロボット・
ハードウェア・プラット
フォーム
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本記事は、シリーズのパー
ト1「Java 言語とJVM で

使用するラムダ式の探究」の
内容に基づいています。 Java 
8 のラムダ式の基本構文や設計
の根底にある思想に詳しくない
場合は、まずパート1 の記事を
読み、これらの考え方について
理解することをお勧めします。

また、ラムダ式は現在も検討
中の機能である点を認識するこ
とが重要です。 計画上はマイ
ルストーン M6（2013 年 1月末）
でラムダ式の全機能が実装さ
れることになっていますが、そ
の後リリースまでに細部が変更
される可能性もあります。 その
ため、古いビルドのラムダ式を
使用したコードが、新しいベー
タ・ビルドでは動作しなくなる
場合があります。 本記事では、
パート1 の執筆以降にラムダ式
の実装に加えられた主要な変
更点の一部を説明します。 この
ような変更への対応も、最先端
を行くプログラミング・ライフ
の醍醐味です。

パート1 を振り返ると、
Project Lambda の全体的な目
標は以下のようにまとめること

ができます。
■■ より簡潔なコードの記述
■■ Javaコレクション・ライブラ
リのアップグレードによる近
代的な手法への対応

■■ マルチコア・プロセッサのサ
ポートの強化（自動並列化を
含む）
パート1 では、ラムダ式を使

用して、より簡潔なコードを記
述する方法について説明しまし
た。 本記事では、コレクション・
ライブラリのアップグレードと
Streamという抽象概念につい
て説明します。 並列化は大き
なテーマであるため、次回以
降の記事で詳細に取り上げま
す。

上位互換性
Javaプラットフォームのもっと
も重要な概念の 1 つに、上位
互換性があります。 常に指針と
なってきた思想は、「古いバー
ジョンのプラットフォーム用に
記述またはコンパイルしたコー
ドが、新しいリリースのプラッ
トフォーム上でも正常に動作し
なければならない」というもの
です。 この原則があるからこそ

開発者は、「Javaプラッ
トフォーム・ソフトウェ
アをアップグレードし
ても現在正常に動作し
ているアプリケーショ
ンに影響はない」と強
く確信できます。

一方で、上位互換
性は、開発者に影
響を及ぼすようなプ
ラットフォームの制約
も生み出します。 こ
の制約とは、Javaプ
ラットフォームの既存のイン
タフェースに新たなメソッド
を追加できないということで
す。 次のような状況を考える
ことで、その理由を理解でき
ます。 Javaプラットフォーム
のリリース N で、インタフェー
ス I の新しいバージョンに、
newWithPlatformReleaseN()
という新しいメソッドが追加さ
れるとします。この新しいメソッ
ドは、バージョン N-1 以前の
Javaプラットフォームでコンパ
イルされた古い I 実装のいず
れにも存在しません。 そのた
め、バージョン N の Javaプラッ
トフォームでは、過去の I 実装

とのリンクに失敗しま
す。

この制約は、Java 
8 のラムダ式実装に
とって重大な問題で
す。設計のおもな目標
が「Javaコレクション・
ライブラリ全体でラム
ダ式を利用できるよう
にすること」であるた
めです。 この目標を
達成することで、結果
として、関数型プログ

ラミングのコーディング・イディ
オムを Java の標準的なデータ
構造で実装できるようになるの
です。 

デフォルト・メソッド
上位互換性の制約を解消する
ために、まったく新しいメカニ
ズムが必要になりました。 目
標は、新しいJavaプラットフォー
ム・リリースで、既存のインタ
フェースをアップグレード（進
化）できるようにすることです。 
このメカニズムはデフォルト・
メソッドと呼ばれます。

Java 8より、デフォルト・メ
ソッド（オプション・メソッドと

Javaプログラミング言語とJava仮想マシン（JVM）で使用するラムダ式の探究

写真： 
JOHN BLYTHE、BOB ADLER

パート2 

Java 8のラムダ式の使用

BEN EVANS、 
MARTIJN VERBURG

デフォルトの 
実現
デフォルト・メ
ソッドのメカニ
ズムは、クラス・
ローディングの
方法を修正する
ことで実現され
ています。 

BIOBen Evans（@kittylyst）：
jClarityのCEOであり
London Java Community

（LJC）主催者。Java SE/EE 
Executive Committeeのメ
ンバーでもある。 Martijn 
Verburg（@karianna）：
jClarityのCTOでありLJCの
共同主催者。講演経験が豊
富。 Verburg氏とEvans氏の
共著にThe Well-Grounded 
Java Developer（Manning、
2012）がある
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呼ばれる場合もあります）を、任意
のインタフェースに追加できます。 デ
フォルト・メソッドには実装を記述す
る必要があります。この実装はデフォ
ルト実装と呼ばれ、インタフェース定
義内にインラインで記述します。 デ
フォルト実装はインタフェース定義を
進化させるものですが、上位互換性
も失われません。 

デフォルト・メソッドのルールは次
のとおりです。

■■ インタフェースの任意の実装クラス
でデフォルト・メソッドを実装できる

（ただし必須ではない） 
■■ 実装クラスでデフォルト・メソッド
を実装している場合は、実装クラ
ス内の実装が使用される 

■■ 実装クラスでデフォルト・メソッド
を実装していない場合は、インタ
フェース定義のデフォルト実装が使
用される
例を簡単に説明します。 Java 8 で

List に追加されたデフォルト・メソッ
ドの 1 つに、sort() メソッドがありま
す。 List インタフェース内の sort() メ
ソッドの定義をリスト1 に示します。 
このデフォルト・メソッドが追加され
たことにより、Java 8 では、すべての
List オブジェクトに sort() インスタン
ス・メソッドが含まれます。sort()メソッ
ドは、適切なComparatorを使用して、
リストをインプレースでソートできま
す。

デフォルト・メソッドのメカニズム
は、クラス・ローディングの方法を修
正することで実現されています。 イン
タフェースの実装クラスをロードする
際にクラス・ファイルが調査され、す

べてのデフォルト・メソッドが存在し
ているかが確認されます。 すべて存
在している場合は、クラス・ローディ
ングが通常どおり続行されます。 存
在しないメソッドがある場合は、実装
クラスのバイトコードに、不足してい
るメソッドのデフォルト実装が追加さ
れます。

デフォルト・メソッドは、Java のオ
ブジェクト指向に対するアプローチを
根本的に変えるものです。 Java 8より、
インタフェースに実装コードを含める
ことができるようになります。 多くの
開発者はこのことを、Java の厳密な
単一継承のルールが一部緩和された
と見ています。

デフォルト・メソッドの仕組みの中
で、開発者が詳細に理解しておくべ
き点は、 デフォルト実装の衝突の可能
性があることです。 実装クラスの既
存のメソッドが、新たに導入された
デフォルト・メソッドと同じ名前およ
びシグネチャを持つ場合には、デフォ
ルト実装ではなく既存の実装が常に
使用されます。

ストリーム
前述のとおり、Project Lambda の目
標の 1 つは、関数型プログラミング
の各種技術を Java 言語で容易に表
現できるようにすることです。 これに
より、たとえば Java で map() イディ
オムや filter() イディオムを簡単に記
述できるようになります。

当初は、従来の Javaコレクション・
インタフェースにメソッドをデフォル
ト・メソッドとして直接追加すること
で、これらのイディオムを実装してい

ました。 しかし、「map」や「filter」
は比較的よくある名前のため、デフォ
ルト実装が衝突するリスクが高すぎる
と思われました。つまり、開発者が
作成したコレクション実装の多くに、
新しいデフォルト・メソッドで意図さ
れるセマンティクスに従っていない既
存メソッドが存在することが見込まれ
ました。

これに代わる方法として考え出
されたのが、新しい抽象概念であ
るStream です。 Stream は、コレ
クションのコードに対する新たな
アプローチにおいて、Iterator に
相当すると考えることができます。 
Stream インタフェースには、map()、
filter()、reduce()、forEach()、into()、
flatMap()といった新しい「関数型指
向」メソッドのすべてが含まれていま
す。

Stream は、複数の要素で構成さ
れる使い捨てのシーケンスと見なす
ことができ、（少なくとも順次処理的
なストリームにおいては）要素は 1
つずつアクセスされます。 つまり、
Iteratorとほぼ同様に、要素を取得し
た後の Stream は利用できなくなりま
す。

従来のコレクション（List、Mapなど）
に、stream()という新しいデフォルト・
メソッドが追加されました。 stream()
メソッドは、コレクションに対応する
Stream オブジェクトを返します。この
方法は、コレクションを操作する以前
のコードで iterator() を使用する場合
と同様です。 

例： 古いラムダ式を使用したコードの
書き直し
リスト2 のコードは、Java 8での
Streamとラムダ式を使用したフィル
タ・イディオムの実装方法を示してい
ます。 本シリーズの第 1 回で示した
コードから、構文が少し変更されて
います。1 つ目の変更点は、stream()
の呼び出しを追加する必要があること
です。これは、List からfilter() デフォ
ルト・メソッドが削除されたためです。

2 つ目の変更点は、into() の呼び出
しも必要になったことです。filter() の
戻り値が Collection ではなくStream
になったことが、その理由です。 
Collection を取得するためには、フィ
ルタ操作の後に、into() を使用して
Stream を Collection に変換する必
要があります。 全体的な考え方はリス

すべてのリストのテキストをダウンロード

public default void sort(Comparator<? super E> c) {
    Collections.<E>sort(this, c);
}

リスト1         リスト2
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ト3 のようになります。
考え方のポイントは、Stream に適

用する必要のある操作の「パイプラ
イン」を開発者が組み立てるという
ことです。 操作の実際の中身は、操
作ごとにラムダ式を使用して表現しま
す。 パイプラインの最後で、結果を
再度 Collection に具現化する必要が
あるため、into() メソッドを使用して
います。

次に、Stream インタフェースの定
義の一部を確認します。この定義で
は、map() メソッドとfilter() メソッド
を定義しています（リスト4 参照）。 
これらのメソッドの定義では不気味
な表記の総称型が使用されています
が、心配は無用です。 ? super 句や ? 
extends 句はすべて、「ストリーム内
のオブジェクトにサブクラスがある場
合に適切な処理を実行する」ための
指示です。

これらのメソッド定義には、
Predicate および
Functionという2 つ
の新しいインタフェー
スが使用されていま
す（Function は、初
期のラムダ式実装では
Mapperという名称で
した）。 これらのインタ
フェースは、Java 8 で
新たに導入される java.
util.function パッケージ
にあります。 いずれの
インタフェースもメソッ
ドは 1 つのみであり、
デフォルト実装はありま
せん。 そのため、これ

らのインタフェースのラムダ式を記述
すれば、Javaランタイムによって自
動的に正しい型のインスタンスに変
換されます。 

なお、Javaプラットフォームでラム
ダ式が検出された際には、（型推論
による）正しい「関数型インタフェー
ス」型への変換が常に実行されます。 
詳細は、パート1 を参照してください。

次に、リスト5 のサンプル・コー
ドを確認します。 ここでは、カワウ
ソ（otter）の数をモデル化すること
にします。 野生のカワウソもいれば、
野生動物公園で飼育されているカワ
ウソもいます。 そこで、檻の中にいて、
女性の飼育員（female keeper）に世
話されているカワウソの数を調査しま
す。 ラムダ式とストリームを使用すれ
ば、この調査は簡単です。

まず、檻の中にいるカワウソだけ
を対象とするように、ストリームにフィ
ルタをかけます。 次に、map() を使

用して、カワウソのスト
リームではなく飼育員
のストリームを取得しま
す（このストリームの型
が Stream<Otter> から
Stream<Keeper> に変
更されることに注意して
ください）。 次に、もう
一度フィルタをかけて女
性の飼育員のみを選択
してから、このストリー
ムを具体的なコレクショ
ン・インスタンスに具現
化します。 最後に、見
慣れた size() メソッドを
使用してサイズを取得し

ます。
このサンプルでは、カワウソの集合

を適切な飼育員の集合に楽 と々変換
でき、状態の変更はまったく行いま
せんでした。このように状態の変更を
伴わないことを、「副作用なし（side-
effect free）」と呼ぶことがあります。 
Java には、「map() 式とfilter() 式の
内部のコードは必ず副作用がないよ
うにすること」という規約があります。 
ただし、この規約は強制されるわけ
ではないため、注意が必要です。

一方、外部に存在する何らかの状
態を変更する場合は、次の 2 つのう
ちいずれかの方法をとります。 集合
状態を組み立てる（たとえば、中間
結果としてカワウソの年齢の合計を算
出する）場合は、reduce() を使用し
ます。また、より一般的な状態の変
更を行う（たとえば、飼育員が辞め

るときに、担当のカワウソを新しい飼
育員に引き継ぐ）場合は、forEach()
がより適しています。

それでは、reduce() メソッドを使用
して、カワウソの平均年齢を計算す
る方法を確認します（リスト6 参照）。 
まず、カワウソをそれぞれの年齢に
マッピングします。 次に、reduce()
操作を使用します。reduce() 操作は、
初期値（通常はゼロ）と、繰り返し
処理ごとに適用される関数という2 つ
の引数をとります。 本記事のサンプ
ルでは、すべてのカワウソの年齢を
合計するため、引数の関数は単純な
足し算です。 最後に、年齢の合計を
カワウソの数で割ります。

reduce() の第 2 引数が、2 つの引
数を持つラムダ式である点に注意し
てください。 ラムダ式の 1 つ目の引
数は、集合操作の中間的な合計であ

        stream()   filter()   map()   into()
Collection -> Stream -> Stream -> Stream -> Collection

リスト3         リスト4         リスト5         リスト6         

すべてのリストのテキストをダウンロード

ストリームの導入
Streamという新しい

抽象概念が考え出さ

れました。Stream は

Iterator に相当します。 

Streamインタフェース

には、新しい「関数型

指向」メソッドがすべて

含まれています。
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ると考えると理解しやすくなります。
最後に、状態を変更する一般的な

ケースについて説明します。 状態の
変更には、forEach() 操作を使用しま
す。 本記事のサンプルでモデル化す
るのは、飼育員（Keeper）の kate
が休暇を取得するという状況です。 
そのため、kate が担当するすべての
カワウソの世話を、bob に引き継ぐ
必要があります。 この状況は、リスト
7 のように簡単に実現できます。

reduce()と forEach() のいずれも
into() を使用していない点に注意して
ください。 この理由は、reduce() は
ストリームを処理しながら状態を累算
しており、forEach() は単純にストリー
ム上のすべての要素に対してアクショ
ンを適用しているためです。 いずれ
の場合も、ストリームを再度具現化
する必要はありません。

まとめ
本記事では、デフォルト・メソッド
とStreamという新しいアプローチに
よって、Javaコレクション・フレーム
ワークがどのように進化するかにつ
いて説明しました。 このアプローチ
により、関数型イディオム（map()、
filter()、reduce()、forEach() など）

を Javaプラットフォーム・バージョン
8 で使用して、より簡潔で読みやすい
コードを記述できます。

次回の記事では、遅延評価と先行
評価、プリミティブ・ストリーム、自
動並列化などのより高度な話題を取
り上げます。 </article>

詳細
• ラムダ式に関する疑問がある場合
や、世界中で開催されているHack 
Dayイベントに参加するために
は、Adopt OpenJDKプロジェクトに
ご参加ください。

ots.stream()
   .filter(o -> !o.isWild())
   .filter(o -> o.getKeeper().equals(kate))
   .forEach(o -> o.setKeeper(bob));

リスト7         

すべてのリストのテキストをダウンロード
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革新的な統合開発環境（IDE）
への関心が高まっています。 

最近では、Light Table Kickstarter
プロジェクトをご存じの方もいるで
しょう。Light Table Kickstarterプ
ロジェクトは、開発者のコーディン
グ方法を変えることを目標に、コー
ドの処理や生成を実行できる独自
のインタフェースを開発していま
す。 このようなコード操作技術を
実現するには、対象の言語を十分
に解析、分析、操作できる必要が
あります。

優れたコード操作の例は、その
大半が JavaScript や Lisp の派生言
語を使用して実現されてきました。
これらの言語により、コード操作が
容易になるためです。 この点は動
的言語の強力な特長の 1 つに挙げ
られることが多いですが、実際に
は、Java Tools API（javax.tools）
を利用してJava でも同じように容
易なコード操作を実現できます。
Java Tools API は、Javaコードベー
スに含まれるクラス・ファイルの
ロード、解析、分析、生成を、プ
ログラムで実行できるAPI ツール
です。

本記事では 2 回にわたり、Java 
Compiler API の主要部分について

説明します。 本記事で紹介するサ
ンプルのソース・コードはこちらか
らダウンロードできます。

コードのコンパイル
Java Compiler API は、javax.tools
パッケージを参照しています。 理
論上は、最終的に javax.tools か
らJava の全標準ツール（javah、
javap、javadoc など）にアクセス
できるようになりますが、 現時点で
アクセスできるのはコンパイラのみ
です。
コンパイラの参照を取得する
ために、まず、ToolProvider.
getSystemJavaCompiler() を呼び
出します。 これにより、システム・
コンパイラを表す JavaCompiler オ
ブジェクトが返されます。 この操作
は、Javaコンパイラをインストー
ルしている環境でのみ機能する点
に注意してください。 JDK ではなく
Java Runtime Environment（JRE）
のみをインストールしている場合は
機能しません。 ソフトウェア開発者
の環境ではもちろん JDK をインス
トール済みでしょうが、エンドユー
ザーのアプリケーション内で Java 
Compiler API を使用する場合に、
JDK のインストールの有無が問題

になります。
コンパイラを取得した
後は、コンパイル対
象を指定する必要が
あります。 このために
は JavaFileManager
を使用します。 
JavaFileManager API
では、ファイル・マ
ネージャのさまざまな
実装を扱うことができ
ますが、本記事では
説明を簡略化するた
めに、デフォルトの

StandardJavaFileManager を使用
します。リスト1 に、コンパイラと
StandardJavaFileManager を取得
するためのコードを示します。

リスト1 では、デフォルト
値を使用するために、複数の
引数に null を渡しています。 
StandardJavaFileManager はカス
タマイズ性に非常に優れています
が、null を指定することでデフォ
ルト設定を使用できます。 この標
準のファイル・マネージャを使用
して、通常のファイルを、コンパ
イラが理解できるJavaFileObjects
という特殊なファイル・オブジェク

トに変換できます。 
この変換のために、
getJavaFileObjects()
を呼び出します（リス
ト2 参照）。

以上でファイル・マ
ネージャ、ファイル、
コンパイラ・オブジェ
クトが揃ったため、コ
ンパイルを実行でき
ます。 これら3 つの
要素を組み合わせて
CompilationTask を取
得します（リスト3 参
照）。CompilationTask

は、コンパイルを実際に実行する
オブジェクトです。 
 リスト3 でも、デフォルト設定を使
用するために一部の引数に null を
指定しています。

リスト3の最終行のtask.call()で、
コンパイラを実際に起動していま
す。この呼び出しを実施するまでは、
実際の処理は発生していません。 
task.call() により、ソース・ファイ
ルのロード、解析、エラーの確認、
最終的なバイトコード（クラス・ファ
イル）の生成という実処理がシステ
ムに命令されます。 コンパイラを
使用するために必要な作業は、本

Java Compiler API の活用方法を学ぶ
JOSH MARINACCI

写真： 
CHRIS PIETSCH / GETTY 
IMAGES

パート1 

高度な Java Compiler API
強力なツール
Javaコンパイラは非
常に強力なツールで
す。関連 APIを使
用することで、Java
コンパイラの能力を
活かして、非常に生
産的で面白い処理
を実行できるように
なります。
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質的にはこれだけです。 この標準的な作
業について、詳しく説明していきます。

Complier API が遠回りをする理由
Java Compiler API がなぜこれほど遠回
りな方法をとっているのか、疑問に感
じたかもしれません。 Java にはすで
に java.io.Fileクラスがあるにもかかわら
ず、なぜファイル・マネージャや特殊な
JavaFileObjectクラスが必要となるので
しょうか。 Java Compiler API は、基盤と
なるコンパイラを完全に分離するように
設計されています。 本記事のサンプルで
はディスク上にある1 つのファイルをコ
ンパイルするだけですが、これ以外にも
さまざまな選択肢があります。 たとえば
FileManager をカスタマイズすれば、特
定の場所にある複数のソース・ディレクト
リを使用することや、ネットワークからソー
ス・ファイルをロードすることが可能です。 
また、メモリ内でコードを生成し、（リモー
ト・データベースに保存するなどして）ディ
スクには保存しないようにすることさえも
可能です。 Java Compiler API は、これら
の状況に対処できる十分な柔軟性を持つ
ように設計されました。 しかし、この柔
軟性のために、本記事で扱うような一般
的なケースの場合には、実際に必要とさ
れるよりも少し複雑な処理を行うことにな
るのです。

Annotation Processing APIを使用した
コード処理
現時点では、あるJavaファイルに対して
コンパイラを起動しただけです。 コマン
ドラインで実行できる以上のことは何もし
ていません。 もっと興味深い操作を実現
するためには、コンパイル時にコードの

内容を調査するプロセッサを構築する必
要があります。

Java 5で導入された Annotation 
Processing API は、Java 6 および Java 
7で拡張されました。 Annotation 
Processing API は、コードベース内のア
ノテーションの検索や操作を行うための
APIです。 アノテーションは一般的に、
Hibernate や Spring などの Webフレーム
ワークにおいて、冗長な XMLファイルの
代用として使用されています。

アノテーション・プロセッサは、コンパ
イル時に、コンパイラがパッケージ、クラ
ス、メソッドのそれぞれにアクセスする際
に呼び出されるクラスです。 Annotation 
Processing API は、必要な部分のみを操
作し、その他の部分は無視できるように
設計されています。 ここではまず、クラス
一覧を表示する単純なプロセッサを作成
します（リスト4 参照）。

サンプルの SimpleProcessorと
いうプロセッサは、API が提供する
AbstractProcessorクラスを継承しており、
処理された要素のリストを出力します。 
processメソッドは、コンパイラの処理ラ
ウンドごとに呼び出されます。 コード内
容を変更するプロセッサでは、複数のラ
ウンドでコンパイラを実行する必要があ
り、その場合、ラウンドごとに別のプロセッ
サが呼び出されます。 このサンプルでは
コンパイラの処理を 1 回だけ実行するた
め、env.processingOver() をチェックして、
現在処理フェーズ内にある場合のみルー
プを実行しています。
task.setProcessors() の呼び出しによって、
SimpleProcessor がコンパイラ・タスクに
関連付けられます（リスト5 参照）。 
 setProcessors の引数が、単一の参照で

はなくリストである点に注意してください。 
 コンパイルには、任意の数のプロセッサ
を関連付けることができます。 そのため、
作成した新しいプロセッサを、ライブラリ
から取得した他のプロセッサと一緒に使
用することも簡単です。 task.call() による
コンパイラ起動時の出力はリスト6 のよう
になります。

プロセッサ内で取得しているElements
の配列は、実際にはツリーのルートを表
します。 1つのクラスに1つのツリー・ノー
ドが対応し、 各クラスに属するフィールド、
コンストラクタ、メソッドのそれぞれに 1
つの子ノードが対応します。 これらの要
素を使用して、コードの API 全体を走査
できます。

次の説明に進む前に、リスト4 に含ま
れる非常に重要な 2 行について説明して
おきます。 プロセッサ定義の上に、以下
の 2 つのアノテーションがあります。

■■ SupportedSourceVersion アノテーショ
ンは、このプロセッサが動作するよう
設計された Javaコードのバージョン
を指定します。 このプロセッサが、構
文が変更された将来の Java バージョ
ン（たとえばラムダ式が導入される
Java8）で使用されることになった場合
でも、この設定によってコンパイラが正
しく適応します。

■■ SupportedAnnotationTypes アノテー
ションは、プロセッサが検索するア
ノテーションの種類を指定します。 

すべてのリストのテキストをダウンロード

JavaCompiler compiler = ToolProvider.getSystemJavaCompiler();
StandardJavaFileManager fileManager = 
  compiler.getStandardFileManager(null, null, null);

リスト1         リスト2         リスト3         リスト4         リスト5         リスト6
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Annotation Processing API は、名前か
らわかるように、元々はアノテーション
が付加されたクラスに対してのみ動作
するように設計されています。
SupportedAnnotationTypes は、処理

対象とするクラスを制御できるため、大規
模なコードベース内の一部のクラスのみ
を操作するような場合に便利です。 
 ただし、SupportedAnnotationTypes に
* を設定した場合は、アノテーションが付
加されていないクラスを含め、すべての
クラスに対してプロセッサが呼び出されま
す。 
 本サンプルではこの設定を利用して、
Annotation Processing API をプログラマ
の指示に従って実行される汎用のソース
コード・パーサとして使用しています。

プロセッサの便利な使用法
リスト7 は、SimpleProcessor に変更を加
えたものです。 このコードは、各クラス
に対してループ処理を実行し、次に各ク
ラスの子要素のそれぞれに対してループ
処理を実行します。 Elementインタフェー
スには、オブジェクトがどの種類の要素
であるかを判定するための ElementKind
列挙型が含まれています。 この列挙型を
使用して、フィールドとメソッドを別々に
カウントできます。 なお、サンプルでは、
METHODとCONSTRUCTOR の両方をメ
ソッドとしてカウントしています。

バグの修正

これまでのサンプル・コードでは、
TestClass.javaというテスト・クラスを使
用しています。 リスト8 に、このテスト・
クラスのコードを示します。

プロセッサの出力によれば、TestClass
には 3 つのメソッドがあるはずです
が、実際のところメソッドは 4 つありま
す。 どこに間違いがあるのでしょうか。 
TestClass には、TestInnerClassというイ
ンナー・クラスがある点に注意してくださ
い。 このインナー・クラス内にもう1 つ
のメソッドがあります。 サンプルの処理
コードでは 1 段階の深さまでを対象として
いるため、このインナー・クラスのメソッ
ドが無視されています。

この問題の修正方法は 2 つあります。 
1 つは、もう1 段階深くまで処理するよう
にループを修正すること、もう1 つは再
帰的に処理するようにループを修正する
ことです。 しかし、もっと良い方法があ
ります。 要素ツリーの走査はごく一般的
な処理であるため、これを容易に行うた
めのユーティリティ・クラスが Compiler 
API に含まれています。 本記事では、
ElementScanner6 を使用します。

ElementScanner6 は、ツリー全体に含
まれるすべての要素に対してループ処理
を実行する具象クラスです。 このクラス
には、visit で始まる複数のメソッドがあり
ます。 その中から、アクセスする要素の
種類に応じたメソッドのみを実装します。 
その他の種類の要素はすべてスキップさ
れます。 本記事のサンプルでは、クラス、
メソッド、フィールドにアクセスするため、
visitType、visitExecutable、visitVariable
をオーバーライドします。

ElementScanner6 はジェネリック型の
2 つの引数を取ります。 1 つは各 visit メ
ソッドに渡すパラメータ、もう1 つは各メ
ソッドの戻り型です。 これにより、大規模
なコードベースの分析を並列化する場合
に、マップ・リデュース形式のプログラミ

ングが可能になります。 本記事のサンプ
ルではいずれのパラメータも不要である
ため、両方に Void を設定しています（リ
スト9 参照）。

オーバーライドした各メソッドの最終行
で、スーパークラス（super）のメソッド
を呼び出しています。 この結果、要素自

身が呼び出された後に、要素の子が呼び
出されます。 
 この処理は、前順走査と呼ばれます。 
super を呼び出すタイミングを変更するこ
とで、後順走査や間順走査も実行できま
す。

Java Compiler API の学習を進めるうち

public static class SimpleProcessor extends AbstractProcessor {
    public boolean process(
      Set<? extends TypeElement> types, RoundEnvironment env) {
        if(env.processingOver()) return false;
        int classCount = 0;
        int methodCount = 0;
        int fieldCount = 0;

        for(Element elem : env.getRootElements()) {
            if(elem.getKind() == ElementKind.CLASS)
                classCount++;            
            for(Element sub : elem.getEnclosedElements()) {
                if(sub.getKind() == ElementKind.FIELD)
                    fieldCount++;
                if(sub.getKind() == ElementKind.METHOD 
                        || sub.getKind() == 
                          ElementKind.CONSTRUCTOR)
                    methodCount++;
            }
        }
        
        u.p("total class count: " + classCount);
        u.p("total method count " + methodCount);
        u.p("total field count  " + fieldCount);
        return false;
    }
}

リスト7         リスト8         リスト9 

すべてのリストのテキストをダウンロード
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に、この API で使用される特定の語句を
理解できるようになります。 たとえば、ク
ラスを検索するためには、visitClass メソッ
ドではなくvisitType メソッドを使用しま
す。 
 技術的には、型には単純なクラスだけで
なく、 列挙型やインタフェースなども含ま
れます。 型（Type）とは、これらをまと
めて指す言葉です。 また、実行可能要素

（Executable）という用語は、メソッドと
コンストラクタの両方を指しますが、この
2 つは ElementKind によって区別できま
す。 変数（Variable）という語は、フィー
ルドとメソッド引数の両方を指します。 リ
スト9 の visitVariable メソッドは、変数の
親要素がクラスであるかをチェックしてい
ます。 親要素がクラスである場合は、そ
の変数はフィールドです。 それ以外の場
合は、このサンプルでは単純に無視して
います。

リスト9 のコードを実行した場合、以下
のような出力結果が得られます。

今度は、メソッド数が「3」ではなく「5」
と出力されました。しかし、実際のテスト・
ファイルには 4 つのメソッドしかありませ
ん。 なぜでしょうか。 忘れてはならない
のが、Java 言語仕様では、各クラスに少
なくとも1 つのコンストラクタが必要とさ
れていることです。 コンストラクタを作成
していない場合は、コンパイラによって自
動的に作成されます。 TestInnerClassク
ラスにはコンストラクタが明示的に記述さ
れていないため、コンパイラによって1
つ生成されました。このコンストラクタが、

5 つ目のメソッドの正体です。

複数のクラスに対する処理
前項までは、TestClassというトップレベ
ル・クラス 1 つのみを処理しました。 し
かし、実環境ではコードベース全体に対
する処理が必要になります。 Compiler.
getTask はファイルの Iterable を引数に取
るため、すべての処理対象ソース・ファ
イルのリストを手動で指定することは可能
です。ただし、これは膨大な作業である
ため、 代わりに、コマンドラインでコンパ
イラを実行する場合と同様に、コンパイ
ラが Javaファイルを再帰的に検索するた
めのソース・パスを設定できます。 ソー
ス・パスの設定には、ファイル・マネージャ
を使用できます（リスト10 参照）。

ファイル・マネージャには、場所
（Location）という考え方があります。こ
こでの場所とは、コンパイラが検索を行
う特殊な場所のことです。 ソースの場所
（Source）と出力場所（Output）は、コ
ンパイラにとって既知の標準的な場所で
あるため、サンプルではこれらの場所とし
て実際のファイル・パスを設定するだけ
で済みます。 fileManager.setLocationは、
ファイルの List を引数に取ります。そのた
め、必要に応じて複数のソースの場所を
指定できます。 
 本記事では単純に、XMLLib/src を示す
単一のファイルを使用します。このファイ
ルは、筆者が作成した小さな XML 処理ラ
イブラリです。 また、CLASS_OUTPUT の
場所はデフォルトのままとせずに、/tmp
を指定します。

ソースの場所の設定後も、filemanager.
list() を使用して対象ファイルをロードする
ことは必要です。 list() メソッドには、ファ

イルをフィルタするためのKindオブジェク
トのセット（Set）を指定する必要があり
ます。 サンプルでは、Javaソース・ファ
イルのみを取得するため、Kind.SOURCE
定数のみを含む Set を使用しています。 
Kind には他に、HTML、CLASS、OTHER
という定数もあります。 list メソッドは、
コンパイラ・タスクに渡すための最終的
なファイル・リストを返します。

コードベースの視覚化
コードベース全体を表現するための仕組
みが整ったため、ようやく「図の描画」と
いう楽しい作業に移ることができます。 こ
れ以降では、クラスを表す図を描画しま
す。

この図では、パッケージを横に並べ、

その下に、各パッケージに含まれるクラ
スを描画します。 
 各クラスの名前を表示し、さらに参照先
の別のクラスに向かう直線を描画します。 
この結果、すべてのクラスが視覚化され、
さらに他のクラスへの参照数がもっとも
多いクラスを視覚的に把握することがで
きます。 このように視覚化することで、
大規模なコードベースにおいて、通常は
コーディング中に気付くことのできないよ
うな広い視野で見たパターンがわかりま
す。 視覚化のサンプルにはかなりの量の
コードが必要になるため、本記事では重
要な部分のみを取り上げます。

サンプルではまず、コードベース内のク
ラス定義を表す、Clazというデータ・モ
デル・クラスを作成しました。 Clazクラ

total class count: 2
total method count: 5
total field count: 3

StandardJavaFileManager fileManager = 
  compiler.getStandardFileManager(null, null, null);
fileManager.setLocation(
  StandardLocation.CLASS_OUTPUT, Arrays.asList(new File("/tmp")));
        File pth = new File(
          "/Users/josh/projects/Leo/LeonardoSketch/Sketch/src/");
fileManager.setLocation(
  StandardLocation.SOURCE_PATH, Arrays.asList(pth));

Set<JavaFileObject.Kind> kinds = 
  new HashSet<JavaFileObject.Kind>();
kinds.add(JavaFileObject.Kind.SOURCE);

Iterable<JavaFileObject> files = fileManager.list(
        StandardLocation.SOURCE_PATH, "", kinds, true);
JavaCompiler.CompilationTask task = compiler.getTask(
        null, fileManager, null, null, null, files);

リスト10       

すべてのリストのテキストをダウンロード
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スには、各クラスの名前、パッケージ、ク
ラス参照のソート済みリストを格納します

（リスト11 参照）。
次に、CodeCounterという新しいプロ

セッサを作成しました。 このプロセッサ
は、検出したすべてのクラスを名前とパッ
ケージを使用して登録します。 また、クラ
スごとに、他のクラスに対する参照（他の
クラス型のメソッド・パラメータなど）を

検索します。 リスト12 に、CodeCounter
のコードの抜粋を示します。

最後に、GraphComponentという、デー
タ・モデルを描画する Swing コンポーネ
ントを作成しました。 GraphComponent
は、初回生成時に、すべてのクラス参照
をアルファベット順にソートし、矩形と線
を使用して画面上に描画します。  
図1に、XMLLibプロジェクトのコードベー

ス解析後の画面を示します。
言うまでもなく、XMLLibプロジェクト

のコードベースはかなり小規模です。 こ
の描画プログラムの真価を見せるために、

このサンプルを Leonardo Sketch のコー
ドに対して再度実行します。Leonardo 
Sketch は筆者が開発に取り組んできたフ
ル機能のベクター描画ツールであり、数

図1

図2

private static class Claz implements Comparable<Claz> {
    String qname;
    String sname;
    String pkgname;
    Set<String> refs = new HashSet<String>();
    List<String> sortedRefs = new ArrayList<String>();

    public int compareTo(Claz claz) {
        return this.qname.compareTo(claz.qname);
    }
}

リスト11         リスト12       

すべてのリストのテキストをダウンロード
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百のクラスが含まれています。 
 図 2 にこの描画結果を示します。

水平方向のスクロール・バーのサイズ
にお気づきでしょうか。 このコードベー
スには多数のクラスが含まれていますが、
私のラップトップで実行し描画したとこ
ろ、およそ 4 秒しかかかりませんでした。 
Javaコンパイラがかなり高速だということ
がわかります。 

まとめ
出力結果を慎重に調査した場合、ある
重要な点に気づきます。 このプロセッサ
では、メソッド引数やフィールドとして使
用される別クラスの参照は検出されます
が、メソッド内部にある変数要素は検出
されません。 つまり、興味深いことに、 
Annotation Processingフレームワークは
強力なツールではありますが、処理でき

るのはコードベー
スの API のみだと
いうことです。 クラ
ス、メソッド、フィー
ルドは検索されま
すが、メソッド内
部の実装までは調
査されません。

Annotation 
Processing では、
コードのロジック
やステートメント
が実際に処理され
るわけではありま
せん。 Java 言語
を構成する if 文や
for ループといった
ステートメントが

無視されています。 言うまでもなく、基
盤となるコンパイラではこれらのステート
メントが処理されます。しかし、その内容
は公開されません。 そのため、コード内
のすべての内容を本当に確認するために
は、Annotation Processing API 以上の機
能が必要になります。

本シリーズのパート2 では、Javaソー
ス・コードをステートメント・レベルまで
掘り下げて完全に処理する高度なコンパ
イラAPI について詳しく説明します。 クラ
ス構造全体のブラウズ、エラーのレポー
ト、現在のナビゲーション・パスの確認、
コードをブラウズする際の参考情報の表
示を行う、完全なカスタム・コード・ブラ
ウザを構築します。 そのために、まずは
javax.lang.model APIとcom.sun.source 
API を使用します。 

Javaコンパイラは非常に強力なツール
です。 上記の API を使用することで、こ
の Javaコンパイラの能力を活かして、非
常に生産的で面白い処理を実行できるよ
うになります。 </article> 

詳細
• javax.toolsパッケージ
• Java Compiler API

アノテーションの検
索
Annotation 
Processing API は、
アノテーションの検
索や操作を行うた
めのAPIです。アノ
テーションは一般
的に、Hibernate や
SpringなどのWeb
フレームワークにお
いて、冗長な XML
ファイルに置き換わ
る機能として使用さ
れています。 

LEARN MORE
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ポータル・サーバーは、エンター
プライズ Java の世界におい

て独特のニッチ市場を築いていま
す。 Java 開発者にポータル・サー
バーについて尋ねた場合、戸惑う
人や見当もつかないと言う人もい
る一方で、大きな価値や可能性が
あると捉える人もいます。 Javaベー
スのポータル・サーバーの当初の
目標は、通常は特定の組織内（イ
ントラネット）、複数の組織間（エ
クストラネット）、あるいは外部顧
客との間（インターネット）で行
われる、情報やアプリケーション
に対するWeb ベースのアクセスを
統一することでした。 しかし、年
月を経て、Java ベースのポータル・
サーバーは、以下のような幅広い
機能を提供するまでに進化しまし
た。

■■ ユーザーのパーソナライズ
■■ バックエンドのカスタマイズ
■■ シングル・サインオン（SSO）
■■ コンテンツ集約 
■■ ナビゲーション

■■ コンテンツ管理
■■ ソーシャル・ネットワーキング
（「エンタープライズ 2.0」）
■■ コラボレーション・ツール
■■ テーマ設定とレイアウト
■■ モバイルのサポート
■■ アプリケーション API 
ポータル・サーバーは強力な

アプリケーション・プラットフォー
ムであり、通常であれば開発者
が自ら作成しなければならない
機能の多くがすでに用意されてい
ます。 Oracle WebCenter や IBM 
WebSphere Portal のような堅牢
なエンタープライズ・クラスのポー
タル・サーバーが現在も活躍する
一方で、GateIn、Liferayといった
優れたオープンソース製品も登場
しています。 Joomla や Drupal な
ど、Java 以外の言語で記述され
た製品も概念的にはポータルと見
なされますが、一般的に、これら
の製品はコンテンツ管理システム
と呼ばれます。

ポータルを構成するアプリケー

ション・コンポーネントをポート
レットと呼びます。通常の Webア
プリケーションと同様の機能を実
装できますが、ポートレット自体
はポータル・サーバー内部で実行
されます。そのため、同じポートレッ
トを異なるポータル・ページ上に
配置することや、ポートレットに対
するアクセスをサーバーによって
制御することが可能です。 Portlet 
API は、ポートレットを構築するた
めの標準的な方法を提供するAPI
であり、主要なすべてのポータル・
サーバーでサポートされています。 

ポートレットを使用するおもな
メリットは、焦点を絞ったアプリ
ケーション・コンポーネントを作
成できる点にあります。 たとえば、
汎用的なポートレット（Google 
Maps のウィジェットなど）を作
成することもできますが、特定業
務向けのポートレット（新規の保
険金請求書を作成するアプリケー
ションなど）や、内部システムに
関する特定のビューを表示する

ポートレット（社内課題追跡ツー
ルで現在のユーザーの未解決の課
題のすべて表示するなど）を作成
することもできます。 ポートレット
を作成する場合、権限の定義方法
や全体的なルック・アンド・フィー
ル、ページ上のレイアウトなどを
気にする必要はありません。核と
なる機能のみに焦点を絞り、その
他の機能についてはポータルに委
ねることができます。 

ポートレットの構築には通常、
JavaServer Faces（JSF）、Spring 
MVC、Wicket などの一般的な
Webフレームワークを使用します。 
1 つの Webアプリケーション・アー
カイブ（WAR）に、任意の数のポー
トレットやサーブレットをまとめる
ことができます。この際、これらの
ポートレットやサーブレットが相互
に連携するかは問われません。 実
際のポートレットの統合は、ポート
レット・ブリッジを介して実現され
ます。ポートレット・ブリッジにより、
Webフレームワークが Portlet API

Ajaxによる応答性に優れたポートレット
間通信
相互に通信し、クライアント側で動的に更新されるポートレットの構築方法を学ぶ

KITO D. MANN
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と連携されるため、開発者は Webフレー
ムワークのプログラミング・モデルを引
き続き利用できます。 

注： 本記事で紹介するサンプルはすべ
て、Liferay Portal 上でテストを実施して
おり、Liferay Faces Bridge を使用してい
ます。 サンプル一式や、その他の設定ファ
イルなどのアーティファクトは、GitHub
からダウンロードできます。

本記事では、Neil Griffin 氏のすばらし
いサンプルの数々を出発点として使用し
ました。また、同氏には本記事の執筆に
おいても支援していただきました。心よ
り感謝いたします。 

通信方法
通常、ポートレットの焦点は特定の機能
セットに絞られているため、ポートレット
はさまざまなコンテキストにデプロイで
きます。 たとえば、Web 上にある任意
のビデオを再生するビデオ・プレーヤ・
ポートレットがあるとします。このポート
レットをコンテンツ管理ポートレットと同
じページに配置した場合は、コンテンツ
管理ポートレットで選択したビデオをビ
デオ・プレーヤ・ポートレットで再生で
きます。 この動作を実現するためには、
これらのポートレットが相互に通信する
必要があります。

Portlet API 2.0（最新バージョン）には、
ポートレット間通信（IPC）のための 3 つ
のオプション（パブリック・レンダー・パ
ラメータ、イベント、セッション状態）が
用意されています。
パブリック・レンダー・パラメータ： ポー
トレットはさまざまな種類のリクエストを
受信します。その 3 つの例が、レンダー、
アクション、イベントです。 レンダー・リ

クエストはポートレットのコンテンツを表
示します。アクション・リクエストは、ユー
ザーがリクエストしたアプリケーションの
アクティビティ（データベース内のデー
タの更新など）を実行します。イベント・
リクエストは、別のポートレットでイベン
トが発生したときに生成されます。

ポートレットでレンダー・リクエストを
受信した場合は、レンダー・パラメータ
を利用して表示する内容を判定できます 

（通常のサーブレット・ベースのアプリ
ケーションとは異なり、あるポートレット
でページ全体の更新がトリガされると他
のポートレットもレンダリングされる場合
があります）。 通常、レンダー・パラメー
タのスコープはポートレット・レベルで
あるため、レンダー・パラメータが複数
のポートレット間で共有されることはあり
ません。 しかし、特定のパラメータをパ
ブリックとして指定することで、ページ上
の他のポートレットからも使用可能にす
ることができます。 この方法で、ポート
レット内でアクションが発生した場合にパ
ブリック・レンダー・パラメータを設定
することができ、ページの更新時にその
ページ上の他のポートレットからもこの
パラメータを使用できるようになります。 
この結果、疎結合の軽量 IPCメカニズム
が実現します。

パブリック・レンダー・パラメータは、
異なるWebアプリケーションのポート
レット間で使用できます。また、リクエス
ト・パラメータであるため、値は文字列
にする必要があります。 JSF ポートレット
では、パブリック・レンダー・パラメー
タをオブジェクトのプロパティに自動的
にマッピングできます。 この方法により、
パブリック・レンダー・パラメータが存

在する場合はプロパティが自動的に更新
され、プロパティの変更時にはパブリッ
ク・レンダー・パラメータが自動的に生
成されます。

通常、パブリック・レンダー・パラメー
タのスコープは特定のポータル・ページ
です。そのため、別のページ上にあるポー
トレットとは通信できません。 ただし、
一部のポータル・サーバーには、この制
限を解除するオプションが用意されてい
ます。
イベント： イベントは、異なる複数のポー
トレット間で、イベント名と任意のペイ
ロードを通信するための仕組みです。 
ポートレットではアクション・リクエスト
の受信時に、1 つ以上のポートレット・
イベントを生成できます。 ポータル・サー
バーによってページが更新され全ポート
レットが再度レンダリングされる前に、受
信側のポートレットでイベントに応答でき
ます。

パブリック・レンダー・パラメータと同
様に、イベントは Webアプリケーション
から分離されているため、異なるWAR
に含まれる複数のポートレット間での通
信が可能です。 イベントによる通信はパ
ブリック・レンダー・パラメー
タによる通信よりも重い処理
ですが、イベントを使用する
場合は、文字列だけではなく
オブジェクトも送信できます。 
通常のイベントのスコープは
同一ページ上のポートレット
ですが、やはりポータル・サー
バーによりこの制限を緩和で
きます。
セッション状態：一般的な
Webアプリケーションでは、

セッション内にオブジェクトを格納するこ
とで、さまざまなオブジェクト（コントロー
ラ、バッキング Bean など）間の通信を
容易に実現できます。 このことは、ポー
トレット・アプリケーションでも同じです。 
ただし、Portlet 仕様では、2 種類のセッ
ション・スコープが定義されています。 
特定のポートレットに属するプライベー
ト・セッション・スコープ（PortletSession.
PORTLET_SCOPE）と、Webアプリケー
ション内のすべてのポートレットで利用で
きる共有スコープ（PortletSession 
.APPLICATION_SCOPE）です。 

これらのセッション・スコープの扱
い方は、ポートレット・ブリッジによっ
て異なります。 JSF ポートレット・ブ
リッジでは、暗黙的な変数を使用し
てスコープを公開しており、この変数
は #{httpSessionScope}という式言語

（EL）を使用して取得できます。 また、
PortletSession オブジェクトに直接アクセ
スすることもできます。 ただし、JSFアノ
テーションまたは XML 設定を使用してオ
ブジェクトをスコープ内に配置することは
できません。

セッション・スコープを利用した通信
は、大半の開発者にとって理
解しやすく、この方法を利用
すればオブジェクトを容易に
格納できます。 また、異な
るページ上にあるポートレッ
ト間の相互通信も可能です。 
ただし、言うまでもありませ
んが、その場合にはすべて
のポートレットを同じWebア
プリケーション内に配置しな
ければならないという欠点が
あります。 連携を意図した複

ポートレットの利点
ポートレットを使用
するおもなメリッ
トは、焦点を絞っ
たアプリケーショ
ン・コンポーネント
を作成できる点に
あります。

http://oracle.com/javamagazine
http://blogs.oracle.com/java
http://www.twitter.com/java
https://www.facebook.com/ilovejava
http://www.oracle.com/technetwork/java/index.html
http://java.net
mailto:JAVAMAG_US%40ORACLE.COM?subject=
http://www.liferay.com/community/liferay-projects/liferay-faces/bridge
https://github.com/kito99/ajax-portlet-ipc-examples
http://www.jcp.org/en/jsr/detail?id=286


ORACLE.COM/JAVAMAGAZINE  ///////////////////////////// MARCH/APRIL 2013

JA
VA

 T
EC

H

48

CO
M
M
U
N
IT
Y

JA
VA

 IN
 A

CT
IO

N
AB

O
U
T 
U
S

blog

//enterprise java / 

数のポートレットを一度に開発している
場合は特に問題はありませんが、 通信相
手のポートレットが別の Webアプリケー
ション内にある場合にはうまくいきませ
ん。たとえば、通信相手のポートレット
が別の部門の所有物である場合やサード
パーティ製のものである場合に、このよ
うな問題が発生する可能性があります。

なお、一部のポータル・サーバーで
は、セッションを介した通信の柔軟性を
高めるための非標準の設定に対応してい
ます。 たとえば、Liferay では、設定ファ
イル内で数個のパラメータを設定するこ
とで、アプリケーション・スコープのセッ
ション・データを別のポートレット・アプ
リケーションと共有できます。 

Ajax の導入
前項でページ全体の更新について簡単に
言及しました。 この点について触れたの
は、現代のリッチな対話型アプリケーショ
ンの構築を考えた場合に、Portlet API は
少し後れを取っているからです。 標準的
なポートレット・ライフサイクルは若干古
くなっています。 ポートレットがアクショ
ン・リクエストを送信すると、他の複数
のポートレットが含まれる場合でも、ポー
タル・ページ全体が更新されます。 通常
は、ページが表示される前に（おそらく
はセッション状態、パブリック・レンダー・
パラメータ、またはイベントに基づいて）、
他のポートレットでの出力内容を変更で
きますが、それでも結局はページ全体の
更新について議論することになるでしょう 

（ただしこの場合も、GateIn などの一部
のポータル・サーバーでは、製品固有の
方法によりこの問題を回避できます）。

Ajax のサポートは通常、リソース・リ

クエストによって実現されます。リソース・
リクエストは、一般的なポータルのライ
フサイクルの範囲外でレスポンスを返す
ことができる機能です。 この方法は、画
像、JavaScriptファイル、スタイルシート
などを取得する場合や、データ（JSON、
XML など）またはマークアップを返す場
合に便利です。 ポートレットは、ブラウ
ザからXMLHttpRequest オブジェクト経
由でリソース・リクエストを送信し、その
レスポンスに基づいてポートレット自身
を動的に更新することが可能です。この
場合、ポータルでは、同じページ上にあ
る他のポートレットを再度レンダリングす
る必要はありません。

問題は、リソース・リクエストには非
常に多くの制限があることです。 たとえ
ば、ポートレット・イベントの生成やパブ
リック・レンダー・パラメータの設定は
不可能です。 そのため、ポートレットか
らAjaxリクエストを開始する場合に、サー
バー上の別のポートレットと直接通信す
るためには、セッションを使用する以外
に方法はありません。 さらにその場合で
も、別のポートレットの UI を自動的に更
新するメカニズムはありません。 そのた
め、ポータル・ページ全体が更新される
までは、変更が反映されません。 

この制限の回避策は 2 つあります。 そ
れは、Ajax Pushとブラウザ内部での IPC
です。

Ajax Push
あるポートレットが、サーバーを経由し
て別のポートレットを更新するためには、
ページ全体の更新は行わずに変更内容
のみをブラウザにプッシュする手段が必
要になります。 データをサーバーからブ

ラウザにプッシュするプロセスは、Ajax 
Pushまたは Cometと呼ばれます（リバー
ス Ajax、HTTPストリーミング、HTTP サー
バー・プッシュという用語も使用されま
す）。

Portlet API には Ajax Push が組み込
まれていませんが、サードパーティ製
のライブラリを使用してAjax Push を実
現できます。 人気の高いオープンソー
ス・ライブラリとして、Atmosphere、
CometD、ICEpush、Direct Web 
Remoting（DWR）などがあります。 ほ
とんどの Webアプリケーション・フレー
ムワークは、これらのライブラリのいず
れかと統合されます（たとえば Grails、
Spring、GWT、Wicket、Vaadin には、
Atmosphereプラグインが用意されてい
ます）。 

JSFアプリケーションでは、通常、コ
ンポーネント・ライブラリを上記の低レ

ベル・ライブラリのいずれかと統合する
ことで、Ajax Push をサポートしていま
す。 たとえば、ICEfaces は ICEpush の
内部処理を、RichFacesとPrimeFaces
では Atmosphere を利用しています。 
また、Oracle ADF Faces Rich Client で
は、Oracle Application Development 
Frameworkスタックに含まれるActive 
Data Services を利用しています。 

使用するWebフレームワークや Ajax 
Pushライブラリの種類を問わず、いくつ
かの通信パターンがあります。 通信元と
通信先のポートレットが同じWebアプリ
ケーションに含まれる場合は、ポートレッ
ト・セッションを経由して通信した後に、
Ajax Push 経由で UI を更新します。 ユー
ザーが Portlet A を操作すると、Portlet A
がサーバーに Ajaxリクエストを送信しま
す。このサーバーでデータが Portlet Bと
共有され、その後、更新内容が Portlet 

図1

図2
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http://www.jboss.org/richfaces/
http://primefaces.org/
http://www.oracle.com/technetwork/developer-tools/adf/overview/index-092391.html
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B にプッシュされます（図 1 参照）。
一方、通信元と通信先のポートレット

が別々の Webアプリケーションに含まれ
る場合は、ポートレット・セッション経由
での通信は不可能ですが、サーバー上
にある通信元のポートレットからクライ
アント上にある通信先のポートレットに
データをプッシュできます。 このシナリオ
では、ユーザーがPortlet Aを操作すると、
Portlet A がサーバーに Ajaxリクエストを
送信します。その後、更新内容がクライ
アント上の Portlet B にプッシュされます。
オプションとして、このクライアントから
Ajax 経由でサーバー側の対応するポート
レットを更新できます（図 2 参照）。

以降では、この通信の仕組みについ
て、具体的なフレームワークを使用して
詳細を説明します。 非常にシンプルな
シナリオについて、2 つのポートレット
の実装を確認します。 1 つは、Counter
ポートレットです。このポートレットは、
ユーザーがボタンをクリックするたび
に値を 1 ずつ増やします。もう1 つは、

CounterViewer ポートレットです。この
ポートレットは、カウンタの現在値で動
的に更新されます。 図 3 に、この 2 つ
のポートレットを Liferay Portal で実行し
た様子を示します。 
ICEfacesとICEpush：ICEsoft の ICEpush
という製品は、堅牢な Ajax Push 機能
を提供しており、Spring MVC、Grails、
Wicket、JSF など、ほぼすべての Webフ
レームワークと連携できます。 ICEpush
はロングポーリングを使用します。ロン
グポーリングでは、プッシュ通知を行う
ためにサーバーとの接続が維持されま
す。 ロングポーリングは必ずしもAjax 
Pushのもっとも効率的な実行手段ではあ
りませんが、すべてのブラウザで動作し、
すべてのアプリケーション・サーバーと
連携します。 ICEpush では Servlet 3 の
非同期リクエスト処理（ARP）を利用で
きます。また、ICEsoft は、ICEpushより
スケーラビリティに優れた商用製品も販
売しています。 

ICEpush を使用する ICEfaces JSFコン
ポーネント・スイートには、Direct-to-
DOMレンダリングと呼ばれる機能があり
ます。これは、ページ内の関連する部分
を自動的に更新する機能です。 クライア
ント上での特別な設定は必要なく、普通
の JSFアプリケーションを開発するだけ
で済む点が、Direct-to-DOMレンダリン
グの良いところです。

リスト1 に、Counter ポートレットの
Facelet ページを示します。 

このページには 1 つのボタンがありま
す。ユーザーがこのボタンをクリックする
と、Counter.increment() メソッドが実行
されます。 

 リスト2 に、JSF バッキング Bean の
Counterクラスを示します。

Counter はリクエスト・スコープの
Bean ですが、値はポートレット・セッ
ション内に格納されるため、同じくリク
エスト・スコープの CounterViewerと
値を共有できます。 プライベート・セッ
ションではなく、アプリケーション・レベ
ルの共有セッションにアクセスするため
に、暗黙的な httpSessionScope 変数を
portletSessionプロパティにインジェク
ションしています。

ICEfaces で Ajax Push を実装するため
には、PushRenderer を使用して、バッ
キング Bean をレンダー・グループに登

図3

すべてのリストのテキストをダウンロード

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<f:view xmlns="http://www.w3.org/1999/xhtml"
   xmlns:aui="http://liferay.com/faces/aui"
   xmlns:f="http://java.sun.com/jsf/core"
   xmlns:h="http://java.sun.com/jsf/html"
   xmlns:ice="http://www.icesoft.com/icefaces/component"
   xmlns:ui="http://java.sun.com/jsf/facelets">
   <h:head>
      <h:outputStylesheet library="example" name="portlet.css" />
   </h:head>
   <h:body>
      <ice:form id="form">
         <ice:commandButton id="count" actionListener="#{counter.
increment}"
            value="Count">
         </ice:commandButton>
      </ice:form>
   </h:body>
</f:view>

リスト1        

http://oracle.com/javamagazine
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http://www.icesoft.org/wiki/display/ICE/Direct-to-DOM+Rendering
http://java.net/projects/java-magazine/downloads/directory/MarchApril2013
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録するだけです。 Counter の生成時に、
Counter.COUNTER_RENDER_GROUPと
いう名前のレンダー・グループにセッショ
ンを登録しています。 この Bean が破棄
される際には、preDestroy() メソッド内
で、グループからセッションを削除します。
preDestroy() メソッドは、（@PreDestroy
アノテーションが付与されているため）
JSF によって自動的に呼び出されます。 
 

Ajax Push による更新は、increment()
メソッド内で示しているとおり、
PushRenderer.render() にレンダー・グ
ループの名前を渡して呼び出すことで起
動されます。 ICEfaces では、状態が変更
されたグループ内のすべてのページに対
して、更新内容が自動的にプッシュされ
ます （セッション全体を 1 つのレンダー・
グループに関連付けるのではなく、個々
のページを関連付けることもできます）。

CounterViewer ポートレットは
Counter ポートレットよりもさらに単
純です。 Facelet ページ（リスト3 参
照）には 1 つのコンポーネントのみが
含まれます。このコンポーネントは、
CounterViewer バッキング Bean（リスト
4 参照）から取得したカウンタ値を表示
します。 

CounterViewer は、単純にセッション
からカウンタ値を取得します。 プッシュ
更新を受信するために、CounterViewer
のセッションもCounterと同じレンダー・
グループに登録されています。 

必要な作業は以上です。これで、
Counter ポートレット内のボタンがクリッ
クされるたびに、ICEfaces によって自動
的に CounterViewer UI が更新されるよ

うになります。 大部分において、設定を
追加する必要はほとんどありませんが、
プッシュ動作を変更するために使用でき
るいくつかのオプションがあります。 た
だし、注意点が 1 つあります。ICEFaces 
Community Edition では、ポートレット
が 1 つでも別の Webアプリケーション
内にある場合、この方法は機能しません

（Enterprise Edition にはこの制限はあり
ません）。
AtmosphereとPrimeFaces：
Atmosphere では基本的に、1 つのプッ
シュ・ライブラリにより全体が制御され
ます。 ICEpush のような 1 つの特定のト
ランスポート・メカニズムに頼るのでは
なく、ブラウザとアプリケーション・サー
バーの能力に基づいて、もっとも適した
メカニズム（ロングポーリング、HTML5 
WebSockets、Server-Sent Events、HTTP
ストリーミング、または JSON-P）が選択
されます。 そのため、Atmosphereア
プリケーションでは一般的に、利用でき
る中でもっとも効率性に優れたトランス
ポートが使用されます。 ただし、この仕
組みが正常に動作するためには、アプリ
ケーション・サーバーを適切に構成する
必要があります。また、一部のケースで
は、WebSockets などの機能に対するブ
ラウザのサポートにバグや微妙な差異が
あります（wiki をお読みください）。 

Atmosphere は、純粋な JAX-RS を
含むさまざまな環境において、多様な
Webフレームワーク（GWT、Grails、
Vaadin、Wicket、RichFacesまたは
PrimeFaces を利用した JSF）と共に動作
します。 Atmosphereフレームワークは
非常に有能であり、クライアント側とサー
バー側の両方に対して多数の機能が提供

すべてのリストのテキストをダウンロード

@RequestScoped
@ManagedBean
public class Counter {

   public static final String COUNTER_KEY = "count";
   public static final String COUNTER_RENDER_GROUP = 
"counter-render-group";

   @ManagedProperty("#{httpSessionScope}")
   private Map appSession;

   public Counter() {
      PushRenderer.addCurrentSession(COUNTER_RENDER_GROUP);
   }
   @PreDestroy
   public void preDestroy() {
      PushRenderer.removeCurrentSession(COUNTER_RENDER_GROUP);
   }
   public Integer getValue() {
      Integer value = (Integer) getAppSession().get(Counter.COUNTER_KEY);
      return value == null ? 0 : value;
   }
   private void setValue(Integer value) {
      getAppSession().put(Counter.COUNTER_KEY, value);
   }
   public void increment() {
      setValue(getValue() + 1);
      PushRenderer.render(COUNTER_RENDER_GROUP);
      System.out.println(
"Counter value incremented to: " + getValue());
   }
   public Map getAppSession() {
      return appSession;
   }
   public void setAppSession(Map portletSession) {
      this.appSession = portletSession;
   }
}

リスト2         リスト3         リスト4
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されています。 また、お使いの Webフ
レームワークとAtmosphere が統合され
る場合は、そのフレームワークのプログ
ラミング・モデルとの統合が容易な API
を使用できます。 API を使用できる例と
して、PrimeFacesとの統合があります。
PrimeFaces は、Atmosphere のリーダー
であるJeanfrancois Arcand 氏が基本設
計を担当しており、JSFとの親和性が高く
使いやすい API が提供されています。

これ以降は、PrimeFaces Push を
使用した Counter ポートレットと
CounterViewer ポートレットの作成方法
を説明します。 リスト5 に、Counter ポー
トレットの Facelet ページを示します。 
 

このページはリスト1とほぼ同じです。 
Counter.increment() を実行する1 つの
ボタンがあります。 
 ICEfacesと同様に、プッシュAPI には
Counter バッキング Bean 内でアクセスし
ます（リスト6 参照）。

Atmosphere では、名前付きチャネル
に対してプッシュ通知を送信します。ク
ライアントからは、この名前付きチャネ
ルを開きます。 increment() メソッドは
Counter 値を 1 ずつ増やしますが、そ
れだけではなく、PushContext を取得し
て、チャネルに新しい値をプッシュしてい
ます。 ポートレット・セッション ID をチャ
ネル名に追加している点に注意してくだ
さい。この操作によって、同じセッション
内のポートレットのみがプッシュ通知を受
信できるようになります。 セッション ID
を追加しない場合、同じサーバー上にあ
るすべてのCounterViewer ポートレット・
インスタンスが同じ更新内容を受信する
ことになります。この方法が有効である

ケースもあります（株式相場表示ツール
の更新など）。 しかし本記事のサンプル
では、同じユーザーがアクセスしている
2 つのポートレット間の通信について検
討します。

チャネルを確立できたため、次に、
CounterViewerのページで更新内容を受
信するために、チャネルを監視する必要
があります。 PrimeFaces には、便利な
<p:socket>というタグがあります。この
タグは、チャネルの監視を自動的に処理
するために、Atmosphere の JavaScript 
API をカプセル化したものです。 また、
PrimeFaces の <p:ajax> の動作を利用し
て、クライアントでのメッセージの受信
時に、サーバー上にあるCounterViewer
ポートレット・インスタンスを更新するこ
ともできます。 リスト7 に、<p:socket>
で<p:ajax>を使用する場合のマークアッ
プ方法を示します。 

channel 属性では、CounterViewer.
channelプロパティからチャネル名を
取得しています。また、onMessage
属性には、handleMessage()という
JavaScript 関数を指定しています。この
関数は、サーバーから受信した通知に
応答します。 <p:ajax>タグは、プッシュ・
メッセージの受信時に実行される動作を
作成します。 このサンプルでは、サーバー
上の hiddenCountValue 要素の値を更
新しています （プッシュ・メッセージの受
信後に必ずサーバー側を更新しなけれ
ばならないわけではありません 
 
）。

残念ながら、<p:socket> コンポー
ネントは、ページを生成したポートレッ

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<f:view xmlns="http://www.w3.org/1999/xhtml"
   xmlns:aui="http://liferay.com/faces/aui"
   xmlns:f="http://java.sun.com/jsf/core"
   xmlns:h="http://java.sun.com/jsf/html"
   xmlns:p="http://primefaces.org/ui"
   xmlns:ui="http://java.sun.com/jsf/facelets">
   <h:head>
      <h:outputStylesheet library="example" name="portlet.css" />
   </h:head>
   <h:body>
      <h:form id="form">
         <p:commandButton value="Count" actionListener="#{
counter.increment}" />
      </h:form>
   </h:body>
</f:view>

リスト5         リスト6         リスト7 

すべてのリストのテキストをダウンロード
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ト・アプリケーション内にチャネルがホ
ストされることを前提としています。 そ
のため、リスト7 のコードのままでは、
CounterViewer に対応するWebアプリ
ケーションがチャネルを開くことになりま
す。 CounterとCounterViewer は別々
のポートレット・アプリケー
ション内にあり、プッシュ・
リクエストは Counter アプリ
ケーションから送信されるた
め、リスト7 のコードは動作
しません。 

この問題を解決するため
に、PrimeFaces JavaScript 
API を直接使用すること
で、チャネルを開くため
の URL をより詳細に制御
できます。 リスト8 のコー
ドは、<p:socket> および
<p:ajax> によって生成され
るコードと同じですが、プッ
シュ・チャネル用の URL が
カスタマイズされています。

<p:socket> に対して送信
されるurl パラメータが、Counter ポー
トレットのアプリケーションを指している
点に注意してください（primepush は
PrimeFaces Push サーブレットの名前で
す）。 #{view.getClientId(facesContext)}
という式では、このポートレットを囲い込
む要素の ID を取得します（<p:ajax> の
動作により、この接頭辞が自動的に追加
されます）。 

リスト9aと9b に、CounterViewer の
Facelet ページ全体を示します。 

このページは、ICEfaces のサンプル（リ
スト3）と比較して、少し複雑になってい

ます。 CounterViewerのvalueプロパティ
を表示するための出力コントロールを記
述するほか、サーバーとの接続を確立し、
通知を手動で処理する必要があります。 
また、PrimeFaces JavaScript API を直接
使用するため、primefaces.jsとpush.js

の各リソースを手動で追加
する必要もあります。

handleMessage() 関数
は、サーバーからペイロー
ドを受信します。このサン
プルの場合、ペイロードは
単に、Counter ポートレッ
トから取得したカウンタ値
となります。 その後、新
しい値を表示するように
出力コントロールを更新
し、また、その値を使用
して非表示フィールドも更
新します。 前述のとおり、
この非表示フィールドは、
CounterViewer バッキング
Bean に値を送り返す Ajax
処理で使用されます。

CounterViewerクラス（リスト10 参照）
には、カウンタ値とチャネルのプロパティ
のみが含まれています。 

リスト10 からわかるように、Ajax Push
を PrimeFaces および Atmosphereと組
み合わせて使用することは、プログラミ
ングの観点からは非常に簡単です。 少し
設定を追加するだけで済み（web.xml 内
で PrimeFaces Push サーブレットを設定
する必要があります）、言うまでもなく、
Atmosphere 設定も中心となるコンテン
ツに合わせて自由に調整できます。 選択
したアプリケーション・サーバーとブラウ
ザの要件によっては、システム全体を正

常に稼働させるために微調整が必要にな
る場合もあります（wiki をお読みくださ
い）。 

ICEfacesとは異なり、PrimeFaces 
Push では、UI の自動更新は実行されま
せん。 一方で、相互に通信する両方の

ポートレットを同じWebアプリケーショ
ン内に配置しなければならないという要
件もありません。 

ブラウザ内部での通信 

channelViewerSocket = new PrimeFaces.widget.Socket({
   url:"/primefaces-ipc-counter/primepush#{counterViewer.
channel}",
   autoConnect:true,
   transport:"websocket",
   fallbackTransport:"long-polling",
   onMessage:handleMessage,
   behaviors: {
      message: function(a) {
      PrimeFaces.ab({
         source:"#{view.getClientId(facesContext)}:form",
         event:"message",
         process:"#{view.getClientId(facesContext)}:form:
hiddenCountValue"
     },
     arguments[1])}
  }
});

リスト8         リスト9a         リスト9b         リスト10

すべてのリストのテキストをダウンロード
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Ajax Push の代わりに、ブラウザ内で IPC
を扱うという方法もあります。 Portlet A
は JavaScriptを介してPortlet Bと通信し、
その後 Portlet B を自動的に更新できま
す。 いずれのポートレットからも、Ajax
を介した通信によってサーバーを常に最
新状態に保つことが可能です。 この方法
を図 4 に示します。

少数のカスタム・ポートレットを構築し
ている場合は、ポートレット間の相互通
信を JavaScript 内でハードコーディング
したいという誘惑に駆られるかもしれま
せん。 しかし、この方法には拡張性があ
りません。 ポータル・サーバーは、各ペー
ジの Document Object Model（DOM）
階層を管理していますが、ポートレット
内の DOM 要素の ID が常に同じ識別子
となることを保証するのは、不可能では
ないにしても困難です。 ポートレットを
再デプロイした場合や、ポータル・サー
バーを新しいバージョンにアップグレード
した場合、あるいはポートレットを別の
ポータル・サーバーにデプロイした場合
に、ハードコーディングされたコードが
動作しなくなるおそれがあります。 

そのため、分離されたクライアント側
のイベント・バス経由で通信を処理しま
す。これは、Portlet API がサーバー上で

提供する機能です。 Portlet API にはこの
クライアント側の機能がないため、ポー
タル製品固有の機能を利用するか（た
とえば、Liferay は JavaScript API を提
供しています）、jQuery などの既存の
JavaScriptライブラリ内のイベント・メカ
ニズムを利用するか、あるいは独自の機
能を開発します。 

jQuery は非常に広範に普及してお
り、使いやすく、異なるポータル・サー
バー間での移植性もあります。そのた
め、これ以降では jQuery イベントを使
用した場合の Counter ポートレットと
CounterViewer ポートレット間の通信方
法を確認します。 リスト11 に、標準的
な JSFと jQuery イベントを使用した場合
の、Counter ポートレットの Facelet ペー
ジを示します。

ユーザーが「Count」ボタンをクリッ
クしたときに Ajaxリクエストを発行して
います。その際に、標準的な JSFタグを
使用し、Ajax イベントに対応するための
sendCount() 関数を送信しています（サ
ポートされるイベントは、エラー、成功、
または完了です）。 
 
 この Ajaxリクエストは、サーバー上の
CounterバッキングBean（リスト12参照）

図4

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<f:view xmlns="http://www.w3.org/1999/xhtml"
   xmlns:aui="http://liferay.com/faces/aui"
   xmlns:f="http://java.sun.com/jsf/core"
   xmlns:h="http://java.sun.com/jsf/html"
   xmlns:ui="http://java.sun.com/jsf/facelets">
   <h:head>
      <h:outputStylesheet library="example" name="portlet.css" />
      <h:outputScript library="example" 
name="jquery-1.8.2.js" target="head"/>
   </h:head>
   <h:body>
      <h:outputScript>
      function sendCount(data) {
         if (data.status == "success") {
            var value = document.getElementById(
"#{view.getClientId(facesContext)}:form:
hiddenCountValue") 
.value;
            jQuery(document).trigger("count", value);
         }
      }
      </h:outputScript>
      <h:form id="form">
         <h:commandButton id="count" 
actionListener="#{counter.increment}"
            value="Count">
            <f:ajax render="hiddenCountValue" 
onevent="sendCount" />
         </h:commandButton>
         <h:inputHidden id="hiddenCountValue" 
value="#{counter.value}" />
      </h:form>
   </h:body>
</f:view>

リスト11         

すべてのリストのテキストをダウンロード
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の increment() メソッドを実行し、さらに
クライアント上の非表示フィールドを更新
します。 
 
 

成功の場合は、まず sendCount() で
カウンタ値が取得されます。この値は、
サーバーから返され、非表示フィールド
にすでに格納されています。 次に、ブラ
ウザ内で「count」というjQuery イベン
トがトリガーされ、カウンタ値が送信さ
れます （PrimeFaces などの一部の JSFコ
ンポーネント・ライブラリでは、非表示
フィールドを必要とせずに Ajaxリクエス
トから直接ペイロードを取得できるAPI
が提供されています）。 jQuery イベント
は DOM 要素に関連付ける必要があるた
め、このサンプルではルート・ノードの
documentを使用しています。そのため、
ページの内容を問わずイベントが常に送
信されます。

CounterViewer ポートレットで必要と
なる処理は、「count」イベントを監視す
るための関数を、jQuery on() メソッド
を使用して登録することだけです。 ポー
タル・サーバーでの JavaScriptリソース
の処理方法にかかわらずリスナーが動作
することを保証するために、jQuery の
ready() メソッドを使用してこの関数の登
録処理を実行します。ready()メソッドは、
ページがロードされたときに実行されま
す。 CounterViewer Facelet ページをリ
スト13 に示します。 
「count」イベントのリスナー内では、

ポートレットが Counter ポートレットから
カウンタ値を取得した後、表示用の 1 つ
の DOM 要素を更新し、さらに、サーバー
にデータを送り返すための非表示の入力

コントロールも更新しています。 次に、
JSF Ajax API を使用して入力コントロール
の値をサーバーに送り返して、ポートレッ
トのバッキング Bean を更新しています。

クライアント側の IPC は、関連するポー
トレットをすべて管理できる場合に適切
に動作します。 この方法を採用する場合、
要件によっては、本記事のサンプルで示
したように、送信側のポートレット、受
信側のポートレット、またはその両方を
更新するための Ajaxリクエストが必要で
す。 この方法は、JavaScript に関する一
定の専門知識があるチームで使用する場
合により効果的です。 

Portlet API について
リソース・リクエストは、ポータル・ペー
ジの全ライフサイクルの範囲外で実行可
能な唯一のポートレット・リクエストです。
リソース・リクエストでは、仕様に組み
込まれている2つの IPCメカニズム（ポー
トレット・イベントと共有パブリック・パ
ラメータ）を作成することはできません。 
つまり、Ajaxリクエストへの応答時にポー
トレット間での通信が禁止されています。 
通信はポートレット・セッション経由で実
行できますが、その場合でも、別のポー
トレットの UI を更新するための組込みの
手法はありません。 

Portlet API に関しては、応答性に優れ
た IPC を実行するために、次の 2 つの条
件を満たす必要があります。 （1）リソー
ス・リクエストでイベントや共有パブリッ
ク・パラメータを生成できること、そし
て、（2）ポータル・サーバーでページの
部分的な更新（つまり、変更されたポー
トレットのみの更新）をサポートすること
です。

@SessionScoped
@ManagedBean
public class Counter {
   private int value;

   public int getValue() {
      return value;
   }
   private void setValue(int value) {
      this.value = value;
   }
   public void increment() {
      setValue(getValue() + 1);
      System.out.println(
"Counter value incremented to: " + getValue());
   }
}

リスト12         リスト13

すべてのリストのテキストをダウンロード
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（2）に関する理想的な解決策は、通
常の Ajax のリクエストとレスポンスを、
カスタマイズされた Ajaxライフサイクル
で扱うことです。 これはまさに、JSF を使
用して行ってきたことです。 Ajaxリクエス
トに対して、JSFフレームワークは特定の
UIコンポーネントを実行します。 レスポ
ンスには、必要なコンポーネントのみが
含まれており、ブラウザ内の JavaScript
コードによりDOM の適切な部分が更新
されます。 ポータル・サーバーでは、ペー
ジ全体を更新するのではなく、UI が変更
されたポートレットから特定の更新内容
を送り返し、各ポートレットでその変更
内容を適用するための JavaScriptコール
バックを提供することが可能です。

幸いにも、Portlet 仕様の次のバー
ジョンに関する議論が始まっています。 
Ajax の（そして、その結果としてリソー
ス・リクエストの）柔軟性を向上させ
ること、および今後導入予定の JSR 356
（Java API for WebSocket）によって
WebSockets をサポートすることが、機
能拡張の候補となっています。 

まとめ
本記事では、複数のポートレット間で通
信を行うためのさまざまな方法を説明し
ました。 Portlet 仕様には、パブリック・
レンダー・パラメータ、ポートレット・イ
ベント、そしてポートレット・アプリケー
ション・セッションという組込みオプショ
ンがあります。 残念ながら、これらのオ
プションは、現代の Ajax ベースのアプリ
ケーションにおいてユーザーが通常期待
するような、ページを部分的に更新する
処理をネイティブではサポートしていま
せん。 しかし、Ajax Push を使用するこ

とで、ページの部分的な更新が可能にな
ります。

本記事では、ICEfaces（およ
び ICEpush）を使用したサンプルと
PrimeFaces（および Atmosphere）を使
用したサンプルを紹介しました。 また、
代替手段として、ページの部分的な更新
をクライアント側で処理することも可能で
す。これについては、jQuery イベントを
使用した方法を説明しました （これらの
技術は一部のポータル・サーバーでは機
能しない可能性がある点に注意してくだ
さい）。

次のバージョンの Portlet 仕様では、
ページの部分的な更新がネイティブで
サポートされる見込みですが、現在の
ところは、Ajax Push や、jQuery などの
JavaScriptライブラリを使用して通信す
る、応答性に優れたポートレットを構築
できます。 </article>
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本シリーズのパート1 では、
JavaFXアプリケーションで

Springフレームワークを活用し、
依存性注入（DI）によってユー
ザー・インタフェース間の関連付
けを行う方法について説明しまし
た。 この方法を紹介する際に、
複数の画面とバックエンドの Web
サービスで構成されるサンプルの
顧客データ・アプリケーションを
使用しました。

パート2 では、アプリケーショ
ンの中心となるデータ画面の構築
方法について説明します。 UI の
作成には、JavaFX TableView を
使用します。この TableView の更
新は、Spring RestTemplate を使
用して、1 行で記述できるWeb
サービスの呼び出しによって行
います。 さらに、アプリケーショ
ンのセキュリティを強化するため
に、ログイン・ページと、Spring
の認証 / 認可機能を使用した権
限ベースのセキュリティ機能を追
加します。

本記事の最後では、Java EE 標
準ベースの DI を使用した別の実
装方法を紹介し、Springフレーム
ワークなどのJava EEテクノロジー
をクライアント・アプリケーション

で使用するメリットとデメリットを
説明します。

JavaFX TableView の使用
TableView は、JavaFX 2 で新た
に導入されたもっとも重要なコン
トロールの 1 つであり、本記事で
作成する顧客データ・アプリケー
ションのようなデータ中心型アプ
リケーションの中核を成すもので
す。

HTML のテーブルとは異なり、
TableView はレイアウトを目的と
したものではなく、むしろ、スプ
レッドシートや Swing の JTable
コントロールに近い機能を有しま
す。 任意の数の列にプロパティ
を定義でき、各列にはテーブルの
データ・オブジェクトのプロパティ
から取得したデータが表示されま
す。

TableView では下層のモデル
として、データ・オブジェクトの
ObservableList を使用します。
データ・オブジェクトを直接変更
することで、TableView 内に描画
されるデータを動的に更新できま
す。 TableView の重要な要素に
ついて、図 1 に視覚的に示します。

テーブルを作成する際に、開

発者が TableRow インスタン
スについて考慮する必要は特
にありません。TableRow は、
ObservableList の各項目に基
づいて自動的に生成されます。 
開発者が行う作業は、オブジェ
クトの各プロパティに対応する
TableColumn インスタンスの設
定と、各セルに対して作成される
ノードをカスタマイズするための
TableCell ファクトリの作成（オプ
ション）だけです。 

JavaFX でオブジェクトを作成す

る方法は 2 種類あり、標準のコン
ストラクタおよび setter を使用す
るか、またはオブジェクト・ビル
ダーを使用します。 オブジェクト・
ビルダーを使用する方がコード量
の削減と可読性の向上につなが
るため、本記事のサンプルではオ
ブジェクト・ビルダーを使用して
テーブルを設定しています。 デー
タ・テーブルを作成するためのメ
ソッドをリスト1 に示します。

リスト1 のコードには注目すべ
き点がいくつかあります。

Spring を利用して、JavaFX アプリケーションの中心的なデータ画面を構築する
STEPHEN CHIN
BIO

パート2

JavaFX in Spring

図1
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■■ JavaFX のビルダーは完全に型保証さ
れています。 そのため、ジェネリクス

（総称型）の宣言がやや複雑ですが、
実行前のコンパイル段階で誤りを検
出できます。

■■ モデルの関連付けは、各項目を含む
ObservableList を指定するだけで簡
単に実行できます。

■■ プロパティの参照にはプロパティ名を
使用します。プロパティは、デフォル
トの CellFactory によって、Labelコン
トロール内に含まれるテキスト文字列
として描画されます。 

■■ テーブルのスタイルは、インライン・
スタイルで設定しています。 このスタ
イル設定を CSSファイルに移動して、
コードから取り除くこともできます。
この少ないコードだけで、図 2 のよう

な見栄えの良いデータ・テーブルを作
成できます （図 2 には著名な Java 技術
者の名前が並んでいますが、何人お分
かりでしょうか）。 デフォルトでは、列の
リサイズやソート、さらに並べ替えまで

も、ドラッグ・アンド・ドロップで実行
できます。

1 行で記述できるWeb サービス
Spring RestTemplate は、HTTP ベース
の Web サービスにアクセスするための、
優れたクライアント向けライブラリです。 
Spring のモデル・ビュー・コントロー
ラ（MVC）型のバックエンドと透過的
に連携するだけでなく、適切なスタブ・
オブジェクトを作成することで、標準の
JAX-RS Web サービスと連携することも
できます。

設定を少し行うだけで、ほとんどの
RestTemplateの操作を1行のJavaコー
ドで記述できるようになります。 たとえ
ば、すべての顧客のリストをバックエン
ドから取得するために必要な作業は、リ
スト2 のように、1 行のコードを実行す
るだけです。 このコードでは、最低限
のパラメータ（Web サービスの URL、
戻り型に適合したモデル・オブジェクト）
のみを指定しています。

この 1 行のコードを動作させるために
は、ちょっとした設定が必要です。 まず
必要となるのが、RestTemplate のイン
スタンスです。Spring の変数を使用し、

このインスタンスをモデル・クラスに直
接インジェクションできます（リスト3 参
照）。

この変数の設定後、

すべてのリストのテキストをダウンロード

@SuppressWarnings("unchecked")
private Node createDataTable() {
    StackPane dataTableBorder = new StackPane();
    dataTableBorder.getChildren().add(tableView);
    dataTableBorder.setPadding(new Insets(8));
    dataTableBorder.setStyle("-fx-background-color: lightgray");
    tableView.setItems(controller.getCustomers());
    tableView.getColumns().setAll(
        TableColumnBuilder.<Customer, String>create()
            .text("First Name")
            .cellValueFactory(
new PropertyValueFactory<Customer, String>("firstName"))
            .prefWidth(204)
            .build(),
        TableColumnBuilder.<Customer, String>create()
            .text("Last Name")
            .cellValueFactory(
new PropertyValueFactory<Customer, String>("lastName"))
            .prefWidth(204)
            .build(),
        TableColumnBuilder.<Customer, String>create()
            .text("Sign-up Date")
            .cellValueFactory(
new PropertyValueFactory<Customer, String>("signupDate"))
            .prefWidth(351)
            .build()
    );
    tableView.setPrefHeight(500);
    return dataTableBorder;
}

リスト1         リスト2         リスト3         

図2
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CustomerAppConfiguration 内で Bean
定義を使用して値をインジェクションで
きます（リスト4 参照）。

Customer オブジェクトは、ID、日付、
名前の getterとsetter を含む単一のク
ラスです。 重要な点として、このクラス
はサーバー上で使用するクラスと完全に
同一であるため、冗長なコードが存在
しない点に注意してください。

注：Customer オブジェクトやバッ
クエンド・サーバーのコードを含む全
ファイルのソースコードについては、
GitHubプロジェクトを確認してください。

サーバーのオブジェクトを取得するた
めに RestTemplate を呼び出した後は、
以下のようにテーブルの ObservableList
の内容を更新するだけで、テーブルの
値を設定できます。

モデル・クラスのコードをリスト5 に
示します。リスト5 には、テーブルおよ
びバックエンドの Web サービスに顧客
を追加するメソッドや、顧客を削除する
メソッドも含まれています。

注目すべき点は、RestTemplate を使
用した顧客の新規追加や削除が、リスト
の取得と同じくらい簡単であり、1 行で
記述できるところです。 同様に、テーブ
ル・モデルの更新も、ObservableList
型のリストであるcustomers に対し、要
素を追加または削除するだけの単純な
操作です。その操作の結果は UI に即座
に反映されます。

Spring Security による認証と認可

前項までに、データを操作するための
サーバー上のルーチンを作成できたた
め、次にログイン画面を追加し、さらに
アクセス権のないユーザーがデータベー
スを削除できないように、クライアント
側で何らかの認可機能を追加する必要
があります。 クライアントでの認証や認
可はアプリケーションのセキュリティに
とって重要な要素ですが、サーバー側
での同等のセキュリティ制御に置き換わ
るものではありません。 サーバー側と
クライアント側の両方で適切なセキュリ
ティを確保することにより、許可された
操作を UI に即座に反映しつつ攻撃者か
らデータを保護するというメリットが得
られます。

本記事では、クライアント側の認証と
認可の設定方法について説明します。 
下層のモデルとしてSpring Security を
使用しているため、サーバー側のアプリ
ケーションとまったく同じセキュリティ制
御を適用できるというメリットがありま
す。

グラフィカル・ツールの Scene 
Builder を使用して、ログイン・ダイア
ログ・ボックスを完全に FXML 形式で作
成します。次に、画面設定ファイル内で
Bean 定義メソッドを 1 行で記述し、こ
のログイン・ダイアログ・ボックスをイ
ンスタンス化します（リスト6 参照）。 
この結果、FXML 形式のログイン定義が
インスタンス化され、アプリケーション
に関連付けられて、図 3 のダイアログ・
ボックスが表示されます。

ログイン・ダイアログ・ボックスの
機能を有効にするためには、認証情
報をチェックするログイン機能を備え
たコントローラ・クラスを作成する必

this.customers.setAll
customers) 

@Bean
RestTemplate restTemplate() {
    RestTemplate restTemplate = new RestTemplate();
    restTemplate.setMessageConverters(
Collections.<HttpMessageConverter<?>>singletonList(
new MappingJacksonHttpMessageConverter()));
    return restTemplate;
}

リスト4         リスト5         リスト6         

すべてのリストのテキストをダウンロード
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要もあります。この機能は、Spring の
AuthenticationManager を使用して実
現します（リスト7 参照）。

リスト7 の LoginControllerクラスで
は、以下のアノテーションをそれぞれ
異なるコンテキストで利用することで、
UIダイアログ・ボックスおよび Spring 
AuthenticationManagerへのバインディ
ングを行っています。

■■ @Autowired：変数の名前または型
に基づいてBean インスタンスをイ
ンジェクションするための Springア
ノテーション。 このサンプルでは、
AuthenticationManager にアクセス
するために使用。

■■ @FXML（変数に対して）：対応する
fx:idプロパティを持つ UI シーン・グ
ラフ・ノードをインジェクションする
ための JavaFXアノテーション。コント
ローラからUIを操作するために使用。

■■ @FXML（メソッドに対して）：メソッ
ドを UI 定義に対して公開するため
のアノテーション。これにより、任
意の UIアクションまたはイベントで
#methodName 構文を使用すること
で、このメソッドを呼び出すことが可
能。

コントローラのコードの大部分は
login メソッドです。loginメソッド
は、ユーザーの入力に基づいて新し
い認証トークンを取得し、Spring の
AuthenticationManager に対する認証
を試みます。 認証に失敗した場合は、
AuthenticationException がスローされ
ます。この例外は、ユーザーのログイ
ン名またはパスワードが、ユーザー・ス
トアに保存されている認証情報に一致
しないことを示します。

最後に、セキュリティ定義のコード
が必要になります（リスト8 参照）。 
LDAP、OAuth、SAML や、カスタムの
認証プロバイダさえも含む、任意の認
証システムを利用できます。 本記事の
サンプルでは、プレーンテキストのパス
ワードを Spring 設定ファイルに埋め込
む、単純な認証プロバイダを使用しま
す。

警告： お分かりかとは思いますが、
本番アプリケーションではプレーンテ
キストのセキュリティ・プロバイダを決
して使用しないでください。クライアン
ト側の JARファイルを開くことで、す
べてのパスワードが漏洩してしまうから
です。 適切なパスワードの選択という

public class LoginController implements DialogController {
    @Autowired
    private AuthenticationManager authenticationManager;
    private ScreensConfiguration screens;
    private FXMLDialog dialog;
    public void setDialog(FXMLDialog dialog) {
        this.dialog = dialog;
    }
    public LoginController(ScreensConfiguration screens) {
        this.screens = screens;
    }
    @FXML Label header;
    @FXML TextField username;
    @FXML TextField password;
    @FXML  void login() {
        Authentication authToken = 
new UsernamePasswordAuthenticationToken(
username.getText(), password.getText());
        try {
            authToken = 
authenticationManager.authenticate(authToken);
            SecurityContextHolder.getContext().setAuthentication(
authToken);
        } catch (AuthenticationException e) {
            header.setText("Login failure, please try again:");
            header.setTextFill(Color.DARKRED);
            return;
        }
        dialog.close();
        screens.showScreen(screens.customerDataScreen());
    }
}

リスト7         リスト8         

すべてのリストのテキストをダウンロード

図3
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問題はさておき、このサンプルの社員
（employee）は、公開されるパスワー
ドにユーモアを取り入れているようで
す。 

設定の完了後は、特定のロールを持
つユーザーのみが情報にアクセスできる
ようにするために、アプリケーション内
のメソッドに制限をかけることができま
す。そのための作業は簡単で、メソッド
に Spring の Secured アノテーションを
付加するだけです（リスト9 参照）。

セキュリティの動作を実際に確認する
ための「Remove」ボタンの UI 定義を
リスト10 に示します。このボタンは、ア
クション・ハンドラの呼び出し時に、選
択中の顧客をテーブルから削除します。

ここで、権限のないユーザーがログイ
ンした場合には、 
AccessDeniedException がスローされ
ることに注目してください。この例外を
キャッチして、本シリーズのパート1 で
作成したエラー・ダイアログ・ボックス
を表示します。

JSR 330 に基づく依存性注入 
これまでは Spring の設定および DIメ
カニズムを使用してきましたが、より移
植性の高い実装を行うにはどうすれば
よいでしょうか。 JSR 330 は、Spring、
Guice、任意の Java EE 6 サーバーを含
む複数のプロバイダ上で動作する標準
的な DI システムを提供します。 しかし、
JSR 330 を利用するためには、現在のサ
ンプル・アプリケーション・コードの一
部をリファクタリングする必要がありま
す。

まずは、JSR 330 の中心的なアノテー
ションについて理解し、これまで使用し
てきた Springアノテーションとの関係に
ついて確認します。 使用する必要のあ
るJSR 330アノテーションを表 1 に示し
ます。

これ以降では、パート1 で使用した
Spring JavaConfig の代わりに表 1 のア
ノテーションを使用し、さらに標準に準
拠した実装を行います。

注：本記事の変更を反映したアプリ

ケーションのソース・コードはこちらか
らダウンロードできます。 

Springアプリケーションで JSR 330 の
アノテーションを使用するためには、以
下の 2 つのアプリケーション設定を行う
必要があります。

1.	 javax.injectとspring-context の
各ライブラリをインポートします。 
これに対するMaven の依存関係
全体については、プロジェクトの
pom.xmlファイルで確認してくだ
さい。

2.	 設定ファイルに @
ComponentScan アノテーション
を追加します。 また、以下のよう
な完全なアノテーション定義で、
basePackage を指定する必要もあ
ります。

後は、Spring の各種アノテーションを
JSR 330 の対応するアノテーションに変
更するだけです。また、別のモデルを
利用するためのリファクタリングも行い
ます。

それぞれの UIとモデル抽象概念に対
して筆者が行った変更は以下のとおりで
す。
コントローラ：コントローラ・クラスはす
でに十分に抽象化されていました。 そ
のため、Java Config を使用してコント
ローラを作成し直すのではなく、各コン
トローラ・クラスに @Named アノテー

@ComponentScan(
basePackages=
"steveonjava.client")

表1

アノテーション/インタ
フェース

対応するSPRING
の要素 推奨する使用方法

@Inject @Autowired @Injectを指定することで、変数
またはコンストラクタ引数に対す
るDIを実行できるため、単純に@
Autowiredと置き換える。

@Named @Component インジェクション可能な要素につい
ては、クラスに対して@Namedアノ
テーションを使用してマークし、名
前を付ける。

Provider FactoryBean Providerインタフェースを使用し
て、getメソッドの呼び出し時に実
装を作成するためのファクトリ・ク
ラスをマークする。

@Secured("ROLE_MANAGER")
public void remove(Customer customer) {
    restTemplate.delete(
"http://localhost:8080/crm/customer/" + customer.getId());
    customers.remove(customer);
}

リスト9         リスト10         

すべてのリストのテキストをダウンロード
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ションを付加し、コンテナが型に基づ
いてコントローラをインスタンス化でき
るようにしました。 また、すべての @
Autowired アノテーションを @Inject に
置き換えました。

少し整理して、ダイアログ（Stage）
を設定するための基底クラスを削除し、
代わりに次のような JavaFX のテクニッ
クを使用して、FXML のルート要素から
Stage にアクセスできるようにしました。

ダイアログ・ボックス：Spring 
JavaConfig は、1 つのクラスから複数
の FXMLDialog インスタンスを作成する
ための優れたメカニズムを提供してい
ます。しかし、JSR 330 ではクラス・ベー
スのアノテーションを使用します。その
ため、ダイアログ・ボックスの定義を複
数のサブクラスに分割し、各サブクラス

で FXMLDialog を継
承して、型に基づい
て参照するための @
Named アノテーショ
ンを追加しました。 

ダイアログ・ボッ
クスの作成を遅らせ、
ダイアログ・ボックス
を呼び出すたびに別
個の UI インスタンス
を作成する機能につ
いても検討する必要
がありました。 この
仕組みがなければ、
ダイアログ・ボックス

の情報が、次に利用されるまでそのま
ま残ります（たとえば、Add Customer
ダイアログ・ボックスを再度開いたとき
に、前回利用したユーザーの入力した
情報が誤って保持されます）。 この状況
は、まさに JSR 330 のプロバイダを利用
すべきケースであるため、FXMLDialog
とサブクラスを、JavaFX Stage オブジェ
クトの Providerとなるようにリファクタリ
ングしました。

リスト11 に、新しい
FXMLDialogProviderクラスのソース・
コード全体を示します。

FXML をロードするコードも更新され
ており、FXMLファイル内に指定された
型に基づいてコントローラを作成するよ
うになっていることに注目してください。 
この方法で、Spring JavaConfig に依存
せずにコントローラ・クラスを作成でき
ます。そのため、ScreensConfiguration
ファイルも削除できます。

これらの変更によって、以下を除き、
すべての Spring DI への依存性を除去で
きます。

■■ コンテキストのロード： 変更後もstart
メソッド内で、AnnotationConfigAp
plicationContext を使用してSpring
をブートストラップする必要がありま
す。

■■ コントローラのインスタンス化： JSR 
330 では、型によるオブジェクトの動
的ローディングがサポートされない
ため、applicationContext.getBean

（Spring）や injector.getInstance
（Guice）などのプロバイダ固有の拡
張機能を使用する必要があります。
変更後のコードでもRestTemplateと

((Stage) root.getScene().
getWindow()).close();

public class FXMLDialogProvider implements Provider<Stage> {
    @Inject
    private ApplicationContext applicationContext;
    private final StageStyle style;
    private final URL fxml;
    
    public FXMLDialogProvider(URL fxml, StageStyle style) {
        this.style = style;
        this.fxml = fxml;
    }

    @Override
    public Stage get() {
        Stage dialog = new Stage(style);
        dialog.initModality(Modality.WINDOW_MODAL);
        dialog.initOwner(CustomerApp.getPrimaryStage());
        try {
            FXMLLoader loader = new FXMLLoader(fxml);
            loader.setControllerFactory(
new Callback<Class<?>, Object>() {
                @Override
                public Object call(Class<?> aClass) {
                    return applicationContext.getBean(aClass);
                }
            });
            dialog.setScene(new Scene((Parent) loader.load()));
        } catch (IOException e) {
            throw new RuntimeException(e);
        }
        return dialog;
    }
} 

リスト11         

すべてのリストのテキストをダウンロード

新しい 
コントロール
TableViewは、 
JavaFX 2で新た
に導入されたもっ
とも重要なコント
ロールのひとつで
あり、データ中心
型アプリケーショ
ンの中核を成すも
のです。

http://oracle.com/javamagazine
http://blogs.oracle.com/java
http://www.twitter.com/java
https://www.facebook.com/ilovejava
http://www.oracle.com/technetwork/java/index.html
http://java.net
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http://java.net/projects/java-magazine/downloads/directory/MarchApril2013
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Spring Security を使用していますが、こ
のことにより、異なるDIコンテナへのサ
ンプル・アプリケーションの移植性が損
なわれることはありません。

まとめ
本記事では、Spring の優れた機能を利
用してアプリケーションを改善する方法
について説明しました。また、1 歩進ん
で、標準に準拠したアプリケーションに
するための方法も説明しました。 しかし、
新しいテクノロジーを追加するほどアプ
リケーションは複雑化するため、本当に
投資に見合うのか検討する必要がありま
す。

すでにサーバー側で Spring を使用し
ている場合は、難しいことではありませ
ん。 今あるSpring の知識をクライアン
ト側に適用し、コードベースのクライア
ント側とサーバー側の両方でモデル・オ
ブジェクトを再利用できます。また、た
びたび発生するSpring のバグや難しい
設定の問題に対処するための備えも十
分にあります。 Spring に関する現在の
専門知識を活かして、本記事で説明し
た内容以外に、アプリケーションの最適
化や改善のための多数の手段を見つけ
出すこともできるでしょう。

一方、Java EE バックエンドに対して
これまで大きな投資を行ってきた場合
は、クライアント側での Spring への依
存性を最小限に抑えたいところです。 そ
の場合は、JSR 330 標準のアノテーショ
ンを利用することで柔軟性が向上し、将
来的には別の DIコンテナ（Guice など）
に切り替えることも可能になります。 ま
た、異なるRESTライブラリ（Jersey な
ど）を利用する場合もあるでしょう。そ

の際には、クライアント向けのデータを
取得するために、サーバー側の単体テ
ストで使用しているコードを再利用でき
ます。

これまでサーバー側の DIコンテナに
それほど多く投資していない場合は、メ
リットがコストを上回るかを検討する必
要があります。 クライアントへの Spring
の実装には、以下のような、乗り越えな
ければならないいくつかの障害がありま
す。

■■ 多数の JARファイルと依存性： 本記
事のサンプル・プロジェクトは、最終
的に 21 の JARファイルで構成され、
サイズは 5MB になりました。 そのた
め、アプリケーションのダウンロード・
サイズが増加しています。クライアン
ト側では、ユーザーがアプリケーショ
ンを起動する前にアプリケーション全
体のダウンロードの完了を待つ必要
があるため、このサイズが問題となり
ます。

■■ エラー・メッセージの分かりにくさ： 
Spring（およびあらゆるDI システム）
では、アプリケーション・コードが原
因となって生じたエラー・メッセージ
はマスキングされることが多いため、
問題が一層複雑化します。 根本的な
原因が見つかるまで少なくとも2 ～ 3
段階の間接的な経路をたどる必要が
あり、正確なエラー状況がレポートさ
れないという問題がよく発生すること
を理解しておく必要があります。

■■ 起動時間と初期化の順序： 一般的に、
サーバー側のシステムは高いスルー
プットを達成するように最適化されて
おり、起動時間や初期化の順序は重
要視されていません。 DI を使用する

場合は、初期化の順序に対する制御
の大部分が取り除かれるため、起動
コストの追跡が難しくなります。
これらの問題は、ユースケースやアプ

リケーション・プロファイルによっては
問題にならない場合もあります。また、
アプリケーションが複雑化するほど、こ
れらの問題はささいなものになると考え
られます。 一方、DI のメリットの多くは、
プロジェクトが複雑化しチームの規模が
拡大する場合にこそ真価を発揮します。
そのため、アプリケーションが今後拡大
し、長期的な維持サイクルが見込まれ
る場合は、Spring などのフレームワー
クをクライアント側で利用するための先
行投資をしておくことで、長期的には大
きな見返りが得られます。 </article>

LEARN MORE
• 「JavaFX in Spring、パート1」
• Stephen Chinのブログ
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Csaba Toth 

Nashville, TN Java Users' Group (NJUG)
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Java仮想マシン（JVM）で動作
する代替言語は、開発者に

多様な選択肢を示すものであ
り、生産性の向上や、さまざま
なコーディング技術の活用につ
ながります。 初期のJVM対応代
替言語の1つにJythonがありま
す。 Jythonはその名が示すとお
り、Pythonの言語構文を利用で
きる代替言語であり、CPython

（C言語で記述されたPython
の標準実装）で使用するような
コーディング・パターンを適用
できます。 

JVMに限らず、さまざまな
プラットフォームに対応した
Pythonの移植版が提供されて
いるため、Jythonを学習する価
値はあります。 Pythonは、"learn 
once, apply everywhere (一度
学べばどこにでも適用できる)"
言語です。だからこそ、Python
はあらゆる開発者が身につけ
ておくべき便利なツールと言え
ます。 

開発者はJythonによって、

JVM上でPythonを使用できる
だけではなく、Pythonの豊富な
APIやフレームワークも利用で
きるようになります。 したがっ
て、Pythonの分野における人気
のテクノロジー（Django Webフ
レームワークなど）をJVM上で
利用できます。 Pythonの構文
をJava APIに適用することは、
開発生産性の向上にもつなが
ります。 たとえば、Jythonを使用
してSwingアプリケーションや
JavaFXアプリケーションを作成
した場合、大量のコードを削減
できます。

本記事は、全2回で構成され
るシリーズの第1回です。この
パート1では、Jython言語の概
要を説明し、Java言語に代わる
生産性の高い構文やテクニック
について紹介します。 

変数と式
まずは、大半のプログラムの基
本原則である、データを操作す
るための変数の宣言について

説明します。 Jythonの変数は1
つの型に制限されません。その
ため、変数の宣言は、識別名を
指定して値を代入するだけで済
みます。 

識別名は、型を指定して変
数を作成するためではなく、変
数に代入するオブジェクトを識
別するために使用します。 した
がって、変数は、型を指定しない
まま使用できます。つまり、変数
の型は、宣言後いつでも変更で
きます。 

単純な例を2つ紹介します。 
以下の例の1行目では、xという
識別名の変数に、値0を代入し
ています。 2行目では、yという
識別名の変数に、文字列値を
代入しています。

Jythonの変数は特定の型に
制限されません。以下のように、
型はいつでも変更可能です。

この例では、Jythonの基本機
能である、式の使用方法とター
ミナルへの出力方法が示されて
います。 Jythonでの式の利用は
簡単です。 実際のところ、Jython
では、対話型ターミナルを起動
し、評価対象の式を入力してリ
ターン・キーを押すだけで、手軽
に計算を行うことができます。 
この方法で入力した式は直

ちに評価されますが、より正式
な記述に従う場合は、出力を
表示するためのprint文を使
用できます。 print文はJavaの
System.out.println()文に相当
し、シングルクォート、ダブル
クォートで囲まれた値は文字
列値として扱われます。 print文
を使用して式を記述した場合、
式が評価された後に、その結果
が出力されます。

>>> x = 0
>>> y = 'Java Magazine'

>>> x = y
>>> print x
Java Magazine

Jythonについて学び、Python言語構文を活用するJOSH JUNEAU
BIO

パート1 

Jythonの基礎̶成熟した代替言語を
新鮮な視点で捉える

Josh Juneau：お
もに Java、PL/
SQL、Jython を
利用する開発者
/DBA。 Jython 
Monthly ニュース
レターの編集者
であり、Jython 
Podcast を提供
している。 共著
に『The Definitive 
Guide to Jython』

（2010 年）、『PL/
SQL Recipes』

（2010 年）、『Java 
7 Recipes』（2011
年）、著書に『Java 
EE 7 Recipes』

（2013 年、まもな
く出版予定）がある
（出版社はすべて
Apress）。

http://oracle.com/javamagazine
http://blogs.oracle.com/java
http://www.twitter.com/java
https://www.facebook.com/ilovejava
http://www.oracle.com/technetwork/java/index.html
http://java.net
mailto:JAVAMAG_US%40ORACLE.COM?subject=
file:/Volumes/Design/Publishing/Macs%20Only/JAVA_MA13/3_ReadyToUpload/Supporting_files/Multimedia_files/audio%20for%20polyglot.m4a


ORACLE.COM/JAVAMAGAZINE  ///////////////////////////// MARCH/APRIL 2013

JA
VA

 T
EC

H

64

CO
M
M
U
N
IT
Y

JA
VA

 IN
 A

CT
IO

N
AB

O
U
T 
U
S

blog

//polyglot programmer / 

なお、識別子の先頭にアンダースコ
アが1つ付加された変数は、クラスの
コンテキストにおいてはプライベート
変数として扱われます。

条件文と繰り返し処理
Jythonの条件文は、Javaの条件文よ
りも簡潔に記述できます。 たとえば、
if文では、各ブロックを丸括弧や波括
弧で囲む必要はありません。 Jython
のif文の構文は以下のとおりです（整
列の様子がわかりやすいように、if文
の対話型インタプリタ文字列「>>>」
を省略しています）。

この例には、JythonとJavaの構文上
の相違点が多く表れています。 まず、
Jythonでは、コードを整列させること
が重要です。 Jythonでコードの各ブ

ロックを区別す
るためには、括
弧で区切るので
はなく、ブロック
ごとに均一に（つ
まり、インデント・
レベルを揃えて）
整列させる必要
があります。適切
に整列していな
い場合は、コンパ
イル・エラーが発
生します。 整列
によってブロック
を区切ることは

Jythonを利用するメリットのひとつで
す。その理由は、構造化された読みや
すいコードは保守しやすく、また、不
必要な文末記号がコード全体に散在
することがほとんどないためです。 

Jythonでコードの各ブロックを区
切るために使用する空白の数は、開
発者が自由に決めることができます。
ただし、同一のブロック内では、すべ
ての行のインデントに同じ数の空白
を使用する必要があります。 前述のif
文の例では、文を構成する各ブロック
を区切るために、4文字の空白を使用
しています。これは、Python言語の標
準です。 

繰り返し処理にも、条件文と同じ
コーディング構造を適用できます。 
Jythonの繰り返し処理の方法はJava
と類似しています。 たとえば、繰り返し
回数不定のループを作成する場合は
whileループを記述し、繰り返し回数
が決まっているループを作成する場
合はforループを記述できます。 いく
つかの例を以下に紹介します。

まず、whileループのJythonでの
コーディング方法を確認します。 
whileループでは、Java言語と同様
に、指定した条件がTrueと評価され

る間は処理が続行されます。 以下
は、counter変数の値が指定した上
限値に達するまで繰り返される、単
純なwhileループの例です。 ループ
の本体が4文字の空白でインデント
されている点に注意してください。 

Jythonのforループも、whileループ
と似たコード構造をしています。 以
下の例では、whileループの例と同じ
処理を、forループを使用して実行し
ています。

Jythonのforループは、カウンタに
基づいた繰り返し処理ではなく、デー
タのコレクションに対する繰り返し処
理として使用するという点で、Java 5.0
で導入された拡張for文とよく似てい
ます。 前述の例では、counter変数の
内容が計4回、0～3の範囲にある各整

数値に対して1回ずつ出力されます。 

範囲とデータ構造
前項の最後の例では、range()関数を
使用しています。range()は、指定した
範囲内にある数値のリストを返す関
数です。 range()関数は1～3個の引
数を取ります。第1引数には範囲の開
始値、第2引数（オプション）には範囲
の終了値（指定した値は範囲に含ま
れない）を指定します。また、範囲内
の値を一定の刻み幅で取得する場合
は、第3引数（オプション）にその刻み
幅を表す数値を指定します。 前項の
例のように引数を1つのみ指定した
場合は、範囲の開始値には0が使用
され、指定した引数は範囲の終了値
として使用されます。 

次に、range()にすべての引数を指
定した場合の単純な例を示します。 
この例では、5～24の範囲にあり、刻
み幅を5とした場合の数値が出力さ
れます。

range()関数が値のリストを返す
ことを考慮した場合、返された結果
に対する繰り返し処理を行うため
には、forループがもっとも適してい
ます。 Jythonには、データのコレク
ションを操作するためのさまざまな
データ構造:リスト（list）、ディクショナ
リ（dictionary）、セット（set）、タプル
（tuple）があります。もっとも頻繁に
使用されるコンテナは、おそらく（list）
です。リストはシーケンス型であり、任

>>> print 3 + 4
7

jython = 'fun'
if jython == 'not fun':
    print 'Jython is not fun'
elif jython == 'sort of fun':
    print 'Jython = sort of fun'
else:                            
    print 'Jython is fun!'
>>> Jython is fun!
}

>>> counter = 0
while counter <=3:
    print counter
    counter += 1
... 
0
1
2
3

for counter in range(4):
    print counter
... 
0
1
2
3

>>> range(5,25,5)
[5, 10, 15, 20]

豊富な選択肢
JVM 対応代替言
語は、開発者に多
様な選択肢を示す
ものであり、生産
性の向上や、さま
ざまなコーディン
グ技術の利用につ
ながります。 
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意のJython型のオブジェクトを格納
できます。 さらに、異なる型のさまざ
まなオブジェクトを同じリストに格納
できます。 また、動的なリストを使用
できる点も魅力です。つまり、時間の
経過とともに、必要に応じてリストを
変更できます。 リストの宣言時に静的
な長さを指定する必要はありません。
以下のように、識別子に対して1組の
空の角括弧を代入するだけで、リスト
を宣言できます。

もちろん、一般的にリストには値を
格納します。値をあらかじめ指定して
リストを作成するためには、以下の
ように、リストの識別子に対して一連
の各種Jythonオブジェクトを代入し
ます。

この例のリストでは、数値と文字列
が混在している点に注意してくださ
い。 既存のリストに値を追加する場
合は、以下のように、append()メソッド

（リストの末尾に新しい値を挿入）か
insert()メソッド（指定した場所に値を
挿入）を呼び出します。

insert()メソッドは2つの引数を取り
ます。第1引数には値の挿入位置を、

第2引数には挿入する値を指定しま
す。 リストのインデックスは0から始ま
ります。そのため、たとえば2番目の位
置に値を挿入する場合、使用する位置
番号は「1」となります（リスト1参照）。
リストは、アプリケーション内部で

データを受け渡しするために便利で
す。また、リストのデータを操作するた
めのメソッドがいくつか用意されてい
ます（extend、pop、remove、del）。 こ
れらのメソッドの使用方法について、
リスト2のコードに示します。

言うまでもなく、リストにはインデッ
クスを指定してアクセスできます。そ
のため、さまざまな方法で値を取得で
きます。

ディクショナリ（dict）はマップ型で
あり、各項目に任意のデータ型のキー
と値のペアを設定できます。 
リスト4に、書籍のタイトルと対応す

る星評価を格納したディクショナリの
使用方法を示します。

セット（set）とは、順序付けされてお
らず、要素が重複しないコレクション
です。 可変（mutable）のデータを格
納することはできませんが、セット自
体は可変です。 セットを使用するため
には、セット・モジュールからセットを
インポートする必要があります。 リス
ト5に、セットの操作に関するいくつ
かの例を示します。

最後に紹介するデータ・コレクショ
ン型はタプル（tuple）です。 タプルは
リストと非常によく似ていますが、不
変である点が異なります。 タプルには
通常、パラメータ・リストなどの異種
の値を格納します。 タプルの例をリス
ト6に示します。

リスト内包表記と呼ばれる、式や関
数をリスト内のすべての要素に適用
できる強力な機能が存在します。 リス
ト内包表記は、JythonによってJavaの
開発が容易になることを示す例とし
て絶好の機能です。 リスト内包表記
は、[<式または関数> for <識別子> 
in <リスト>]という構文で記述します。

この記述により、リストに対して繰り返
し処理を実行し、各要素に式または
関数を適用できます。 リスト7に単純
な例を示します。

関数とラムダ式
関数は、Jythonでもっとも強力な機
能のひとつです。 複数回使用され

>>> my_list = []

my_list2 = [1,3,'five',7,'nine']

>>> my_list.append(2)   
>>> my_list.insert(1,'four')
>>> my_list
[2, 'four']

すべてのリストのテキストをダウンロード

>>> lang_list = ['Java','Jython']
>>> lang_list.insert(1,'JRuby')
>>> lang_list
['Java', 'JRuby', 'Jython']

リスト1         リスト2         リスト3         リスト4         リスト5
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る可能性のある機能はすべて、関数
内に配置することをお勧めします。 
Jythonの関数は、戻り値のあるJavaメ
ソッドに似ていますが、構文が少し異
なります。 

Jython関数のシグネチャは、Java
メソッドのシグネチャと比較すると
かなり大ざっぱです。 Jythonではdef
キーワードを使用して関数を定義し
ます。Javaとは異なり、Jythonにおけ
る関数は実行可能な文を表します。 
そのため、関数のネストや、関数を他
の関数にパラメータとして渡すなど
の操作が可能です。 Jythonの関数は
1つ以上の値を返すことができるた
め、戻り型を明示する必要はありませ
ん。 さらに、パラメータの型の宣言も
不要です。 
リスト8は、指定された文字列

について、1文字おきに大文字に
したコピーを返す関数の例です。 
 関数の引数として数値を渡した場合
は、同じ数値が返されます。

Jythonでは、関数にデフォルト値を
定義できます。 たとえば、2つの数値
を乗算して結果を返す関数があると
します。 ただし、この関数の第2パラ
メータにはデフォルト値「1」が設定さ
れています。 この関数に数値を1つの
み渡した場合は、その数値とデフォル
ト値（1）が乗算されます。そのため、
渡した数値と同じ値が返されます。

Jythonでは、コードが1行のみの関
数を記述することが可能です。 このよ
うな関数はラムダ式と呼ばれます。 ラ
ムダ式とは、1行内で評価されて結果
を返す匿名関数のことです。 以下に、

指定した数値の２乗した値を返すラ
ムダ式の例を示します。

この例では、xは関数に渡される値
と戻り値の両方を表します。 このラム
ダ式に値を渡した場合、コロンの右
側にある式のx変数に代入され、この
式が評価されます。次に、式の結果
がコロンの左側にある変数に代入さ
れ、返されます。 たとえば、以下のよう
な行で、先ほどのラムダ式を呼び出す
ことができます。

Jythonの関数は任意の数のパラ
メータを受け入れることができます。
そのためには、パラメータの前に*と
いう文字を付加します。 引数の前に
*が付加されている場合、パラメータ
値に0個以上のシーケンスが含まれ
ることを示します。 そのため、関数を
以下の例のように記述して、任意の数
のパラメータを受け入れることが可
能です。

また、関数のパラメータの前に**を
付加している場合は、関数の引数に、
ディクショナリなどのキーと値のリス
トのデータを指定できます。 この動作
について以下に示します。

デコレータとは、ある関数を別の関
数に変換するためのJythonの糖衣構

文の1種であり、デコレート対象の関
数の処理を強化することができます。 
デコレータを定義するためには、別
の関数をパラメータに取る関数を作
成します。この関数の内部では、パラ
メータとして渡された関数を呼び出
し、何らかのタスクを実行します。 こ
の状態で、特殊な構文（@function_
name）を使用することで、デコレータ
関数を別の関数（デコレート対象の
関数）に適用できます。これにより、デ
コレート対象の関数がデコレータ内
に渡されます。 
リスト9に、デコレータ関数および

デコレート対象の関数の例をそれぞ
れ示します。 このデコレータ関数に
は、デコレート対象の関数の引数に

squared = lambda x: x * x

>>> squared(3)
9

>>> def my_func(*args):
...     return len(args)
... 
#  Calling my_func with
#  an arbitrary parameter set
>>> my_func()
0
>>> my_func(1,2,3)
3

>>> def f(**kwargs):
...     for key in kwargs:
...         print key
... 
>>> f(p1="1", p2="2", p3="3")
p2
p1
p3

すべてのリストのテキストをダウンロード

>>> lang_tuple = ('Java','Jython')
>>> lang_tuple
('Java', 'Jython')

リスト6         リスト7         リスト8         
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指定したすべての値の合計を2乗す
るインナー関数が含まれています。

クラス
Jythonのクラス構文はJavaと非常に
よく似ていますが、概念的に異なる
点が少しあります。 たとえば、Jython
のクラスは多重継承をサポートして
おり、複数の基底クラスを継承できま
す。 また、クラスは、Jythonの他の要
素と同様に動的で、実行時に変更で
きます。 

クラスには、データ属性やメソッド
などのインスタンス属性が含まれま
す。 データ属性は、Javaクラスのイン
スタンス変数に相当するものです。ま
た、クラス・メソッドはオブジェクトに
バインドされた関数を表します。 リス
ト10は、Carオブジェクトを表すクラス
です。 Carクラスには3つのデータ属
性と1つのメソッドがあります。

メソッド識別子には、2つのアン
ダースコアで始まり、1つ以上のアン
ダースコアで終わるものがあります。 
そのようなメソッドは実行時に自動

で 処 理 さ れ
るため、直接
アクセスする
ことはできま
せん。 このア
ンダースコア
を含むメソッ
ドは、特殊メ
ソッド（magic 
method）とも
呼ばれます。 
特殊メソッド
の1種である

__init__()は、Javaのクラス・コンスト
ラクタに相当します。 __init__()は、
Jythonクラスのインスタンス化また
は実行の際に呼び出されます。 

以下のコード例は、新しいCarオブ
ジェクトを作成し、print_car()メソッド
を呼び出す方法を示しています。

この例で指定しているパラメータ
は、インスタンス化の際にCarクラス
の__init__()メソッドに渡されます。

プラットフォーム上の利点
Jythonには他にも、Javaプラット
フォームで提供しているすべてのライ
ブラリを利用できるという重要な特
長があります。 Javaプラットフォーム
は長年の歴史の中で、機能の追加や
開発生産性の向上を図る各種ライブ
ラリやAPIを追加し、進化を遂げてき
ました。 これまでに、多くの開発者が、
Javaプロジェクトにインポートして機
能を追加するための外部ライブラリ
を開発してきました。 

Jythonを使用する場合、Javaプラッ
トフォームに標準装備されているす
べてのライブラリを利用できます。 
また、サードパーティ製の多数のラ
イブラリもJythonプロジェクト内で
使用できます。使用するために必要
な作業は、関連するJARファイルを
CLASSPATHに追加し、コード内で必
要なクラスをインポートすることだけ
です。 プラットフォームに標準装備さ

れているJavaライブラリの一部につ
いて、使用方法を以下で確認します。 
リスト11では、java.util.ArrayListを

対話型セッション内にインポートして
います。 クラスのインポート方法を確
認してください。また、ArrayListの新し
いインスタンスを生成する際にnew
キーワードが不要である点に注意し
てください。 Jythonの構文を使用する
ことで、Javaオブジェクトの操作が非
常に簡単になります。
リスト11のような使用方法は、氷山

の一角に過ぎません。 Jython言語を
使用して、Javaアプリケーションとほ

ぼ同様にアプリケーションを作成で
きます。 リスト12では実際に、JavaFX 
2.2とJythonを使用した単純な「Hello 
World」アプリケーションの作成方法
を示しています。 この例では、Javaと
Jythonの統合に関する概念を多く
取り入れています。たとえば、Jython
クラスでJavaクラスを継承できるこ
と、Javaのgetterやsetterの呼び出し
は暗黙的に行われることなどです。 
JavaとJythonの統合は大きなトピッ
クであるため、本シリーズのパート2
で詳細を取り上げます。

>>> c = Car('ACar','Jy','2005')
>>> c.print_car()
ACar Jy ‒ 2005

すべてのリストのテキストをダウンロード

# Decorator function that returns the square
# of the sum of the parameters that are passed
# into the decorated function
def squared(func):  
    def inner(*args):
        val = func(*args) * func(*args)
        return val
    return inner

# Decorated function that accepts an arbitrary number
# of parameters and sums them together.
@squared
def square_total(*nums):
    idx = 0
    total = 0
    while idx < len(nums):
        total = total + nums[idx]
        idx = idx + 1
    return total

リスト9         リスト10   

コード量の削減
Python の構文をJava 
API に適用することは、
開発生産性の向上にも
つながります。たとえ
ば、Jythonを使用して
Swingアプリケーション
やJavaFXアプリケーショ
ンを作成すれば、大量の
コードを削減できます。
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コメントの記述
コード内にコメントを記述するため
には、 シャープ記号（#）を使用してコ
メントの開始を示します。 行の先頭で
シャープ記号を使用した場合は、以下
のようにその行全体がコメントになり
ます。

また、行の任意の場所からコメン
トを開始することも可能です。そのた
め、以下のようにコード行の後にコメ
ントを追加することもできます。

ド キュメンテ ーション 文 字 列
（Docstring）は、連続した3つの一重
引用符で囲まれる文字列です。 コー
ドについてのドキュメントを記述し、
このドキュメントをJythonヘルプ・シ
ステムに登録するために使用できま
す。 ドキュメンテーション文字列は、
関数シグネチャの直後から始まりま
す。 また、関数の__doc__メソッドを
呼び出して、関連するドキュメンテー

ション文字列を取
得することも可能で
す。 ドキュメンテー
ション文字列の使
用例については、リ
スト13を参照してく
ださい。 

まとめ
JVMは、成熟したア

プリケーション開発プラットフォーム
です。 Java言語自体に機能が豊富に
あり、洗練されたソリューションを開
発することができます。 しかし、開発
者のツールキットに新たな価値を加
えるような、代替言語が入り込む余地
は必ずあります。

Javaは型保証された言語である
ため、JVM上で稼働する動的言語が
有益となる場面は数多くあります。 
Jython、JRuby、Groovyなどの代替言
語は、ソリューションをまったく別の
方法で開発できる動的機能や高度
な機能を備えています。 そのような
代替言語があるからこそ、Javaエコシ
ステムは、より魅力的な開発プラット
フォームへと進化してきました。 

Jythonにより、豊富な機能を含むラ
イブラリやAPIとともに、動的変数や
ラムダ式などの高度な機能をJVMで
実現できます。 さらに、Jythonを使用
してアプリケーションを開発した後、
そのコードはほとんど、あるいはまっ
たく変更せずに、CPython（C言語）や
IronPython（.NET）などを使用する他
のプラットフォーム上で実行できま
す。

本記事では、Jythonの機能のほ
んの一部を紹介したに過ぎません。 
パート2では、JavaとJythonの統合に
ついて詳細に説明し、さらにいくつか
の高度なトピックについても取り上
げます。 </article> 

>>> # This is my variable
>>> my_var = 'me'

>>> another_var = 7 # variable

>>> from java.util import ArrayList
>>> arr = ArrayList()
>>> arr.add(1)
True
>>> arr.add(2)
True
>>> arr
[1, 2]

リスト11         リスト12         

すべてのリストのテキストをダウンロード

多数の移植版
さまざまなプラット
フォームに対応し
たPython の移植
版が提供されてい
るため、Jythonを
学習する価値はあ
ります。 
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LEARN MORE
• JythonのWebサイト

• 『The Definitive Guide to Jython』
（Apress、2010年）
• Jython Wiki
• Jython Monthlyニュースレター

>>> def hello_world():                  
...    ''' This function prints hello world
...       to the terminal '''
...    print 'Hello World'
... 
>>> hello_world()
Hello World
>>> help(hello_world)
Help on function hello_world in module __main__:

hello_world()
    This function prints hello world
    to the terminal
>>> hello_world.__doc__
' This function prints hello world\n      to the terminal '

リスト13         

すべてのリストのテキストをダウンロード

LEARN MORE

CEJUG is celebrating our 10-year anniversary 
in 2012! We follow Java technology with 
passion, share knowledge with pleasure, 
and create opportunities for students and 
professionals with ambition.
Hildeberto Mendonça

The Ceará Java User Group (CEJUG)

FIND YOUR
JUG HERE
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キラー・アプリケーションの
開発にかかる労力の対価

を得るには、次の 2 つの方法
があります。

■■ アプリケーションに高い値段
を付ける

■■ アプリケーション内に広告を
表示する
現在の開発者はフリーミア

ム・モデルを使用してアプリを
無料で提供することが多いた
め、高い値段を付けるという方
法は容易ではありません。 し
たがって、アプリケーション内
に広告を表示することが、アプ
リケーションの評判を得る良い
方法ということになります。 こ
のアプリケーションが好評とな
れば、広告なしのオプションを
有料で提供できるようになる可
能性があります。

本記事では、 
定義した領域に広告を表示で
きるAd Injection 
プロセスについて詳しく説明し
ます。 また、カスタマイズした
Ad Injectionプロセスの作成と

定義に役立つサンプル・コー
ドを紹介します。 実際の広告
API は扱いませんが、広告を表
示する方法に変わりはありませ
ん。 広告 API の使用方法につ
いては、明快で分かりやすいド
キュメントが当該 Web サイト
で提供されています。

Ad Injection
Ad Injection は、機能的には
Web 広告と似たシンプルなプ
ロセスですが、Web ベースの
モジュールがないため実装に
は慎重な計画が必要です。

Ad Injection は Web ベー
スの広告とは違い、実行中の
MIDlet の基本的な表示を変更
して、双方向の広告を変更、
表示、作成するものと考えてく
ださい。この際、ユーザーとメ
イン・アプリケーションがやり
取りする方法に広告が影響を
与えることはありません。 広告
は、メイン・アプリケーション
の表示の上部、下部、右側、
または左側に " 注入 " されるほ

か、メイン・アプリケーション
全体の表示にかぶせることもで
きます。 以降のセクションでは、
Ad Injectionプラットフォーム
の仕組みについて説明するとと
もに、実際にプラットフォーム
も開発します。

Ad Injectionプロセス
MIDlet が最上位レベルで使用
できる表示可能オブジェクトは
2 種類（FormとCanvas）しか
ないため、ここで必要な作業
は 2 つのオブジェクトの操作方
法を習得するだけであり、簡単
です。

Ad Injectionプロセスはメ
インの MIDletクラスおよび
コードから切り離しておく必要
があります。 MIDlet のクラス
およびコードは広告の存在を
ある程度までは認識している
必要がありますが、それ以上
に、Ad Injection パッケージ
が Ad Injectionプロセス全体
を制御することが必要です。 
MIDlet が認識する必要がある

のは、広告プログラムへの参
加、広告を表示する頻度、広
告を表示する場所などの基本
的な広告関連パラメータのみ
です。 その他では、MIDlet は
Ad Injectionプロセスから完
全に独立している必要があり、
Ad Injectionプロセスの専用ク
ラスがクライアントと広告サー
バー間のネゴシエーションを
実行し、表示を変更し、可用
性を判断する必要があります。 

org.adinjection パッケージ
Ad Injectionプロセスがカプセ
ル化されたこのパッケージに
は、AdItem、Advertisable、
Injector、Supplierという4 つ
のクラス / インタフェースを作
成してあります。 ここからは、
1 つずつ詳しく説明します。
AdItem： AdItem は 1 つの広
告単位を表します。 独立した
ユニットであり、リスト1 に示す
とおり、ImageItemクラスを継
承し、ItemCommandListener
インタフェースを実装していま

Java ME 開発者向けの一般的な広告プラット
フォーム
アプリケーションへの広告挿入プラットフォームを作成する方法

VIKRAM GOYAL

写真： 
JONATHAN WOOD/ 
GETTY IMAGES

BIOVikram Goyal：
Java テクノロジー
対応電話機への
マルチメディア
機能の追加方法
を説明した『Pro 
Java ME MMAPI: 
Mobile Media API 
for Java Micro 
Edition』（Apress、
2006 年）の著者。 
 
 また、『Jakarta 
Commons 
Online Bookshelf』

（Manning 
Publications、
2005 年）の著者
であるほか、手芸
品や雑貨の作り
方を集めた（Free 
Craft Projects）
Web サイトの管
理に貢献。
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す。このユニットをクリックした場合、
クリックが記録されて適切な API に
引き渡されます。 このユニットは、
従来型の Web ベース広告における
バナーのようなものです。
リスト1 のコードから分かるとおり、

AdItemクラスには従来型のバナー
広告に期待される機能すべてがカプ
セル化されています。 
Advertisable：Advertisable イ
ンタフェースには、MIDlet が Ad 
Injectionプロセスに参加するために
保有する必要があるプロパティが定
義されています（リスト2 を参照）。 
MIDlet はこのインタフェースを実装
することで、Ad Injectionプロセスに
対し、定義したガイドラインに基づ
いて参加する準備が整ったことを伝
えます。

Advertisable インタフェースには、
いくつかの非常に基本的な概念が定
義されているため、 各 MIDlet にこの
インタフェースを実装し、次のメソッ
ドを定義する必要があります。 

■■ initAdvertising()： このメソッド内
で、各 MIDlet は Ad Injectionプ
ロセスに参加して Injector（定義
は後述）を作成するかどうかを決
定できます。 また、広告が変更さ
れる頻度も定義できます。 

■■ destroyAdvertising()： 十分な広
告が表示されたか、または、広告
が表示されない完全バージョンの
アプリケーションへのアップグレー
ドをユーザーが決めた場合、こ
のメソッドを使用してすべての Ad 
Injectionプロセスを破棄できます。 

■■ getTargetDisplay()： このメソッド
は、広告を注入するための操作対
象となる表示ターゲットを定義しま
す。 

■■ receivesAds()： このメソッドは、
一時的に広告の表示を停止できま
す。 アプリケーション・ロジックに
基づいて広告を停止する場合は、
false を返します。

■■ getCompatibleAdTypes()： この
メソッドは、表示する広告タイプ

（オーバーレイ広告、テキスト広
告、イメージ広告、すべての広告）
を決定します。

■■ getCompatibleAdLocation()： こ
のメソッドは広告を表示できる場
所（上部、下部、任意の場所など）
を指定します。 

■■ getPreferredAdWidth() および
getPreferredAdHeight()： アプリ
ケーションの幅や高さいっぱいに
広告を表示したくない場合、 これら
のメソッドで広告に使用する幅ま
たは高さを制限できます。

Injector： Injector は org.
adinjection パッケージのメイン・ク
ラスです。（リスト3を参照） このクラ
スはターゲットの MIDlet を取得して
操作し、Supplierクラス（次に説明）
から提供された広告を表示します。 

Injectorクラスは、アプリケーショ
ンの MIDletと広告 APIとの間の主要
レイヤーです。 MIDletとは分離され
ており、広告を取得することや広告の
クリックを追跡することに関する悩み
とは無縁です。 （MIDlet に関する情
報に基づいて）単純に広告が提供さ

れたものとみなし、画面を操作して
MIDlet に広告を表示します。

Injectorクラスが作成されると、独
立した実行中スレッドが作成されて
初期化されます。 また、広告を変更
する間隔（1 つの広告が表示される

期間）が設定されます。 
リスト4 に示した initAndDisplay()

メソッドは、事前に定義された期間、
現在のスレッドをスリープ状態にした
後で、inject() メソッドを呼び出しま
す。 呼び出し元の MIDlet では、Ad 

すべてのリストのテキストをダウンロード

public class AdItem extends ImageItem implements 
ItemCommandListener {
  private String click_url;
  private boolean overlayAd;
  public AdItem(
    String label, Image img, int layout, String altText, 
String click_url) {
    super(label, img, layout, altText);
    this.click_url = click_url;
    this.overlayAd = false;
    Command openCommand = new Command("Open", Command.ITEM, 
1);
    addCommand(openCommand);
    this.setItemCommandListener(this);
  }
  
  public void setOverlayAd(
boolean overlayAd) { this.overlayAd = overlayAd; }
  public boolean isOverlayAd() { return this.overlayAd; }

  public void commandAction(Command c, Item item) {
    // This is where the click-through action will take 
    // place. That is, the user has shown interest in the ad 
    // by clicking on it. For the overlay ad, the user could 
    // have been just clicking to close it.
    System.err.println("Clicked"); // call the click_url
  } 
}

リスト1         リスト2         リスト3
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Injectionプロセスへの参加を停止す
る場合、flag を設定します。 

最後に、inject() メソッドはリスト5
に示すとおり、ターゲットの表示可能
項目が FormとCanvas のどちらであ
るか、広告を表示する必要があるの
は上部と下部のいずれ（またはオー
バーレイ広告）であるか、最適な広
告サイズはいくつであるかを特定し
ます。 Canvas の場合の
処理は皆さんの課題とし
て残してありますので、
各自で作成してみてくだ
さい。

コードは実際よりも複
雑に見えます。 各種のパ
ラメータを考慮に入れ、
表示を変更する必要があ
ります。 言い換えると、
Form は、表示領域の上
部または下部のいずれ
かに広告を注入する必
要があり、また、その広
告が初めて表示されるの
か、繰り返し表示されて
いるのかを特定する必要
があります。 
Supplier：最後のクラス
Supplier は広告 API をカプセル化し
たものです。 物理的な場所、人口動
態の詳細、その他多数の要因に基づ
いて広告を取得します。 また、表示
ターゲットに適した幅と高さに合わせ
て広告を再描画します。 
リスト6 に示したコードはリモート・

サーバーへの接続を装ったのち、呼
び出されるたびに 2 つの異なる広告

をランダムに表示します。 コード内
ではファイル・サーバーから直接イ
メージをロードしていますが、実際
には API 呼び出しによってネットワー
ク経由でロードされます。 2G ネット
ワークを使用した場合、イメージの
ロードにしばらくかかる場合がありま
す。 

不十分なネットワーク速度に起因
するボトルネックを避けるため、すべ

てのネットワーク・コール
を別のスレッドにカプセル
化することを強くお勧めし
ます。 Ad Injectionプロセ
ス全体は独自のスレッド内
で実行されますが、信頼性
の不十分な低速ネットワー
クの悪影響を防ぐため、
ネットワーキングは常に個
別スレッド内で実行する必
要があります。

MIDlet サンプル
すべてをまとめるにはサ
ンプルの MIDlet が必要
であり（リスト7 を参照）、 
その役割を果たすのが
AdvertisingOptionsMIDlet
です。 この MIDlet は

特殊なものではありませんが、
Advertisable インタフェースを実装
しているため、このインタフェース
のメソッドとプロパティを定義して、
MIDlet 自体に適用できるようにする
必要があります。 Injectorに基づくと、
この MIDlet は Form ベースになるた
め、ここで処理できるのは Form ベー
スの表示のみになります。 

すべてのリストのテキストをダウンロード

  private void initAndDisplay() {
    while(flag) {      
      try {
        Thread.sleep(this.adInterval);
      } 
      catch (Exception ex) {
        ex.printStackTrace();
        return;
        //
      }
      inject();
    }    
  }

リスト4         リスト5a         リスト5b         リスト6         

テストの前に
実際の広告プラッ
トフォームを利用
する場合、テスト

の前に（そして言

うまでもなく、実

際にMIDletを

実行する前にも）

MIDletに署名する

ことをお勧めしま

す。
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リスト7 に示すとおり、 
広告の高さは実際のフォームの 1/4
以下であり、幅はフォームの幅と等し
く、広告が切り替わる間隔は少なくと
も5 秒である、などと指定します。

まとめ
本記事では、Java ME 開発者がアプ
リケーション内に広告を
挿入するためのプラット
フォームを簡単に作成
する方法を示しました。 
この簡単な方法では、
MIDlet にはアプリケー
ション・ロジックのみが
含まれ、広告関連のコー
ドで煩雑になることはあ
りません。 広告プラット
フォームは、広告 API に
対するネゴシエーション
と広告メカニズムの作成
のみを担い、 MIDlet は
独立したままです。 

本記事で示したコード
を使用して堅牢なコード
を開発すると、実在する
稼働中の広告 API に対して実際に処
理を実行できます。 ほとんどの広告
API は同様に機能します。また、独
自のプラットフォームを作成すること
で、各種のネットワークに依存するこ
となく好みのネットワークにプラグイ
ンすることができます。

実際の広告プラットフォームを利用
する場合、テストの前に（そして言う
までもなく、実際に MIDlet を実行す
る前にも）MIDlet に署名することを
お勧めします。 MIDlet に署名してお

くことで、煩わしいセキュリティ・メッ
セージがひっきりなしに表示され、
エンドユーザーを悩ませる状況を防
ぐことができます。 また、エンドユー
ザーにとってのアプリケーションの信
頼性が向上します。 </article>

詳細
• MIDletクラス

• Java ME

アドバイス
不十分なネットワー
ク速度に起因する
ボトルネックを避
けるため、すべての
ネットワーク・コー
ルを別のスレッド
にカプセル化する
ことを強くお勧め
します。 

すべてのリストのテキストをダウンロード

  // method implementations mandated by Advertisable interface  
  // the display that needs to be modified
  public Display getTargetDisplay() {
    return this.display;
  }
  
  // some logic here could determine if ads should be stopped 
  public boolean receivesAds() {
    return true;
  }
  
  public int getCompatibleAdType() {
    return IMG_AD_TYPE;
  }
  
  public int getCompatibleAdLocation() {
    return BOTTOM_AD_LOCATION;
  }  
  
  public void initAdvertising() {
    injector = new Injector(this, 5000);
  }  
  
  public void destroyAdvertising() {
    injector.destroy();
    injector = null;
  }
  
  public int getPreferredAdWidth() {
    return mainForm.getWidth();
  }
  
  public int getPreferredAdHeight() {
    return (int)mainForm.getHeight() / 4;
  }

リスト7         
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答えは出ましたか ? 
正解は次号に掲載されます。 もしくはチャレンジした内容を電子メールでお送りください。 

2013 年 1 月 /2 月号で 
Simon Ritter が、Oracle Java ME Embedded Client
および Oracle Java ME Embedded で使用されて
いるConnected Device Configuration（CDC）と
Connected Limited Device Configuration（CLDC）に
関するコードの課題を出しました。 Ritter はサンプ
ル・コードを示して、すべてのメッセージを 1 回の
get(Data) の呼出しで読み取るには、どのようにコード
を変更すればよいかを問いました。

正解は 4 番です。データグラムの長さを 256 バイトにリ
セットすることで、最大長のメッセージを保持するための十分な長さ
を確保します。 データグラムを再利用するため、この方法がもっと
も効率的なソリューションであり、リソースに制約がある組込みデバ
イスに最適です。

1 番はデータグラムの長さの処理方法とは関係ないため、不適切で
す。2 番を選ぶと、取得のたびにデータグラムの新規インスタンス
が作成されるため問題は解決するでしょう。 しかし、組込みシステ
ムではメモリおよび処理の効率を重視する必要があるため、厳密に
言うと、ここでは不正解です。 3 番はデータグラムの読取りポインタ
をリセットして最初に戻しますが、データグラムの長さには関係あり
ません。 

今回は、Jason Hunter（左上）とBoris Shukhat からの問題です。
Hunter は、『Java Servlet Programming, 2nd Edition』（O Reilly 
Media、2001 年）の著者であり、MarkLogic の CTO 代理です。
Shukhat は、Bank of America Merrill Lynch のアプリケーション・プ
ログラミング・マネージャー兼バイス ･プレジデントです。

画像：I-HUA CHEN

ヒント： JPAは多くの
点でJDBCに似ていま
す。

1 問題

Java Persistence API（JPA）にはパラメータ化された SQLとその結果セットの処
理方法において、公開されていない意外な事実があります。

2 コード
ある若手プログラマは、JPA を使用して、パラメータ化された SQLクエリとその
実行部分をプログラムに追加するよう依頼されました。 コードは次のようになりま
した。

EntityManager em = ...;
String sql = "select department from emp where fname=? and mname=? and lname=?"; 
Query query = em.createNativeQuery(sql);
String[] name = new String[3]; 
for (int i=0; i<3; i++) query.setParameter(i, name[i]); 
List departments = query.getResultList(); 
if (departments == null) 
      System.out.println("Not available"); 
else 
      for(String department : departments) 
            System.out.println(department);

このコードは正しく動作しませんでした。

3 正しい修正方法はどれですか。
1）createNativeQuery() の代わりに、createQuery() を使用する 
2）パラメータの値を一重引用符で囲む
3）パラメータの設定順序を変える
4）部門リストのサイズをチェックする
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